


飯山市埋蔵文化財調査報告 第24集

国営飯山農地開発関係遺跡発掘調査報告Ⅰ

しん つつみ い け みなみ

新堤遺跡 ・トトノ池南遺跡

1991・3

飯 山市 教 育 委 員 会



巻頭図版1

調査地遠望 対岸奥志賀 スーパー林道 より1990.7.6

新堤遺跡遠望(南 東か ら)1990.7.11



巻頭図版2

トトノ池南遺跡 旧石・器第2ブ ロ ック(南 か ら)

トトノ池南遺跡 平安時代木組み簡易井戸SE1(北 から)



序

飯山市教:育委員会

教育長 岩 崎 彌

飯 山市は、長野県の北端に位置 し、市の中央に遠い昔か ら変わ らぬ流れ を見

せ る千曲川によって形成 された肥沃 な平地 を中心 として発展 して きた奥信 濃の

産業 ・経済の中心地であ り、古 くは上杉謙信方に属 し、信 濃の北の要衝 として

の役割 を果た して きました。

また、この地域 は、原始～古代、中世 にいたる埋蔵文化財の宝庫 であ り、特

に飯 山市 には原始～古代 の遺跡が 多いことでも知 られています。これ までに、

埋蔵文化財 包蔵地 として400を 超 える遺跡が確認 されてお り、最近の開発 ラッ

シュに より、多 くの遺跡 の発掘調査が実施 され、後世に伝 えるための記録 とし

ての報告書 もその都度発刊 しています。

今 回の発掘調査 は、国営飯 山農地開発事業の一環 として施工 された二工区の

農地造成工事 に伴 うもので、関田山麓の千曲川左岸 の山地段 丘に広大な優良農

地 を開拓 しようとす る事業によ り失われ る埋蔵文化財 を記録 として保存す るた

め、事 前に緊急発掘調査 を実施 した ものです。

本調査 によって、旧石器、縄文 、平安 の各期にわたる遺構 ・遺物 が多数 出土

しました。特 に旧石器時代遺物の集 中出土は、その数の多さもさることなが ら、

さかのぼること約1万6千 年以上 前 とい う飯 山市最古の遺跡 となった点、 また

県内で も極めてめず らしい縄文時代早期 の土器の出土がみ られた点は、当時の

奥信濃文化 を知 るうえで大 きな手 がか りとな りました。

飯 山市教育委員会は、この貴重 な文化財 を大切 にし、永 く後世 に遺 していき

たい と考 えています。

この報告書が学術報告書 として活用 される とともに、市民の方々 に広 く親 し

まれ、飯 山市の埋蔵文化財 に対す る関心 と愛着の念が一層深め られ るよう祈 念

いた します。

最後にな りましたが、 この緊急発掘調査に協 力 して くださった関東農政局飯

山開拓建設事業所及び地元関係者 など多 くの市民の方々の御厚意 に対 し心か ら

御礼 申し上げるとともに、調査 にあた り御指導 をいただいた文化庁 、景野県文

化課 をはじめ関係各位に厚 く御礼 申し上げます。
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4発 掘調査 は調査員常盤井 ・田村お よび調査補助員小 川が 中心 となって行 った。

執筆 は、分担 して行 い、高橋 団長が統括 した。文責 は、 目次 に明記 した。

5新 堤遺跡 のテフラ分析 につ いては、早津 賢二 ・小 島正 巳両氏 に依頼 し、執筆 いただいた。

6発 掘調査 か ら本書 の作成 に至 るまで、下記の諸 氏 ・諸機 関か らご指導 ・御協 力 を得 た。記 して感 謝 申

し上 げる。(順不 同 ・敬称略)

平川南(国 立歴 史民俗博物館)・ 百瀬長秀(県 文化課)・ 児玉卓文(県 文化課)・ 中島庄一(多 摩 市

教育委員会)・ 中島英子(多 摩 市)・ 広瀬 昭弘(県 埋蔵文化財 センター)・ 黒岩隆(県 埋蔵文化財 セ ン

ター)・ パ リノ ・サーヴ ェイ(株)・ 下境地区用水 委員会 ・農地開発下境 支部 ・同上境支 部 ・温 井区 ・

下境区 ・上境 区 ・温井老 人クラブ ・関東農政局飯 山開拓事業所 ・長 野市立博物館

凡 例

1挿 図中に示す方位 はすべ て真北 をさす。

2遺 物実測図は、旧石器 は%、 縄文土器は%、 土師 器 ・須恵器等%、 石器 ・鉄製品%を 原則 として掲載

している。

3平 安時代 の土器について、内面に網点ののスクリーン トーンの あるものは黒色土器 であるこ とを示す。

断面に網点 のあるものは灰粕 陶器 であるこ とを示 し、体部内外面の網点は灰粕 の部分 を示す。断面 を黒

く塗 り潰 してある ものは須恵器であ るこ とを示す。
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第1章 調 査 経 過

1調 査 に至 る経過

本地域は 、長野県の:最北部に位置 し、千 曲川左岸の 山地段 丘で、 標高420m～860mを 計 る。 地 区面 積

604haの 地区であ る(図1関 東農政局資料)。

国営飯 山地区農地開発事業施行 につ いては、昭和54年 か ら調査 が始 ま り、昭和57年 度か ら設計段 階に入

った。 この地域 は、基盤整備 の遅 れ もあって小型機械 に よる生産性 の低 い農業 経営が営 まれ てお り、農業

従事者の兼業化 も進 んでい る。そのため、 山林原野 を農地 開発す るこ とによ り経営規模 の拡大 、大型機化

作業体系の確立に よ り、生産性 の高 い野菜 導入 をはか り、中核農家 の育成に寄与 し、地域農業 の振興 を図

るこ とを 目的 として開発計画がなされ た。

昭和57年2月 、市 の農地 開発室 よ り小野沢市長名 で教育委員会 あて 『国営飯 山地区農地 開発事業施行 に

伴 う埋 蔵文化財 の取 り扱 いにつ いて』の協議書 が提 出され た。 それに よれば開発事業 は、58年 度 か ら10力

年 の予定で進 められる計画であるが、

埋蔵文化財の該当箇所 を何年度に工

事着手するかは現在のところ不明と

のことであった。これに対 して市教

育委員会では、3月6日 付で、周知

の埋蔵文化財が存在する箇所 もある

ので、接近地区については具体的計

画樹立後調査 を必要 とする場合があ

ること。調査の取り扱いについては、

計画が具体的に実施計画 として作成

された段階で、改めて市教育委貝会

経由で、県教育委員会 と協議 された

い旨の回答 を行った。

59年11月12日 、関東農政局飯山開

拓建設事業所長名で 『国営飯山開拓

建設事業区域の埋蔵文化財について』

の照会があった。今年度 ・来年度施

行予定地域については飯山市分布報

告書においては該当がないが、今後

の予定地域において存在するかどう

か とい うことで、工事着工予定順表

が添付されていた。このことについ

て市教育委員会は、11月15日 付で、

今年度 ・来年度施行区域には存在 し

ないので差 し支えない。その他の区

域については、昭和60年 度中に分布 ユ図 [国営飯山農地開発事業計画平面図

一3一



図を示すので、その段 階で再度協議 をお願 い したい と回答 した。

この地域の埋 蔵文化財 の状況 につ いては昭和十年代 よ り地 元の北条幸作 氏 をは じめ江 口善次氏 ・藤森栄

一氏 などに よって明 らかに されて きてはいたが 、い くつかの明確 な遺跡 を除いて判 然 としていないのが実

情であった。 そのため、市教育委員会 は昭和60年 度 当初 よ り分布調査 を実施 して、関東農政局 に回答す る

ことになった。

60年11月7日 、施行 区域 内におけ る埋蔵文化財 の位地図 を関東農政局飯 山開拓事業所長 あて提 出 した。

調査 の結果 、施行区域 にかか る埋蔵文化財 包蔵地が10か 所存在 す るが、工事予定順か らす る と昭和64年 度

か ら対象 となる と判明 した。 したが って、具体 的協議 は当該事業 前年 度の9月 頃県文化課 の指導 を得 て行

いたい ことで双方が 了解 した。

平成元年9月7日 、市文化財保 護審議 委員高橋桂 氏、県文化課小林 ・児玉両指導主事、関東農政局相馬

係長、市教育委員会清水次長補佐 ・今 清水主査 および望 月で現地協議 を行 う。その結果、工法 については

盛土 ・切 土の箇所が あるが 、精緻 な設計図が作 成で きていないので、具体的 に地下に影響す る部分 が特定

で きないため、全面 を対象 としてほ しい との農政局側 の依頼があ っπ。図面上 では4遺 跡(ト トノ池南 ・

藤屋 の堤 ・カササギ野 池 ・休場)が 来年度の対 象 となった。 この うち藤屋の堤 は現地調査の結果、範囲外

の山地 であるこ とか ら調査 は行 わないこ ととした。 また、休 場 ・カササ ギ野池につ いて も主要部分 は除外

されるので確認調査程度 とした。 また、調査期 間は来年度6～9月 の4か 月間 を予定す るこ ととした。

その後 、着工予定の変 更等で、休場 ・カササ ギ野池の所在す る工区は次年度 に送 られ るこ ととな り、新

たに新堤遺跡が所在す る工 区が予定 され るこ ととなった。

11月4日 、県教育委員会教育長 よ り、 『国営農地 開発事業 に伴 う トトノ池南 ほか遺跡の保護につ いて』

の通知 があった。 なお、開発事業 が9%の 農家負担で進め られ るこ とか ら、発掘経費 につ いて も総経 費の

9%を 国庫補助事業 として実施 すべ く申請 した。

平成2年4～5月 、関東農政局飯 山開拓事業所 よ り発掘調査 の委託依 頼があ り、6月1日 付 で締結 した。

また、調査会 の設立 、法第98条 の通知等 の事務手続 きを行 い、6月11日 よ り発掘調査 を実施 す るこ ととな

った。

2調 査 と整理

A発 掘調査

今 回発掘対象 となった遺跡 は、新堤遺跡 ・トトノ池南遺跡 である。発掘総 面積 は約5,600m2、 調査期 間

を新堤が1か 月 トトノ池南が2か 月 とみて、6月 か ら8月 の約3か 月間 を予定 した。 そして市内最古 の旧

石器群 の出土等予想外の成果 をもってお よそ予定 どお りに発掘調査 を終了 した。以下発掘調査 の概要 を示

す。

新堤遺跡

所 在 地 飯 山市大字一 山字 中堤3574-5ほ か

調査期 日1990(平 成2)年6月11日 ～同年7月17日

調査 面積2,000m2

調査 結果 旧石・器時代:石 器群2群

縄文時代:早 期 および前 ・後期 の土器 ・石器 ・土砿 ・斜め ピッ ト群 ほか

平安時代:掘 立柱建物4棟 ・棚1・ 土拡 ・土器 ・石製品ほか
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トトノ池 南遺跡

所 在 地 飯山市大字一 山字雪坪3138-5ほ か

調査期 日1991(平 成2)年7月12日 ～同年9月10日

調査面積3,600m2

調査結果 旧石器 時代:石 器群5群

縄文 時代:お とし穴 ・溝状土拡 ・斜 め ピッ ト ・ほか早期 および前 ・中期 の土器 ・石器

平安 時代:井 戸2基 ・ほか土器 ・陶器 ・木製 品 ・鉄製 品 ・石 製品

B整 理 作 業 と報 告 書 の 作 成

整理作業 は11月1日 よ り、旧第三 中学校 寄宿舎 で行 った。整理手順は遺物 洗浄 ・図面整理 ・遺物ネー ミ

ング ・接合 ・実測 ・トレー ス ・写真撮影であ るが、洗浄 ・ネー ミング ・接合 につ いては主 として作業 員の

方々 におねがい した。残 念なが ら旧石器 ・トトノ池南遺跡 の平安 時代 の土器 の接合 、縄文時代 の石 器の整

理 などは整理期 間が 限 られているため充分 には行 えなか った。

本書の作 成につ いては、旧石器 を望 月が、その他の時代の遺物の接合 ・復 元は主 として田村 があた り、

多 くの作業 員が参加 した。実測 ・拓本 ・トレー スにつ いては主 として桃井が あた り、遺構 図の作成 は主 と

して常盤井 ・小 川が分担 した。写真i撮影は田村が担当 した。

本書の編集は高橋 団長指導 の もと調査員全員が行 った。執筆分 担につ いては 目次に掲 げた。

C調 査 日誌 抄

1990(平 成2)年 新堤遺 跡 ・卜トノ池南遺跡

5月23日(水)新 堤 ・トトノ池南遺跡発掘調査 の 日程 ・地点確認等 について調査団打 ち合 わせ 。新堤

遺跡の発掘 開始予定 を6月5日 とす るが、種々の事情 で後 に変更。

5月25日(金)～6月4日(日)発 掘 器材の点検 、作業員 の募集等の発掘準備 を行 う。

5月30日(水)関 東農 政局岡 山農地開発担当者 と発掘打合せ ・現地協議 を行 う。開発範囲 に多少 の異

同があ るこ とを確認。新堤 の樹木伐採 を6月5日 までに農政局で行 い、調査開始 を6月11日 とす るこ とと

す る。

6月4日(月)新 堤に コンテナハ ウス設置。

6月5日(火)器 材搬 入。

6月6日(水)新 堤下境 区水源 につ いて下境用水委員長 ・農地 開発支部長他 と現地協議 。水 源周囲20

mの 範 囲は立入 らない ことを確認 しその範囲に境界杭 を打つ。

6月7日(木)重 機 に よる表土除去 を行 う(～8日)。

6月8日(金)調 査 区の地 区割杭 打 ち。

6月11日(月)新 堤遺跡発掘調査開始 式を現地で行 う。 引 き続 き便所設置 ・テナ ン ト設営 ・ジ ョレン

がけ精査等 の作業 を開始。 トレンチ内 を便宜的に1～IV区 に呼び分け ることとす る。

6月12日(火)1区 ジ ョレンがけ続行。D-8区 で石匙 出土。地元向けの発掘だよ り『か わら版 岡山』

を発行。発掘関係者 、見学者 に配布。

6月13日(水)～6月15日(金)1区 ジョレンが け精査 、遺構掘 り下 げ、遺物取 り上げ等続行 。下境

区水道委貝長見学(14日)。

6月18日(月)重 機に よる トレンチ拡張 を行 う。新堤池東部湖岸 の土器採集地点近 くにトレンチ設定、

A地 点 とす る。
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6月19日(火)1区 ジ ョレンがけ精査続行。

6月20日(水)21日(木)雨 のため現地作業 中止。

6月22日(金)1区C-10区 で黒曜石 製挟 入石器 出土。関東農政局2名 見学。

6月25日(月)1～III区 精査 ・遺構掘 り下げ続行。午後雨 のため現地 コンテナハ ウスで土器洗 浄作業

を行 う。

6月26日(火)雨 の ため現地作業 中止。

6月27日(水)～28日(木)1～III区 ジ ョレンがけ精査 ・遺構掘 り下 げほぼ完 了。掘立柱建物4棟 を

確認。斜めに掘 り込 まれ た柱穴が 多い。関東農政局次長他2名 見学。

6月29日(金)1区 全体写真撮影。IV区 ジ ョレンがけ精査 開始。

7月2日(月)1～III区 平板測量開始。A地 点の調査 、遺構 ・遺物 ともな し。 トトノ池南遺跡発掘 範

囲の確認の ため関東農政局 と現地協議 。 『かわ ら版 岡山』NQ2発 行

7月3日(火)雨 のため現地作業 中止。

7月4日(水)IV区 ジ ョレンがけ精査。午後雨のため現地作業 中止。

7月5日(木)A地 点の調査

半分割 ・四分割等 を行 う。III区完

掘全体 写真撮影 。千 曲川対岸の ス

ーパー林 道 よ り遺跡遠景写真撮影。

トトノ池南遺跡の発掘 につ いて地

主 ・農政局 と現地協議 。作物 のあ

る畑 につ いては一部調査を遅 らせ、

7月10日 よ り前記畑 をさけて調査

を開始 し、7月16日 以降に前記畑

に入るこ ととす る。

7月9日(月)IV区 完掘全体

写真撮影。II・III区平板測量続行。

7月10日(火)新 堤IV区 土層 発掘風景一 ピット掘 り

観察のため黄色粘土層 を断 ち割っ

た ところ黄色粘土層 中よ り旧石器出土。今後 の対応 を急拠調査員で協議 し、IV区 トレンチ を拡張 し調査す

るこ ととす る。 トトノ池南遺跡重機 に よる表土除去 を開始。 これ よ り両遺跡の調査 を併行 して行 う。新堤

か ら トトノ池南ヘ コンテナハ ウス移動 。

7月11日(水)新 堤A地 点写真撮影 ・平板測量。同1>'区平板測量完了。 トトノ池南重機 による表土除

去完 了、引 き続 き午後新堤W区 の拡張 を行 う。調査期 限が あるため黄色粘 土層の一部まで重機で除去する。

7月12日(木)新 堤IV区 旧石器の調査 を開始、続々 と石器が 出土 し始め る。新堤か ら トトノ池南遺跡

へ発掘器材の一部 を移動。P3:30～ 新 堤遺跡現地見学会。P4:30～ 現地 にて トトノ池南遺跡発掘調査開始

式。P5～ 温井下村公会堂 にて反省会。

7月13日(金)新 堤IV区 旧石器の調査 続行 、安 山岩製のブレイク ・母岩100点 ほ ど確認。石器群 は2

群 あ るもよ う。

7月16日(月)早 津 賢二 ・小 島正 巳両氏による新堤のテフラ分析の現地 調査 を行 う。IV区 旧石器第1

ブロ ック写真撮影。第2ブ ロ ック掘 り下げ続行。

7月17日(火)新 堤IV区 旧石器第1ブ ロック平板測量、第2ブ ロック掘 り下 げ ・写真撮影 ・平板 測量
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を終了 し、石 器 を取 り上 げ、新堤遺跡 の現地調査 を終了す る。新堤か ら トトノ池南ヘ テ ン ト ・発掘器材 を

移動。

7月18日(水)ト トノ池南遺跡 ジ ョレンがけ精査南部 より開始。地 区割杭 打 ち開始 。

7月19日(木)～20日(金)南 部 ジ ョレンがけ精査続行。土器 ・石器の 出土量は少ない 。 『かわ ら版

岡山』No.3発 行 。

7月23日(月)南 部 遺;構掘 り下 げ開始。

7月24日(火)北 部重機 による表土除去開始(～25日)。 中央部 に東西に走 る黒色土層 あ り。

7月25日(水)南 部遺構完掘。

溝状土坊:・斜め ピッ トな ど。全体

写真撮影。

7月26日(木)～27日(金)

調査地南部平板図作成。調査地北

部地 区割杭 打 ち。同 ジ ョレンがけ

精査開始。 中央黒色土中か ら平安

時代 の土器 片が出土 し始め る。関

東農政局4名 見学(27日)。

7月30日(月)～31日(火)

北部 黒色土層 ジ ョレンがけ続行 。

平安遺物分布状態の写真撮影。遺

物分布範 囲 を図化 し遺物 とり上げ。

新 堤 遺 跡IV区 の 調 査関東農政局3名 見学(30日)
。木島

平村教委吉原 ・伊藤氏見学(31日)。

8月1日(水)～3日(金)北 部黄色粘 土層 ジ ョレンがけ精査 。縄文時代 と思われる土鉱(お とし穴

か)、 平安 時代 と思われ る溝、 柱穴等が検出 されるが 、 遺物は少ない。1-11地 区 を中心に黄色粘土層 中

か ら旧石器が 出土 し始め る。 『か わ ら版 岡山』No.4発 行。

8月6日(月)～9日(木)北 部遺構平板 測量 図作成。中央黒色土層掘 り下げ。西部 旧石 器群 掘 り下

げ。市教委教育長 ・係長 ・上境 区長見学(8日)。9日P4～ トトノ池南遺跡 中間反省会 を上境 多目的集落

セ ンター にて行 う。

8月10日(金)台 風の雨のため発掘作業中止。石器群 の西側 と黒色土層側 を ミニバ ックで拡 張。

8月11日(土)盆 休 みに向けて発掘器材を コンテナハ ウスに収納 し、石器群 ・土器群 にビニールシー

トをかけ る。

8月12日(日)～19日(日)盆 休み。 「飯 山地方最古 の石器群」新聞発表(12日)。

8月20日(月)～24日(金)西 部 旧石 器群 の調査 と黒色土層 の掘 り下げ とを併行 して行 ない、適宜写

真撮影 ・実測等 を行 う。石器群 はH・1-11・12地 区の1群 の他 にJ-9・10地 区 でも出土 し始め る(2

ブ ロック)。黒色土層か らは引 き続 き平安 時代 の遺物が出土す る。墨書土器 「天□作隅 □」出土(23日)。

『かわ ら版 岡山』No .5発 行(24日)。 県考古学会森嶋 ・森山両 氏視察(24日)。

8月27日(月)旧 石 器群 の調査続行。黒色土層東部Q-14地 区で簡易井 戸 を検出。井土埋 土 には植 物

遺体(根 か)が 多量に混入 してお り、中央に丸太 くり抜 き材 を井戸側 としている模様 である(SE1)。

8月28日(火)～30日(木)旧 石器群新 たに2群 を検 出(第3・ 第4ブ ロ ック)。黒色土層 掘 り下げ続

行 。遺物 の出土は少 な くな る。SE1掘 り下 げ続行。湧水が激 しいので水 中ポンプで排水 しなが らの作業
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であった。木札 ・漆器片等出土。県文 化課視 察(30日)。

8月31日(金)旧 石 器群 の調査 ・黒色土 ・SE1掘 り下 げ続行。P-13区 で新 たに素掘 りの井戸検出、

完掘(SE2)。 出土遺物はな し。 『かわ ら版岡山』No.6発 行。

9月3日(月)旧 石 器群 の調査 ・黒色土層の掘 り下 げ続行。黒色土層 中か らほ とん ど遺物 が出な くな

ったため本 日で終 了。SE1写 真撮影 、実測、枠木 の取 り上 げ。

9月4日(火)旧 石 器時代 の地 形 をみ るために中央黒色土層の西半分 を重機に よ り黒色土下面 まで除

去。東か ら西へ傾斜す る深 さ1～1.5mの 谷状地 となる。黒色土 を重機で概ね除去 した後 ジ ョレンがけ精

査 を行 った ところK・L-12・13区 で縄文早期 押型文土器が石 器片 とともに ま とまって出土。

9月5日(水)K～M-11～13縄 文早期 土器集 中地写真撮影。SE1井 戸側状 態が悪 いの で鉄 筋 ・石

膏 ・発泡性接着剤 を用 いて 固定 して取 り上 げ る。P5～ 埋文セ ンターにて調査 終了の段取 りにつ いて調査

員会議 。

9月6日(木)縄 文早期土器集中地 点平板 測量 図作成、遺物取 り上 げ。旧石器群新 たに第5ブ ロック

を検出。SE1断 ち割 り。市職 員3名 見学 。

9月7日(金)雨 のため現地作業 中止。p4～ 上境 多目的集落 セ ンター にて発掘終了式 を行 う。

9月10日(月)旧 石器群 第5ブ ロック取 り上 げ。谷状地 全景写真撮影 、平板測量 を行 う。黒色土層東

部の断 ち割 り調査。最下層 よ り自然木出土。以上 の作業に併行 して発掘器材 の撒収 を行 いすべ ての現地作

業 を終了す る。 『か わ ら版 岡山』Nσ7発 行 。

トトノ池南遺跡 井戸の水吸みバケツ リレー
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発 掘 だ よ り 『か わ ら 版 岡 山 』

調 査 参 加 者
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第2章 遺跡群の位置 と環境

1遺 跡群の地理的位置と自然環境

遺跡は、長野県飯 山市大字一 山(い ちや ま)に 所在す る 。 「千曲川板橋長 しふ りさけて越後境の 山見 ゆる

かな」。 アララギ派 の歌人土 田耕平が飯 山城 跡 よ り東頸城(ひ が しくび き)山 脈 を眺めて詠んだ歌で ある。

飯 山市北部 の 自然景観が実 に巧み に表現 されてい る。飯 山市街か ら北方 を見 る と東側 よ り三国(み くに)山

脈の峰々がせ まり、西側 には東頸城 山脈が美 しい曲線 を描 きなが ら新潟県方面へ と連なってい る。飯 山市

北部地域 は この両山脈 に挾 まれた細長 い峡谷の問に展 開 している。飯 山盆地 を貫流 した千曲川は、右岸 で

は飯 山市北原(き たは ら)、 左岸 では同戸狩(と が り)地域 にいたるや急激 に両岸がせ ばま り、細長い峡谷 の

間 を迂余曲流 し左岸 に小平地 を形 成 しつつ 、新潟方面へ と流れ去 って いる。 そして、左岸の小平地 には集

落が立地 してい る。

さて、関 田(せ きだ)山 脈 は北信五岳 の一つ斑尾(ま だ らお)山(1382m)を 最高峰 として長野県 と新 潟県

の県境 を画す る1000m内 外の低 山脈である。今 回、調査 した温井(ぬ くい)地 域は、関田山脈の第2の 高峰

岡 山地 区 冬期 の 雪 積1991.1.30温 井 に て 雪 積2.6m

鍋倉(な べ くら)山(1288m)の 東

麓 に展開す る台地上 に存在 す る。

鍋倉 山は、 トロイデ形の火山であ

り温井の台地 は鍋 倉山の溶岩 流に

よる溶岩台地 である。この溶岩 台

地は五つか らな り立ち、遺跡 の所

在す る場所は最下位 の台地 であり、

「鍋倉第五 溶岩台地」 と呼称 され

て いる。第五溶岩台地 の東端 は急

峻 な傾 斜で千 曲川に接す る。温井

台地は関田山脈 よ り流下す る幾つ

かの小河川によって切断 され なが

ら もは るか北西方面にのび 、広大

な台地 を形成 している。 そ して、

この広大な台地上 には温井 ・羽広

山(は びろや ま)・土倉(つ ち くら)・

柄 山(か らや ま)の 小集落が点在 し

ている。これ ら集落 の存在す る台

地は、千曲川が形成 した低地の小

平地に対 して岡山上段地域 とよば

れてい る。今 回調査 した新堤遺跡

は、最下位 台地の東端に位置 して

いる。 トトノ池南遺跡は、南端に

ほ ど近 い中央部に位置 しているが、

鍋倉山に源 を発 し千曲川に流入す
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図2遺 跡 の 位 置 ・1:新 堤 2ト トノ池 南
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る運上(う ん じょう)川 ・今井(い まい)川 によって台地は浸 食されあたか も丘陵状 を呈す る西側斜面 の中

腹 に位置す る。微地形 を観察す る と溶岩流 の末端面におけ る特徴 としての微 高地 とそれに伴 う凹地が随所

に認め られ変化 に富んだ地形 をつ くり出 している。 そして凹所 には必ず とい って よいほ ど湧水が認め られ

る。新堤 ・トトノ池南両遺跡 はいず れ もこの凹地部分に位 置 してい る。特 に新堤 遺跡 の付近 は湧水が豊富

であって築堤工事 が行 われ下位集落 の飲料水 、農業用水 として利用 され ている。

温井集落 と羽広山集落 との間には出(い で)川 が深 い渓谷 をつ くって千 曲川に流下 している。通称川倉(か

わくら)谷 といい温井 と羽広 山両 集落の大 きな交通障害 となってい た。近年 この川倉谷に架橋 されて従来 の

交通障害 は解消 された。

遺跡地 の存在す る第5溶 岩 台地 をほぼ東西に よぎって市川谷(い ちか わだに)道 が通っている。 この市 川

谷道は 中世以来 、飯 山市太田(お おた)か ら同桑名川(く わなが わ)に いたるこの地方の主要幹線 であった。

明治24年 に県道 谷街道(現117号 線)が 開通す るに及んで廃れ て しま うので ある。 この市川谷道か ら分れ

関田峠(大 明神 峠)を 越 えて新潟県頸城郡板倉(い た くら)町 に通ず る道路が通 ってい る。この道路 は上杉

謙信が開 いたもの といわれ 、信越交通 の最重要道路であった。温井以北 の飯 山市 岡山地 区には、 関 田(せ

きだ)、 筒方(ど うかた)、 梨子平(な しだい ら)、 牧(ま き)、 宇津 の俣(う つ のまた)、 伏野(ぶ す の)、 須 川

(す かわ)等 の峠道があ り、中世以 降明治時代 にいたるまで新潟県 との経済 ・社会 ・文化交流 に大 きな役割

を果 したのである。

飯 山地方は、全国で屈指 の 多雪地 帯 として知 られてい る。特 に鍋倉 山東麓 に位置す る岡山上段地域 の雪

積量は私達 の想像 をは るかに越 えてい る。 この ような悪環境 をもの ともせず に開拓の鍬 を振 りつづけ て水

田 ・畑地 を切 り開 き集落 を形成 した人々の苦労 に思 いを馳せ るときただ頭が下が るのみであ る。

鍋倉 山麓は全国で も数少 ないブナの原生林地 として知 られてい る。往 時は台地全体 にブナ林が轡 蒼 とし

て繁茂 していた ものであろ う。 そ して 、その下に棲 息す る動物 も豊か であったであろ う。 トトノ池南遺跡

で もブナ の 自然木が出土 してお り、ブナ と人間生活の深 いかかわ り合 い を証 明 している。

2遺 跡 群 の 歴 史 的 環 境

.温井地 区の先史時代 遺跡 を最初 に学 界に紹介 したのは、藤森栄一氏であった。す なわち、今 回調査 した

新堤遺跡に近接す る鳴沢頭(な るさわが しら)遺 跡出土の土器及び石鋸 の報文 であ る。 それは昭和9年 のこ

とであった。 これ を契機 として温井地 区に先史時代の遺跡が存在す ることが知 られるにいた るのである・

この項では、今 回調査 した新 堤 ・トトノ池南両遺跡 を中心 とした飯 山市北半一市川谷の歴 史的環境 につ

いて触れてゆ きたい と思 う。

先土器時代の遺跡ではオ リハ ンザが あげ られる。 この遺跡 は、藤森栄一氏が鳴沢頭 の報文 をなされた頃・

信 濃史学 界の指 導者 であった栗岩英治氏の影響 で考古学に興味 をもたれた地元の北条幸作氏が丹念 に採集

された遺物 の中にポイン ト、マ イグ ロリスが存在 したことが契機 である。 ポイン ト ・マ イクロ リスに注 目

したのが麻生優 ・樋 口昇一一両氏 であった。昭和30年(1955)の こ とである。現在 この遺跡は圃場 整備事業 で

完全に消滅 して しまってい る。このこ とにつ いては 、 「長者清水 ・水 の沢遺跡」 の報告者(飯 山市埋蔵文

化財調査報告 第11集)で 詳細 に触 れている。

温井台地上 には、この他 中塚 谷地(な かつかや ち)、 中外(ち ゅうがい)、 西外峰(に しとみね)遺 跡等 の遺

跡が知 られている。今回調査 した トトノ池南 ・新堤両遺跡の ようにこれ等 の遺跡 も全 くの処女地 であって

豊富 に遺物が眠っている可能性 が高い。いずれに して も温井の台地 は先土器時代 の宝庫 であって、今後 の

調査次第 ではどの ような遺物が出土す るか見 当がつかない。先土器時代 人に とって温井台地が魅力 ある場

所であった証左 といえよ う。同時に この台地が何故、これほ どまで先土器時代人 を魅 了したのであろうか、
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図3周 辺 の 遺 跡1:25,000

1田 茂 木平(縄 ・弥?)2温 井城3オ リハ ンザ(先 ・縄)4水 の沢(先 ・`縄)5長 者 清水(平 ・中)

6藤 屋 の堤(縄)7雨 池(縄)8カ ササ ギ野 池9休 場(縄)10カ ツボ池上(平)11鳴 沢頭(縄 ・平)

12新 堤(先 ・縄 ・平)13大 原14カ ツ ボ池(縄 ・平)15下 境(平)16中 塚 谷地(先 ・平)17上 塚(先)"

18温 井(仮 称 、先)19ト トノ池(先 ・平)20卜 トノ池 南(先 ・縄 ・平)21西 外 峰(先 ・縄)22中 外(先 ・縄)

23上 境 城24雨 池 グラン ド(先)25平 林A(縄)26平 林B(平)27虫 生B(先)
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今後の重要課題 といえよう。

縄文時代早期 の遺跡 としては鳴沢頭 と向原(む こうはら)があげられる。いずれも押型文土器が出土 して

いる。そして、今回調査 した両遺跡でも押型文土器が検出された。対岸の下高井(し もたかい)郡 野沢温泉

(のざわおんせん)村 虫生(む しう)遺跡でも出土している。飯山地方では、早期の遺跡は押型文土器 と条痕

文系の土器が主体である。出土す る土器の量 も多くない。先土器時代の遺物が豊富であるの とは対照的で

ある。

縄文前期に遺跡では先記した鳴沢頭 ・向原の両遺跡がある。いずれも縄文前期後半の土器が出土 してい

る。縄文前期 も早期 と同様に遺物の出土量はそれほど多くない。いうならば小規模な遺跡 といえよう。千

曲川流域低地の遺跡が大規模 なの とは比較 して興味ある現象である。

縄文中期の遺跡 としては、千曲川右岸の台地上に位置する下高井郡野沢温泉村平林(ひ らばや し)A遺 跡

がまずあげられる。この遺跡は立正大学教授坂詰秀一氏によって調査された。縄文中期後半の土器 ・土偶

・石皿等豊富な遺物 を出土する遺跡 として知 られている。

温井を中心 とする台地上には、田茂木平(た もぎだいら)・藤屋の堤(ふ じやのつつみ)を は じめ として縄

文時代の遺跡と推定される遺跡が幾個所か存在する。しか しなが ら、これ等の遺跡は、北条幸作氏の調査

にかかわるものが大部分であって、氏が故人となられ、採集された遺物 も所在不明のものが多く明確な時

代判定は現在の所困難である。今後の調査に期待する以外ない。

弥生時代の明確な遺跡は、現在の ところ上境以外はない。田茂木平遺跡で弥生土器が出土しているとの

ことであるが、これも故北条幸作氏採集になるものであって、全 く不明である。むしろ温井台地には、弥

生文化が浸透 しなかったと考えてよいのではなかろうか。一歩ゆずって仮に弥生文化が存在した として も

微々たるものと考えてよいであろう。

古墳時代、奈良時代の遺跡は今の所確認されていない。ただ地元の古老によれば、温井台地山林 中に古

墳 と思われるものが存在す るとのことである。千曲川左岸の古墳最北端は桑名川であることを考 えると温

井に存在する可能性 もある。今後の調査にまちたい。

先土器時代に華々しい人間生活の舞台となった温井台地が再び脚光 を浴びるのは平安時代以降である・

平安時代中期になると温井台地の各所に生活の痕跡が認められるようになる。そして、中世 には越後 との

交流が活発化 して越後 と北信濃とを結ぶ重要な拠点となった。温井城 ・上境城がその証拠であろうし、更

に長者清水遺跡出土の珠洲系陶器がそれを物語っている。峠一 それは人間社会における文化 ・経済 ・社会

・政治交流のモニュメン トである。関田山脈中の温井台地に関係する関田峠 ・筒方峠 ・梨子平峠は、かつ

ての繁栄を忘れたかのように静かに眠 りつつ も、私達に過 ぎ去 りし歴史の数々を語 りかけている。
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第2編 新堤遺跡の調査





第1章 遺跡の概要

1遺 跡の概要

新堤遺跡は岡山地区温井か ら同下境へ下る道の途中にある下境新堤池の東～南岸に展開する遺跡である。(
注1)

古 くより温井の北条幸作氏によって縄文時代早期 ・前期の遺物が採集されている。1983(昭 和58)年 の分布

調査でも縄文時代前期末葉の土・器 ・石器片 ・須恵器片が新堤池の東南岸水際か ら採集されている(図1)。

今 回発掘 したのは古 くよ り遺物が採集 されてい る新堤東岸 に近

接す るA地 点 と、新堤南岸 か ら約7～8m程 の比高 をもった台地

上 のB地 点であ る(図3)。

東 の小丘か ら新堤へ の傾斜変換点 にあた るA地 点では遺物 ・遺

構 ともに検 出されなかった。遺跡 の中心は よ り新堤寄 りになるの

だろ う。南岸台地上 のB地 点では、旧石器 、縄文 ・平安の各時代

の遺 構 ・遺物が検 出 されている。

新堤遺跡の立地す る段 丘面は温井集落のあ る面か ら2段 下が っ

た面 にあたる。 ここは小 丘や小谷が入 りくみ複雑 な地形 を呈 して

い る。遺跡周辺の地 形 をみれば遺跡 は北に開 く小 谷の奥部 にあた

り、小 谷を堰 き止めて新堤 溜池が作 られてい るので、 もとはA・

B両 地 点 ともに小谷の両岸 のやや広 い台地上 にあたるのだ ろう。

小谷はA・B両 地点の間 を通 り、西へ屈曲 してB地 点の南背後の

小丘陵の裏へ入 りこむ。 またここは現在で も下境地 区の飲料用水

として利用 されて いる水 源があるように、水 は潤沢 な地であ る。

水源地 と新堤 の間の湿地 は水 田 として利用 されていた。 図1 新 堤 遺 跡 既 出遺 物

(旧カツボ池1983年 採集品)1:2

注1『 岡山村 史』飯 山市 公民 館 岡山支館1960

2調 査 方 法

(1)調 査地点(図3)

調査対象地は新堤南東の農地開発予定地で、当初は新堤に東か ら舌状につ

き出た小台地(A地 点北東荒地)も 発掘する予定であったが後に農地開発予

定地が東方小丘までと変更になったので、舌状小台地に近接する所を試掘す

ることとし、遺物 ・遺構があれば開発予定地内境界まで拡げることとしたが

遺構 ・遺物 ともに出土していない(図5)。

B地 点は新堤南岸の小台地で遺跡立地条件が良好 と考えられる所なのでこ

こも発掘することとした。まず時間的な関係で重機による試掘 を行い、遺構

・遺物が検出された地点を中心に調査地 を拡張 した。

なお旧石器群が検出されたB地 点西部のIV区 については発掘終了予定間際

の地山断ち割 り調査時に旧石器が出土したことや、黒色土の堆積が厚いこと

等もあって残念ながら充分な調査をしていない。 図2B地 点1～IV'区
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図3調 査 地 周辺 の 地 形1:1500
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図4地 区割 設 定 図
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図5A地 点実測図 1:80

図61V区 土 層 図1:40
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(2)調 査区の設定(図2・4)

調査区内の地 区割 りにつ いては、関東農政局作 成の工事用20m方 眼に合 わせて行 った。B地 点に基36ラ

インの ポイン トが走ってお り、そこ を基準に5m方 眼 を設定 し、東西 に西か ら1・2・3… ・・…・、南北に

南か らA・B・C… ・・…・と呼称す るこ ととした。なお工事用方 眼はN21.23'08"Eで あ る。

またB地 点の調査 にあたって トレンチを便宜 的に1～IV区 に呼びわけた(図2)。 したがって遺物取 り上

げ番号に1区 一1番 と大地 区 を入 れる ものがあった り、A-13-1番 と小地 区のみの表示が あったりする。

レベ ルは工事用ベ ンチマー ク交点1を 基準 とした(L=478.835m)。

(3)調 査方法

調査方法は、時 間の関係 もあ りまず重機に よって表土(耕 作土)を 除去 し、所 によっては黒色土 も一定

程度除去 した後 に、ジ ョレン ・移植 ゴテ等で慎重 に掘 り下 げて遺構 ・遺物 を検 出 していった。遺物の取 り

上 げについては、縄文期 の遺構が 明確 でない こと等か ら1点 ずつ地点 と高さ を測 ってか ら取 り上げた。遺

:構図は基本的に40分 の1平 板図 を作成 し、遺構 に応 じてよ り細か い作図 を行 った。写真 は全体 ・遺物 出土

状態等 を適宜 白黒 とカラー スライ ドで撮影 した。

3層 序(図6)

調査区内の層序 は基本的 に上層か ら暗灰色土(耕 作土ない し表土)、 黒色土、漸移層 、黄色粘質土(地 山)

であるが、地 点によって は暗灰色土直下が黄色粘質土の所 もあ る。 また、黒色土の堆積 の厚 い所 では黒色

土の 中間にやや赤味 をおび た層が入 る所 もある。

地表か ら地 山の黄色粘質土 までの厚 さは谷状部の1～7区 ・17～23区 では1.2～1.8mと 厚 く、他は0.3

～1 .Om程 である。

縄文時代 以降の遺構検 出面は基本的に黒色土層下面で、遺物 は黒色土 中よ り主 に出土 してい るが、 ロー

ムマ ウン ド中か らも縄文土器が出土 している。

旧石 器は黄色粘質土上面か ら約15～25cm下 で出土 している。
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図71V区 遺 構 図
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図8 主要部遺構図
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図9主 要部遺構 図1:200
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第2章 旧石器時代

1遺 物の出土状態

Aブ ロ ックの検 出(図10)

地形 は、大局的には千 曲川の高位段丘面 に位置 し、鍋 倉溶岩等 によって形成 された2～3段 の丘陵面 に

別 れてお り、その中位 に存在 している。丘陵面は起伏 に富み、低地 ・山地等が交互 に展開 して いる。遺跡

の立地す る地域は、北側 が現在築堤 され新堤 と呼称 され る溜 池 となってい る旧湿原で、千 曲川の段丘崖 に

むか って開 口 してい く。東側 はやや平坦 な丘陵面が続 く。南 ・西側 は傾 斜 を増 して段丘崖 とな る裾部 とな

る。

遺跡は この新堤 を北に望 む狭小 な平坦地 に所在す る。旧地形 的には、東北側 にやや小高 い残丘があ るの

で、現在新 堤 となって いる低 湿地 に向かって開 口す るノッチ(谷 頭部)の 部分 に相 当す る。

第IV区 の調査 において、標準 セ クシ ョン図作成のために、調査区外に試掘坑 を設 けた(図6-1)。 その

結果 、地表下140cmの 褐 色テフラ層 内よ りやや まとまって剥片 を検出 した。 これが 旧石 器時代 の石器 であ

ると確 認 し、急遽拡張 し調査す るこ ととなった。試掘坑 はG-3区 に位 置 し、後 の第1ブ ロック内東側部

分にあた る。

なお、1区 において も旧石器 と考 え られ る石・器が出土 し、部分的にテフラ層 内の調査 を行 ったが検 出す

ることがで きなか った。本地 区は押型文土器 などの縄文早期 に比定 される土・器片が 出土 しているため に、

そうした時期 の剥片の可能性 もあ り、本稿では取 りあげなか った。

IV区 の調査 は、機械 力に よって周辺部約200m2の 範 囲にお いて黒色土 を除去 し、テフラ層内 の調査 を行

った。石・器群 は黒色土漸移 層 より15～25cm下 位 を中心 として包含 されてお り、その状態は、黒色土に厚 く

覆われていたこ と、お よびテフラ層が比較的発達 しているこ とに よ り撹乱等 を受けず、一文化 層 として と

らえられ る良好 な出土状 況であった。 ただ し、一部 には後世柱 穴な どが部分的に構築 されてい る箇所 もあ

った。本地 区の層序につ いては、前項 で触れた とお りである(図6)が 、黄褐 色土層(テ フラ層)に つ い

て少 し触 れるこ ととす る。テフラ層 は、黒色土層30～130cm下 位 に存在す る。 厳密 に 自然堆積 層 として細

分離はで きなか ったが、やや軟質 のテフラ(ソ フ ト ・『ローム)層 が約40cm～50cmあ り、 しだいにやや硬質

のテフ ラ(ハ ー ドゲロー ム)層 に変化 する。 また、やや軟質のテフラ層 はやや くす んだ色調か ら明 るい色

調に変化 があ り、上 ・下層 に分離 できた。石器群 は、この うちの下位 の層準内において検出 されている。

早津 ・小 島両氏に よるテフラ分析(付 編参照)に よれば、姶良Tn火 山灰 降下層準が旧石器 出土下限 より10

～15cm下 位 に純層に近 い状態 で検 出された とされる(図1) 。また、褐 色風化 テフラ層の上 限には、浅間草

津軽 石 層(As-YPk、1.0-1.1万 年)の 可能性 がある軽石 型火 山ガラス も検出 されている。

以上 を要約すれば、本遺跡 出土石器群 の出土層位はAT層 よりも10～15cm上 位 にあ り、As-YPkの 可能性

があ る漸移層直下 よ り15～25cm下 位にあ る。

石器 の分布は、大 まか に2か 所 に分布 の集 まりが認め られた。 この集 まりを 『ブ ロック』 と呼称 し、第

1・ 第2ブ ロ ックとして以下 に説明 を加 え るこ ととす る。出土石器の総数 は106点 で、このほか礫 な どが

数点出土 している。出土石器 の集計は次の とお りであ る。
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図10旧 石 器 時代 遺 物 分 布 図(1:100)
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ブ ロ ッ ク ナ イフ形石・器 削 器 使用痕のある剥片 礫石器 石 核 剥片・砕 片 計

1 1 1 4 3 1 55 65

2 1 2 1 0 1 36 41

計 2 3 5 3 2 91 106

表1出 土石器集計表

B第1ブ ロ ッ ク(図11)

G-2・3区 を中心 として、径約5mの 範 囲に集 中 して 出土 してい る。旧地形 的には凹部 とな る地 点で

ある。出土遺物総点数 は65点 、1点 の使用痕 のある頁岩系の剥片 ・チ ャー ト製 同.__.母岩の剥片2点 お よび

礫石器以外すべ て安 山岩製 で構成 され る。本地 区はやや東南方向に傾斜 してお り、石器 出土 も傾斜 面に添

って出土 してお り、垂直分布 では遺構 の存在 は認め られ ない。 レベ ル差 は20cmを 計 るが、層位 的には軟質

テフラ下層の範 囲内にある。礫 は9点 出土 し、その うち4点 は接 合して拳大 に復元 されたが 、肉眼で観察

す る限 り、火割 れ等 の痕跡は認め られない(PL16-4)。 石 器集 中部 のほぼ 中央にあ る礫 は、 人為 的加工

痕や キズは認め られなか ったが、台石 の可能性が高 い(PL16-4イ)。

出土石器 は、二次加工 のあるいわゆ る製 品は、ナ イフ形石器 ・削・器が各1点 、礫石器3点 と少 ないが、

剥片に も縦長 の刃器状剥片が少なか らず存在 している。 また、石核 ・打面再生剥片 も存在 して いるので、

石器製作が行 われた もの と考 えられ る。ナイフ形石 器はブロ ック南端 の破損礫付近 より出土 して いる。削

器お よび礫石器 は、ブ ロック西側の破損礫付近 にま とま りをみせ る。 ブロック内におけ る石器 の 出土位 置

は、製品 ・剥 片 ともに特別有意な関係 は認め られ ないが、破 損礫付近 にま とまる傾 向は指 摘で きる。

C第2ブ ロ ッ ク(図12)

第1ブ 『ロックの北1.5mの 距離において第2ブ ロックが存在す る。H-2区 を中心 として、5×3.5mの

範囲 を有す るまとま りである。ブロ ック内南側にやや離 れて5点 存在す るが、これ は礫 が大半 を占めてお

り同一ブ ロックとして括れない可能性 もある。除外 した場合 、径3.5mの ブロ ック と径80cmの サ ブ ・ブロ

ック とにな るが 、本報告 では一括 し第2ブ ロックとして説 明す るこ ととす る。

本地 区は第1ブ ロック方向お よびやや西側 に傾斜 し、第1ブ ロックよ りやや高位に存在す る。石器 の出

土状態は、中央 にお いて検出 された、扁平 な台石状 の石 を中心 として出土 してお り、このこ とは第1ブ ロ

ック と類似 している。 なお、北側 に出土 した礫 は土層 中に混在 してい る自然礫 と思われる。

出土石器総点数は41点 で、第1ブ ロ ック同様安 山岩製が圧倒 的に 多い。安 山岩以外では黒曜石 小剥片3

点、チ ャー ト製石核1お よび頁岩系 のナイフ形石器1点 である。

D接 合 ・母岩別資料

(1)接 合 ・分類の 目的

出土 した剥片類が接合 し、あるいは同一の石か ら剥離 された と識別す るこ とによって、ブロ ック間の同

時性や 、同一文化層の認定に際 して大 きな効 力 をもってい る。 さらにはその集団が持つ石器製作 技術 を特

定 し、型式 を とらえ ることも可能 であるし、ひいては石 器が最終 的に出土 した過程 を明 らか に し、個 人の

動 きを探 るこ とも可能 であ るか もしれ ない。 もちろんそのためには、埋没過程 におけ る自然的営力 の問題

や凍土現象等の様々な問題が 内包 してい る。 またそれ以前の問題 として、 こうした接 合 ・個体 別資料識別

には多分 に豊富 な経験 と専 門的知識が必要 とされ る。次編における トトノ池南遺跡分析 において も同様で
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図11第1ブ ロ ッ ク遺 物 分 布 図(1:40)
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図12第2ブ ロ ッ ク遺 物 分 布 図(1;50)
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あ るが、期 間が な く、加 えて私た ちの浅 い経験 ではか えって誤認す る可能性が高 いの も事実 であ る。本報

告では比較 的出土量が少 ないため に識別 が比較 的容易 であった本遺跡 出土ブロックで敢 えて実施 してみた。

新 堤遺跡 出土石器 は、2ブ 『ロックに別 れて出土 し、総 点数 は106点 で あった。 この うち剥 片 ・砕 片が93

点あ り、剥片 ・砕片 の占め る比率 は88%で あ る。剥片 ・砕片 の うち、 そのほ とん どすべ てが剥片であった。

砕片は、残土 のウォー ターセパ レー シ ョン等の細部抽 出調査 を実施 しなか った こ ともあ りほ とん ど検 出で

きなかった。また、比較的遺存状況が良好 であ りなが ら、個体 別資料 が少な く同一一母岩資料が 多いのに も

かか わらず接合例 の少 ないのが、 その原因が調査 面積が狭小 なためか、資料 の取 扱いの問題か あるいは遺

跡の実態なのか 、今後の さ らなる剥片資料 の分析 で検討 しなければな らない問題 である。

(2)母 岩(固 体)別 資料の分類 および分布(図13・14)

数量的には少 ないが、接合 資料等 を通 して母岩別 に分類で きる可能性 が生 まれ、さ らに岩石 の色調 ・岩

質か ら9固 体 以上 の母岩 に識別で きた。本来な らば石材別 ・岩質別 に まず分類す るべ きなの であ るが、整

理期 間がないため に個別実測図か ら開始 し、接合作業は今 回の整理か ら外 さざる をえない と考 えていた。

しか し、実 際に進め てい くなかで接合 資料 があるこ とか ら、分類作業 を外せ な くな りあ らためて作業 す る

こ ととした。

出土 した全石器群 の うち安 山岩が6固 体以上 、その他黒曜石 ・チャー ト ・頁岩で4固 体 に分類す ること

が できた。以下に分類 した母岩別 に説明 を加 える。

安 山岩A(図13A・14A)

2点 が同一 固体 と考 え られ る。色調はやや青みがか った灰 色 を呈 し、岩質 は緻 密であるが 、摂理が部分

的に認め られ る。

資料は第1・2ブ ロ ックにまたが って出土 してお り、頻度 は第1ブ ロック出土資料がやや 多い。第1ブ

ロ ックでは、石核(22)・ 打面再 生 と思われる剥片(16)が 出土 してお り他に不 定型 な剥片が 多い。細部

につ いては現在 までに分析 はで きて いないが、傾 向 として第1ブ ロックでは石核 ・打面再生剥 片に代 表 さ

れるよ うに、石器製作過程 に生 じる作業剥 片が 多い。それに対 して第2ブ ロックでは製 品及び折 損 してい

るが 、石刃 と認定すべ き企画的な刃器状剥片が 多 くを占めている。

現在 までの ところ接合関係にあ るのは、石核 と接合 した剥片1点 のみであ る。 ただ し、 この資料 はブ ロ

ック間接合 であ り、ブ ロック間の同時性 を具体的 に証明 している。

安山岩B(図13・B・14B)

安 山岩Aに 比較 して白っぽい風化面 を呈す る母岩である。やや粗密の認め られ る岩質 で、表皮 の観察 で

きる剥片は痘痕状 を呈 して いる。

資科は第1・2ブ ロックにまたが って出土 し、接合 資料 も2点 あ る。比較 的大型の剥 片が 多 く、 自然面

を残す剥片 も多い ことか ら、初期 の石器製作 に伴 う剥 片 と考 えられ る。

安 山岩C(図13C・14C)

第1ブ ロックのみにお いて3点 出土 している。風化面 は焦茶色 を呈 し、やや流理構造 の発達 して いる岩

石 である。使 用痕 を有す る剥片1点 と、他 に大型の接 合す る剥片2点 が出土 して いる。

安 山岩D(図13D・14C)

やや青 みがかった縞状の帯 をもつ岩石 で、流理組織が認め られ る。第1ブ ロックのみに存在 し、3点 で

ある。ナイフ形石器 も本母 岩 としたが、色調等の視覚的類似であ り、やや疑問 も残 る。

安 山岩E(図13E・14C)

同一母岩が他 にない と考 えられ る石器 で、第2ブ ロックで3点 検 出されてい る。製品 もあ り単独 で搬入

され た石 器 と考 え られ る。
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図13母 岩 別 資 料 分 類 図(14)
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図14母 岩 別 資料 分 布 図(1:100)
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非安 山岩(図13非 安 山岩 ・14D)

安 山岩以外 の石材 には、頁岩 ・黒曜石 ・チ ャー トが ある。 頁岩 はナ イフ形石 器、使用痕 を有す る剥 片の

2点 で、外部 で製作 され 、地区 内に持 ち込 まれた製 品である。黒曜石は第2ブ ロックで3点 出土 している

が、小剥 片で具体的 な様相 は不 明で ある。チ ャー トはほぼ拳大 に復元で きた原石 で、3点 が第1・2ブ ロ

ックに別 れて出土 して いる。第1ブ ロックでは剥 片が 、第2ブ ロ ックでは石核 が出土 している。 ただ し、

石器説明の項で も触れ るが 、敲石の可能性 も残 されている。

以上の母岩別 資料 の分布状態か ら、安 山岩A・Bは 当地 区にお いて石 器製作 が行 われ 、多 くが遺棄 され

た。Aは 第1ブ ・ロックで石器製作が行 われ、第2ブ ロ ックへ も石器が供 給 された。Bは 、初期 剥片が第2

ブロックに存在 し、第1ブ ロ ックに認め られ る表皮 の残 った剥片が明確でないが二 次加工の痕 跡 を受け た

剥片が 多い ことか ら、Aと は逆 に第2ブ ロックか ら第1ブ ロ ックに石 器が供 給 された傾 向が伺 える。ただ

し、実態はブロ ック間で もう少 し複雑 な動 きがあった と推察 され る。 この ことは、剥片接合 な どを通 して

分析 してい く必要 がある。C・D・Eは 、個体数が少 いので判然 としないが、C・Dは 搬入 されて石 器製

作が少 し行 われ、作 出された剥片 は遺i棄され、 また搬 出され た固体 資料 と考 え られる。Eは 単 品で当地 区

内へ運び込 まれた ものである。 なお 、安 山岩D母 岩 としたナ イフ形石器 は、単 品の可能性 も残 されてお り、

Eの 単独搬入品に識別 されるか もしれ ない。

(3)接 合資料の分布状態(図15)

母岩別資料で も触 れて きたが 、礫 を含め6固 体が接合 して いる。いずれ も石器製作 を復 元 しうるよ うな

資料 ではないが、ブロ ック間接合が 多い。 ここでは、それ らの接合状 況につ いて触れて行 くこ ととす る。

接合資料A(図15A)

チャー トの接合・資料 で1～3ま で3点 あ る。1・2は 第1ブ 『ロックの至近 距離 で接合 し、約5m離 れ た

第2ブ ロックのやや南側 で石核(敲 石)に 接 合す る。石 器の動 きか らす れば第1→ 第2ブ ロックと移動 し、

破棄 され た と推察 され る。

接合 資料B(図15B)

第1ブ 『ロック中心部 出土 の剥片 と、第2ブ ロック東端出土の剥 片2点 が接合 した資料 である。距離は約

6.5mあ る。 母岩別 資料Bの 接合・例 である。分厚 い剥片の接合 であ るが、打面調整がなされてお り、下端

に も調整痕があ る。

接合 資料C(図15C)

第1ブ ・ロック南側 で出土 した資料 と第2ブ 『ロック東側 で出土 した資料の2点 で、距離は約7.8mあ る。

1枚 の剥片 のほぼ中央 を打面側か ら半切 した もので、 これ らが別 々に製 品 として使用 された とは考 え られ

ない。 第1・2ブ ロ ックに別れ て出土 した ことにつ いて、特 異なあ り方 と思われる。

接合 資料D(図15D)

母岩別 資料Aの 接合例 で、第1ブ 『ロック東端か ら出土 した石核 に、約4mの 距離をおいた第2ブ ロ ック

南端か ら出土 した剥 片が接合 した ものであ る。接合 した部分 以後 、下端お よび上端か ら剥 片剥離作業 を行

っている。

(4)ブ ロックの様相

第1・2ブ ロックの石器 出土状態について触 れて きた。小面積 の調査であったために、ニブ ロックだけ

とは思 われず、新堤遺跡 の旧石器時代 の 占拠エ リアのすべ て を明 らかに した とはいえない。 しか し、検出

されたニ ブロックでは、相互 に接合 関係 を有 した り、同一母岩か らの剥 片 を共有 しているこ とが明 らかに

な り、同一時期 であるこ とは もちろん密接 な関係 を有 していたこ とも事実 である。 その反面、両者の間に

は所有す る器種 に若干 の相違 も認め られている。
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図15接 合 資 料 分 布 図(1:50)

一34一



第1・2ブ ロ ックとも多数 の剥片が出土 してお り、明 らか な調整剥片 も存在す ることか ら、石器製作 を

行 ってい るこ とは事実 であろ う。作業台 と推定 される台石が それ ぞれ のブ ロック中央に存在 しているのも、

そ うした行為が両 ブロ ックで行 われた こ とを示 している もの と思 われ る。ただ し、工程 を復元 で きるまで

の接合 資料 はな く、全体的 にパー ツが不足 してい る。 このこ とは、 多 くの作 出 された剥片が1・2ブ ロ ッ

ク以外の場所へ移動 しているこ とにな る。 また、接合関係 を有す る剥片はブ ロック間に別れて いるこ とが

多い。このこ とは、ニ ブロ ックの同時性 を証 明す るもので もあ るが、第1ブ ロ ックが凹部にあ るこ とを考

えると自然営 力によ り移動 した とも考 えられ るところである。

ニブロ ック間の相違点 は、第1ブ ロックに礫石器が3点 出土 してい るに もかか わ らず、第2ブ ロックで

は全 く出土 していない点 である。ひ とつのブ ロックで磨石な どの礫石器が3点 も出土す ることは多い事例

と思われ、第1ブ ロ ックの相様 を知 るうえで重要 な要素 と思われ る。総 じて第1ブ ロックの方 が器種 は豊

富であ る。

ブ ロックが有意 なま とま りとして とらえられるか ど うかの前提 条件 を明 らか にす ることは難 しいが 、第

1・2ブ 『ロックを比較 した場合 、第1ブ ロ ックが よ り中心 で、第2ブ ロ ックはサブ的な場所 であった と考

えられ る。
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2出 土 石 器

A石 器 の分 類(図16)

出土 した石器 には、剥片 に二次加工 を施 したいわゆ る剥 片石器 と剥片(ブ ラン クとしての剥 片 ・石 核調

整 な どにかかわ る剥 片 ・製 品 としての刃器)、 それ らを作出す るための石 核、 礫 を加 工 もし くはその まま

使用 した礫石 器 とに分類 される。

(1)=二 次加工 を施 した剥片石器

ナイフ形石器 剥片の縁辺 にブラ ンテ ィング加工で代 表 され る二 次加工 を施 したもので、1・2ブ ロッ

クよ り各1点 出土 してい る。

削器 剥 片の縁辺に二次加工 を施 して刃部 とした もので、尖頭状 の もの もある。

(2)剥 片

剥 片には、 目的剥片 ・打面調 整剥 片 ・打面再生剥片 ・石核 調整剥 片等が存在す るもの と思われるが、形

状のみか らでは分類が できない資料 もあ り、ここでは刃 こぼれ と思われる使用 され た痕 跡 をとどめ る剥 片

を 『使用痕 を有 する剥片』 とし、他はすべ て剥 片 として一括 した。

(3)石 核

剥片 を作出 した石 刃石核 である。第1ブ ロックよ り1点 出土 してい る。

(4)礫 石 器

本類 には敲石 ・磨石(台 石)な どが ある。ただ し、____固体 で二つの機能 を持つ と考え られ る石器 も存在

してい るので、大 き く礫石器 として分類す ることとした。

B第1ブ ロ ッ ク 出 土 石 器(図17～ 図21)

(1)ナ イフ形石器(1)

1点 のみ出土 して いる。正 面に青色 の縞状の流理組織が認め られ る、やや粗雑 な剥片 を素材 とし、左側

縁先端 部 を斜め整形 して尖頭状 に仕上 げている。基部側 は右側縁が裏 面において、バルブが除去 され ると

共に、入念なブランティングに よって整形 されてい る。左側縁部 に も細か な リタ ッチが認め られ る。

(2)削 器(3)

分厚 い横長 の剥片 を素材 とし、左側縁 に急斜な加工 を施 している。

(3)使 用痕 を有 す る剥片(2・4・8・18)

2・4と も他 に同一母岩がな く、単 品で製 品 として搬 入 された もの と考 え られ る資料 である。2は 、珪

質の頁岩で、打面調整 の施 された幅広 の剥 片である。右側縁 の鋭利 な部分 に刃 こぼれ状の小剥離痕 が認め

られ る。4は 安 山岩製 であるが、岩質が荒 く、同質の安 山岩 は他 に認め られない。表皮 を正 面右の基部側

半分 に残すが、縦長 で形状 の整 った刃・器状剥片 である。刃こぼれ状の小剥離痕が 、裏面右側縁か ら先端部

にかけ て認め られ る。8は 、3の 削器 と同一母岩 と考 えている剥片であ る。正面左側 に表皮 を残す が、鋭

い右縁辺 には刃 こぼれ状 の小剥離痕 が 目立つ。18は 、大形の 自然面の部分 を多 く残す剥 片で、石核 よ り作

出され た後裏面側に剥 片剥離が行われてい る。先端部に も使用痕様の剥 離痕が ある。

(4)剥 片(5～7・9～17)

5は 大形 の刃器状剥 片で、正面先端部の稜線上 よ り調 整加工が加 えられている。6は 先端部が分厚 くな

る剥 片で、第2ブ ロック35の 資料 と接合 す る。下端は石核 の下端 になる。7は 、先端部 がやや幅広 となる

剥 片で、正面側 には180度 反対方向か らの剥離面 を とどめている。9は 、正面右側が摂理面 にそって剥落
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図16出 土 石 器 分 類 図(12)
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している もので ある。10・11は 接合 した資料 で、打面調整はな されてい るが、 自然面 を多 く残 してい る・

15～17は 、幅広 で不定形な形 態 をもつ 、打 面調整剥片 と考 えられ るものであ る。

(5)礫 石器(19～21)

3点 出土 している。19は 敲 石であ ろう。20は 比較 的粒子が荒 く、軟質の砂岩 を用いている磨石 であ る・

扁平な楕 円礫 を用い周縁のみ を使用 してい る。使 用 した痕跡は 、図上端か ら反時計回 りに順 次使用 した も

の と思 われ、その一 回に機能す る面は、幅2cm、 長 さ2～5cmの 範 囲内にある。その状況か らかな り使用

した形跡が伺 える。21は 、前二者 よ りも明瞭では ないが、上下端 に磨 り面が あ り、裏 面の右縁辺 には大 き

な欠損部が ある。敲石 と磨石 の両方 の機能が あった と考 えられる。なお、台石 と思われ る礫 が1点 出土 し

てい る。

(6)石 核(22)

正面 ・打面 ともに三角形 を呈す る石核 で、上下両端か ら剥片剥 離が行 われている。上下打面以外は・石

核調整が加 え られるのみで あ り、 さらに下設打面か らの剥片剥 離は頻繁 に行 われた形跡がない・ この こと

か ら、石核 は三角形 の幅広 な一辺 を常に剥離面 として設定 し、徐々に後退 してゆ く単設打面 に近い剥 片剥

離 技術 と思 われ る。

C第2ブ ロック出土石 器(図22～24)

(1)ナ イフ形石器(23)

加工は浅 いのでナ イフ形石 器 とす るにはやや躊躇す る。軟質 の頁岩 を用 い、先端部 に微細 な加工 を施 し

ている。裏 面の刃部側お よび基部側 は取 り上 げ時の不注意に より削 られている・

(2)削 器(24・25)

24は 、横長の分厚 い剥片 を用 い、端部に大 きな二次加工 を施 してヤ・る。25は 、刃器状剥片 の一側縁全部

に二次加工 を施 して削器 としている。先端部 はやや尖頭状になっている。

(3)剥 片(26～37・39・40)・ 石 核(38)

比較 的整 った刃器状剥 片が多い。26は 、下端部が欠損 してい る。打面は小 さいが、調整 されている・27

は、26と 同様 に下端部 が欠損 してい る。打面は調整 されている。28は 打面 が調整 された剥 片であるが 、正

面側 には多 くの 自然面 を残 してい る。29・30は 、正面の一部 に自然面 を残 している。29は やや鈍角 な剥離

角で、30は 打面がほ とん どない。31は 、幅広 な剥片であ る。32は 、下端 が欠損す るが、その後 ・3回 の加

工痕状の痕 跡が認め られ るが、浅い加工 であ り人為的な加工 とは考 えなか った。33は 、広 く自然面 を残す

;横長剥片で、初期石核調整 に伴 う剥 片 と考 、えられる。34は 、33と 同一母岩である。裏面側 には第1次 剥離

面 に上下端か ら剥片 を作 出 して いるこ とが伺 える。石 器加工 に伴 うものであ るか 、剥片作出 を目的 とした

石核 なのか分か らない。35は 、第1ブ 『ロック6と 接合 した剥 片である。石核 か ら剥離 され た後、第1次 剥

離面先端部お よび正 面右側縁稜部か ら加 工が行 われてい る。製 品 もしくは未製品 とも考 えられ る。36～38

は接合 資料 で、石質はチャー トである。36・37は 第1ブ ロック出土石器 であるが、接合資料の関係上本稿

で述べ る。石核 と剥片であ るが、石器製作 を行 った もの であ るのか疑問 である。打面 は作 出されず、打面

の調 整 もな されていない。38の 下端部 に敲打痕が認め られ るが、 これが剥片剥離作業 に伴 う衝撃 痕 であ る

のか もし くはハ ンマー的な機能 を有 した礫か もしれない。39・40は 不定形 な剥片の接合例 で、第1・2ブ

ロックに別 れて出土 した ものであ る。打面側か らの加撃 で半切 されているが、二次加工痕 な どは認め られ

ない。
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.図17第1ブ ロ ッ ク出 土 石 器 実 測 図1(23)
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図18第1ブ ロ ッ ク 出土 石 器 実 測 図
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図19第1ブ ロ ッ ク出 土 石 器 実 測 図
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図20第1ブ ロ ッ ク 出 土石 器 実 測 図
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図21第1ブ ゴック出土石器実河図5(23)
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図22第2ブ ロ ッ ク出 土 石 器 実 測 図1(23)
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図23第2ブ ロ ッ ク 出 土石 器 実 測 図2(23)
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図24第1・2ブ ロ ッ ク出 キ石 器 実 測 図(23)
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番号 石 器 名 地
点

石 質 長 さ
cm

幅
cm

厚 さ
cm

重 量
g

破
損 備 考

石 器
固体番号

1 ナイフ形石器 1 安 山 岩 6.0 2.2 1.1 8.0 1-45

2 使用痕を有する剥片 1 頁 岩 5.0 4.5 1.7 25.3 1-24

3 剥 片 1 安 山 岩 8.7 6.7 3.1 136.1 1-62

4 使用痕を有する剥片 1 安 山 岩 9.3 3.9 1.5 42.5 126

5 剥 片 1 安 山 岩 10.1 4.1 1.5 45.4 130

6 剥 片 1 安 山 岩 9.5 3.2 2.6 63.4 1-27

7 剥 片 1 安 山 岩 8.0 3.6 1.6 36.2 1-65

8 使用痕を有する剥片 1 安 山 岩 9.2 5.7 2.2 106.1 1-18

9 剥 片 1 安 山 岩 5.6 2.9 1.1 13.3 1-47

10 剥 片 1 安 山 岩 7.5 4.5 2.2 55.1 1-38

11 剥 片 1 安 山 岩 2.0 1.5 0.3 1.3 }接合 1-25

12 剥 片 1 安 山 岩 6.7 4.0 1.4 13.9 0 1-44

13 剥 片 1 安 山 岩 3.4 3.1 0.9
●

8.9 0 1-34

14 剥 片 1 安 山 岩 8.6 6.1 3.0 133.3 1-54

15 剥 片 1 安 山 岩 5.0 5.2 0.9 36.5 1-20

16 剥片(打面再生) 1 安 山 岩 4.2 4.6 0.8 12.1 1-10

1? 剥 片 1 安 山 岩 5.2 5.5 1.4 27.4 1-58

18 剥 片 1 安 山 岩 2.9 3.9 1.1 10.5 1-36

19 礫 石 ・器 1 砂 岩 8.9 10.6 5.1 579.4 1-50

20 礫 石 器 1 砂 岩 9.5 7.6 4.3 336.2 1-63

21 礫 石 器 1 砂 岩 8.6 8.0 4.6 121.3 1-6

22 石 核 1 安 山 岩 9.6 5.8 4.9 209.0 1-55

23 ナイフ形石器 2 頁 岩 3.0 1.5 0.8 2.0 0 2-4

24 削 器 2 安 山 岩 4.0 7.4 1.8 50.8 2-17

25 削 器 2 安 山 岩 8.2 4.4 1.3 40.0 2-18

26 剥 片 2 安 山 岩 6.0 3.6 0.9 17.6 0 2-13

27 剥 片 2 安 山 岩 6.7 3.5 0.9 27.6 0 2-29

28 剥 片 2 安 山 岩 5.0 3.4 1.2 20.0 2-12

29 剥 片 2 安 山 岩 4.2 4.2 0.7 4.3 2-23

30 剥 片 2 安 山 岩 3.9 2.8 1.2 7.4 2-24

31 剥 片 2 安 山 岩 2.7 2.7 0.8 5.3 2-26

32 剥 片 2 安 山 岩 3.9 2.0 0.9 5.1 2-10

33 剥 片 2 安 山 岩 5.4 7.7 1.9 66.6 2-22

34 石 核 2 安 山 岩 6.8 6.2 3.4 148.2 2-27

35 剥 片 2 安 山 岩 8.3 3.7 2.7 88.7 2-11

36 剥 片 2 チ ャ ー ト 8.2 4.4 2.6 93.5 2-19

37 剥 片 1 チ ャ ー ト 4.5 3.2 0.7 7.6 73Lb 1-17

38 石 核 2 チ ャ ー ト 9.0 5.2 5.6 356.1 2-45

39 剥 片 2 安 山 岩 3.8 2.5 1.4 7.6 0 2-16

40 剥 片 2 安 山 岩 4.5 3.2 一 一
0 }接 合

石 器 計 測 表表2
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D出 土石器群について

以上述べ て きた とお り、新堤遺跡 出土の 旧石器 資料 については、定型 的 ・指標的な資料 が少な く、編年

的な位置づけについては判 然 としない。ナ イフ形石 器が2点 出土 してお り、その うち第1ブ ロックよ り出

土 した資料の特徴は、石 刃技法に よって剥離 され た縦長 剥片が用 い られてい るこ と、斜め切 断に よ り、尖

頭状 の形態 を示 してい るこ と、基部側 には調整 ・裏面加 工が行 われ、バ ルブが取 り除かれ る とともにやや

鋭 い基部 の形態 を示す こ とであ る。 こうした技法 は、後期 旧石器 時代後半 のナイフ形石器において、東 山

系のナイフ形石器 には見 られず、茂 呂系のナイフ形石器 に類似す るものであ る。また、杉久保 型ナ イフ形

石器 と呼ばれる石器 に も打面除去 な どの裏面調整が窺 えられ、本遺跡 出土例 はこ うした系譜下 の所産で あ

ろ うと思われる。このほか の注 目され る石 器 としては、第2ブ ロック出土の削器(25)が 特徴的で ある。

幅広 の刃器状剥 片(石 刃)を 素材 とし、一一側縁 を丹念 に加工 し、先端部が尖頭状に仕上げ られてい る・ こ

うした形態は、削器 自体定 型的な資料 に恵まれていないこ ともあ り、具体 的な遺跡 と比較す るこ とは で き

ない。

また、剥片剥離技術 につ いては、石刃技法に よって剥 片剥離が行 われて いるこ とをまず指摘 できる。石

核 か ら想定す るに、単設打面に近 い石核 で、一定の面 を後退 しなが ら剥片 を剥離 してい く方法 を とり、随

時90度 もし くは180度 反対方向か ら調 整(剥 片剥離が行 われ るこ ともある)が 加 えられて いる。 この技術

は 、両設打面が用意 され たよ り企画的に剥離 され た円筒形の石核 に近似す るものの、技術的 にはまだ確立

していない段 階ではないか と考 えられ る。

飯 山地方における旧石器時 代 の石器群 は、現在 までの ところすべ てAT以 降の石器群 と考 えられ、太子林

遺跡が最 も古 い段 階 として考 えている(望 月1989)。 太子林例 の石核 も両設打面ではな く、90度 あ るいは

180度 か らの調整が加 え られ 、 単設 の打面が用意 され た石刃石核 である。器種 には掻器 ・彫器 ・局部磨製

石斧 を伴 うな ど、新堤遺跡 より豊富 であるが、技術基盤では類似性 が認め られ る。 このこ とか ら、太子林

石器群 のグループ として位 置づ け、細部の編年 につ いては今 後の研 究課題 としてお きたい。

なお、早津 ・小島両 氏に よるテフラ分析が行 われている。別項において詳細 に触れ られ ているが 、姶良

Tn火 山灰(AT)降 下層準 よ り上位 に石器包含層が存在することが判明 してい る。 こ とことと、わずか では

あるが出土 した石器お よび石 器製作 技術か ら想定す る年代 とに矛盾は全 くない。AT降 灰以降のナ イフ形

石器 を指標 とす る石器 グループのなかに位置づ け、比較 的早 い段階 におか れる もの と考 えてお きたい。

引用 ・参考文献

奥村 吉信1987

飯山市教育委員会1981

望月 静雄11989

「石刃法の展開」 『太平皇史窓 第6号 』 史窓会

『太子林 ・関沢遺跡』 飯山市埋蔵文化財調査報告第7集

「飯山地方の先土器時代編年予察」 『小沼湯滝バイパス関係遺跡発掘調査

報告1』 飯山市埋蔵文化財調査報告第19集
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第3章 縄 文 時 代

1遺 構

確実 に縄文時代 とす る遺構 はないが 、検出状況、切 り合 い関係 、 トトノ池南遺跡での類例 な どか ら 「T

ピッ ト」 「溝状 ピ ット」 とも言われる溝状土拡(MSK)と 、斜め に掘 られ たピッ トを縄文時代 の遺構 と

してお く。また人為的な遺構 であ るか疑 わ しいが、主 として ロームマウン ドにあ り焼土 らしき土が集中 し

てい るもの もこの項 で説明す ることとした。

A溝 状 土拡(図25)

B-10区 か ら1基 のみ検 出されてい る(MSK1)。 長約3.4m、 幅 約0.2m、 深 さ約1.1mを 測 る細長

く深 い土拡であ る。埋土 は黒色土。出土遺物 はない。

B斜 め ピ ッ ト(図25)

何 の 目的で掘 られたか わか らないが、やや斜 めに掘 り込 まれた ピッ トが計23基 検 出されてい る。斜 めに

掘 り込 まれている とい う特色 をのぞけば、Cラ イ ンあ るいはFラ イ ンを中心 に等高線に沿 って並 んでいる

と見えな くはないこ とぐらいが指摘 できる程 度で、開 口方向、深 さ、大 きさ、設置間隔に___.定の規 則があ

るわけではない。

年代 についてはP8が 縄文 前期 の土器が出土 してい るロームマ ウン ドを切 ってお り、P22は 旧石器 第1

ブ ロックを切 っているか ら、ロームマ ウン ド出土土器 がロームマ ウン ドの年代 を示す ものであれば縄文時

代前期 以降の もの もあるこ とになる。

大 きさお よび掘 り込み の角度につ いては、プランは庫径20cmの もの(P20)か ら長径約1mに 達 す るも

の(P8・P14)ま であるが、直径30～50cm前 後の ものが平均的であ る。深 さはプランの大 きさ とは必ず

しも比例 しない。深 さ15cmと 深・い ものか ら、2m30cmに も達す る深い もの(P22)も あ る。

埋土 はいずれ も黒色土 で、出土遺物 はない。

また斜め ピッ トに関連す るた とえば支柱等 の痕跡について も検 出されていない。

Cロ ー ム マ ウ ン ド と焼 土(図8・9・26)

人為 的な遺構 とは断定 で きないが、 ロームマ ウン ドの黒色土 中(焼 土5～8・11)、 あ るいは黒色土層

中に地 山(黄 色粘質土)か ら遊離 して赤 味がか った土層が集 中 している所(焼 土1～4・9・10)が 計11

か所、1区 西北部 を中心 に検 出されてい る。

これ らにつ いては多 くが黒色土 中に断面凸 レンズ状 に浅 く赤味がか った土層が堆積 して いる状態 であり、

焼土 と呼んで良いか について も疑問が残 る。 また赤味がか った土 の状態 も人為 的に動か された ようでな く

均一であ る。 出土遺物 はない。ただ し焼土5は 赤味がか った土の中央 に一一段 と赤 い焼土 と呼んで も良さそ

うな所 があ り、人為的 な焚火等 の痕跡 と考 えられる可能性がある。

これ らが1区 西北部で 多 く検 出されてい るのは、ここが黒色土 の堆積が厚 かったため黒色土 を多 く残 し

て重機に よる掘削が行 われているこ とにもよるのだろ う。

いずれ に して もこれ らの性格等 につ いては今 後の類例 をまって検討 したい。

また、C-10区 ロームマ ウン ドの黒色土層下位か ら縄文前期後葉 の土器が出土 してお り、F-9区 ロー
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図25縄 文 時代 の 遺 構1:80

-50一



図26焼 土 実 測 図1:60

ムマ ウン ドの黒色土層最下位か らも縄文早期 の貝殼腹縁文土器が 出土 してい る。

R,一.'ムマウ ン ド中か ら遺物が 出土 した ことは珍 らしいが、ロー ムマ ウン ドを利用 した土絋 であ るか どう

か は土層観 察ではわか らなか った。

2遺 物

A土 器

(1)出 土状況(図27)

縄文時代 の土器 の総量 はコンテナ約1箱 分 と少ない。完形 に復 元で きるものはな く、小片が ほ とん どで

ある。 しか し年代 的には早期 を中心に、前期か ら後期 の広範 囲にわたってい る。

出土層位 は基本 的には遺物包含層であ る黒色土層の下位 である。 なお注意すべ きこととして 、.__.部が ロ

ームマ ウン ド中か ら出土 しているこ とがあげ られ る。『ロー ムマ ウン ドか らの出土土器は早期 と前期 の もの

である。

分布状況は、調査地 中央部の黒色土が厚 く堆積 していた ところ を中心に、類 ご とに比較的 ま とまって出

土 してい る。た とえば、沈線文 と貝殼腹縁文 を主文 とす るII類 は調査地中央 よりやや東北に集 中 してお り、

IV類 ・V類 、V【類 、皿類 は調査地北西部 に集 中している。 また、縄文IIIa類(図10)は 中央の 『ロームマ ウ

ン ドか ら出土 した破片 と約15m北 西に離れて出土 した破片 とが接合 してい る。

(2)土 器 の分類

土器の分 類は時期別 に大 まか に分 けたのちにそれぞれ を文様 ・形態な どか ら1～X類 に分類 し、 さらに
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図27縄 文 土 ・器分 布 図1:300
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細かい特徴 か ら類 を細分 している。

1類(図28-1～3)押 型文 を1類 とす る。 そして楕 円文 をIa類(1・2)、 山形文をIb類(3)

とす る。3片 出土。

II類(図28-4～9)沈 線文 と貝殼腹縁文 を主文 とす るもの をII類 とす る。さらに文様 ・形態か らIIa

類(4～7)、IIb類(8・9)に 細分す る。IIa類 が20片 、IIb類 が16片 出土 してい る。

III類(図28-10～16)縄 文 をIII類とす る。 さ らに、斜縄文 をIIIa類(10～13)、 羽 状 縄 文 をIIIb類

(14～16)と す る。IIIa類 が45片 、IIIb類 が19片 出土 してい る。

IV類(図29-17・18)沈 線で区画 された帯縄文 をW類 とす る。14片 出土 。

V類(図29-19～25)頸 部に刺突文 をめ ぐらす ものをV類 とす る。 さらに地文が縄文 の もの をVa類

(19)、 不明の もの をVb類(20・21)、 撚 糸文 の もの をVc類(22～25)と す る。Va類 が1片 、Vb類

が2片 、Vc類 が11片 出土 して いる。

珊類(図29-26・27)粗 い縄文 を軽 く押圧 してい るもの をVI類 とす る。6片 出土。

W類(図29-28～33)無 文 の もの を冊類 とす る。中には他類 の無文部 を含 んでいるか もしれ ない・15

片出土。

皿類(図29-34・35)隆 帯文 を皿類 とす る。2片 出土 。

IX類(図29-36～40)沈 線文 をIX類 とす る。 さらに数条 の浅 い沈線 をもつ もの をIXa類(36～38)、

深 い沈線 を方向不定 に密 にもつ もの をIXb類(39)、 浅 いが副広 の粗 な沈線 をもつ ものをIXc類(40)と

す る。図示 した ものがすべてで計5片 出土 している。年代 については今の ところわか らない。

X類(図29-40)平 行条線文 をX類 とす る。1片 出土。年代 は今 の ところ不明。

(3)早 期の土器

1類 押型文土器(1～3)とII類 沈線文+貝 殼腹縁文土器(4～9)が 早期 に比定 され る。

押型文 押型文1・2は 比較的小粒 の楕 円文が密 に横走す るもので、1は 口縁直下 よ り施文 され る。楕

円の大 きさは1が 縦約2mm、 横約10mm。2は 縦約2～3mm、 横約5mm。 両方 とも砂 を多量 に含み 、焼成は

良好。1は 外面 に炭が付着 したのか黒灰色 を呈 し、2は 内面が黒灰色 である。3は 山形文 で山形 の大 きさ

は幅約6mm高 さ約3mm。 残 りが悪 く磨 滅がはげ しい。胎土の砂は1・2に 比べ小粒 でかつ少量 である。

これ らの押型文 は小片で少量 だが 、後述す る トトノ池南遺跡の押型文土器 とよ く似 た特徴をもっており、

細久保段 階に比定 され よう。

沈 線文 と貝殻腹縁文IIa類:(4～7)は 平行 沈線文の間 に沈線に よる鋸歯文あ るいは、拓本 ではよ く

わか らないが貝殼腹縁 による刺 突文 を刻み 目の ように並列 して配す るもので、沈線はIIb類 に比べ て深 く

シャープであ る。胎土 に砂粒 をあ まり含 まず、色調 は灰 白色系で、焼成が悪 いためか断面 中央 は暗灰色。

白色系統で砂粒 をあ まり含 まない点は他 の出土品にない特色 で、在地の土器 でないと考 えるこ とよで きる・

IVb類(8・9)は2本 一単位 の平行沈線 を口唇 直下 と口唇下6cmの 所 に水平に配 し、その 中に、花蕾

のよ うな円形小穴か らわずか に曲が りなが ら垂下す る単線 を囲む縦長楕 円 と山形文 を沈線 で配 し、そのす

き間に貝殼腹縁 を直線的に連続 して施文 して波状文風に した文様 を平行 沈線 に平行 に配 している。口唇部

は棒状具 の押圧 による小波状 をなす。IVa類 に比べ胎土に砂粒が 目立 ち、色調 も茶色系である。内面は ミ

ガか れてい るのか平滑である。

これ らのIV類 は平行沈線 と貝殻腹縁文 を基調 としてい る点で、神奈川県田戸遺跡 を示標 とす る田戸式 に

比定 され よう。中でもIVa類 の胴部が屈曲する特徴 は田戸上 層式 にみ られ るようであ る。

小結 以上 の縄文早期 に比定 され る土器群 は一括 出土ではな く、層位的に も厳密に取 り上 げ らられてお

らず、 また少量 と残念 な点が多いが 、押型文 系土器 と沈線文系土器 の関係 を考 える一資料 とな ろう。
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図28出 土 土 器112
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(4)前 ・後期の土器

前期の土器III類 の縄文施文 の土器(10～16)が 前期に比定 され る。10は 粗 い撚 りの弱 い縄 文が施 され

る。胎土 に砂粒 を多量に含み、黄褐色系 を呈 し、焼成 は良好。11は10と 同様 の縄文が施 されて いるが 、堅

緻 な焼成 で灰 白色 を呈す る。12は 撚 りの良 い縄文 を一単位 ご とにやや 方向 をか えて施 して いる。茶褐 色 を

呈 し、胎土 に砂粒 を多 く含む。焼成は良好 。

13は 口縁部下4cmの ところに貼 り付 け突帯 をもつ 。突帯の上面は貼 り付 け られた後 に何かで押圧 され た

らしくで こぼ こしている。胎土に砂粒 を多 く含 み、焼成 は良好。やや 暗い茶褐色 を呈す る。

14～16は 羽 状縄文 で、15・16は 結節 をもつ。14は 結節 を もたない。いずれ も砂粒 を多 く含み、焼成は良

好。茶色～茶 褐色 系の色調 である。

以上の土器は、10・13が やや 古手か もしれ ないが大半は前期後半 に位置づ け られ よ うか。

後期の土器 早期 ・前期以外 の土器 を後期 に一括す る。

IV類(17・18)は 沈線 で区画 され た帯縄文 を主文 とす る もので後期 初頭の称名寺様式に比定 され る。胎

土に砂粒 を多量に含む。焼 成は良好 、茶褐 色 を呈す る。

V類(19～25)は 刺突文 をもつ もの で、19は 頸部に刺突文 をめ ぐらせ 、それ以下 に細かい左 下 りの斜縄

文 を施す。縄文の一単位 は上下約1.5cm、 左右約2～2.5cmと .小さ く、微妙 に角度 をちが えて押捺 されて

い る。 口頸部 は外方に開 く。口縁部外面 、お よび内面 ともにていね いに横ナデ されて いる。胎土 に砂粒 を

多 く含む。焼成 は良好、暗い黄灰色 を呈す る。

20は2列 の円形刺突文 をもつ 口縁部 片で、刺突は棒 状具 を押 しつけて半～1回 転 させてい る。内面はて

いねいに横 ナデ される。胎土に砂粒 を含 み、焼成 は良好 だが もろい。黄褐 色 を呈す る。21は 円形刺突文が

頸部に1ヶ 所 かろ うじて確認で きるものである。 口唇部はやや波状 をなす。胎土 に砂粒 を含む。焼成は良

好。外面暗灰色、内面黄灰色 を呈す る。

22～25は 撚 りの強い密 な撚 糸文 を若干左上か ら右下に傾 けて縦 走させてい るもので、21は 棒 状具 に よる

円形刺突文 を2列 め ぐらすが、刺突は右か ら左へつ き刺 している。撚 糸文の___.単位の幅は同一 の縄 目を基(
注1)

準 に見 る と(5の 矢印部)約2.5cmを はか る。同 じように こん どは縦方向 をみれば同一の縄目が2cm間 隔

であるので棒 の直径(芯=棒 に縄 を巻 きつけた状態)は 約6.4mmと なる。内面はていね いに横 にナデ られ、

胎土 に砂粒 を含む。焼成 は良好で堅緻 、明 るい茶 褐色 を呈す る。以上 の共通す る特色か ら21～24は 同一個

体 と考 える。24は やや撚 り糸の細い もので、21～23に 比べ 胎土に砂粒 を多量に含む。 内面はていねいに横

にナデ られ、焼成は良好 だが もろい。明 るい茶 褐色 を呈す る。

VI類(26・27)は 、粗 い縄文 を軽 く押 さえてある もので、内面がていね いにナデ られ、胎土 に砂粒 を含

む。焼成 は良好で堅緻 、茶褐色 を呈す る。以上 の特色 は前述の21～24に 等 しい。又、出土地 点 も近 い。

『皿類(34 ・35)は 隆帯文 と呼ぶか太 い凹線文 と呼ぶか判断 しに くい。胎土に砂粒 を含む。焼 成が悪いた

めか断面 中央 は黒灰色である。表面は黄褐 色。

以上 の土器 はV類 の頸部 の2列 の刺突文の特色 な どか ら後期初頭 に比定 され よう。VI類 もV類 との近似

性か ら同期 と考 える。

V皿類 の うちの28～30は 同一個体 の可能性 が高い。無文の小 型深鉢 と思 われ る。28の 口唇部 は一部 突出 し

波状 口縁様 をなす。復元 口径約15cm、 くびれ部同10.5cm。 胎土に砂粒 を多 く含む。暗茶灰色 を呈す る。焼

成は良好 。 口頸部 の形態な どか ら後期前半期 の もの と考 えられ よう。

注1土 器は形成後の乾燥 ・焼成で収縮するので、この値 をそのまま原体の大 きさとすることはできない。少

し大 きめの原体 となろう。
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図29出 土 土 器2
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土器の分類、年代の比定等については、働長野県埋蔵文化財セ ンター広瀬 昭弘 ・黒岩隆両氏の御指導を

得 たが、誤 りがあれば筆者の責任である。
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B石 器

(1)出 土状況(図30)

縄文時代の石 器は、旧石器 が多少混 入 しているか もしれないが概 ねコンテナ1箱 分が 出土 して いる。大

半 が剥片 で製 品お よび石核 が少量 ある。石質 は多 くが安 山岩 である。

出土層位は土器 と同様 黒色土層 の下位 である。

分布状況 は土器 とお よそ重 なるが、土器 の出土の少ないII区 ・III区にも剥 片がわ りと多く出土 している。

(2)出 土石器(図31)

今報告 では製 品 と思われ るもののみ を図示 して報告 する。

1は 縦形 の石匙で、小 さなつ まみが整った刃部に付 く。刃部 はつ まみ をの ぞ く全外周にていねいにつ く

り出 されている。刃部形態は一方 が湾曲 し、 もう一一方は直線 的である。暗:茶 褐色 の頁岩製品であ る。石匙

は___.般的に早期前半の押型文期 に出現 し、縦形の ものか ら横形の ものへ移行 す るが 、前期後半 には大半 が
(注1)

横形にな るとい う。つ まみが小 さい ことや 、全体 に作 りが良す ぎるこ とな ど問題 もあるが、当石匙 も土器

出土量の多い早期 におかれ る可能性 がある。

2は 石槍 と考 え られ るもので、粗 く刃 を作 り出 している。安 山岩製で風化 が進 んでいる。

3は 小 型の磨製石斧であ る。長 さ5.6cmと 小 さいが、全面がて いねいに研磨 されている。表面 中央 には

かすかな凹みがある。風化が進 んで灰 白色 に近い。重 さ30.49。

4は 挟 入石器 で唯一の黒曜石 製品である。両側 中央に挟入 を入れ、先端 お よび側面に刃部 を作 り出 して

いる。先端 の刃部 は使用痕か と思われ るつぶれがあ る。

5は 鋸 歯縁石器 で、一一側方に鋸歯状 の刃 を作 る。安 山岩製。

6～11は いわゆるスクレイパーである。 いずれ も安 山岩製 と思 われ る。6は 上端に原石表面 を残 して い

る ものの他 は刃 を作 り出してお り掻器 に近 い。7・8は 同形態の もので扁平 な剥片の一部 に刃 を作 り出 し

てい る。石 質 もよ く似 てい る。9は やや厚手 のもので一側面 に粗 く刃 を作 り出 してい る。10は 相対す る二

方向に刃 を作 り出 している。11は 横長剥片 にていねいに刃 を作 り出 した もので、つ まみが付けば横 形の石

匙 とな る。

12は 使用痕 のあ る剥片 と考 えられ る。暗黄灰色の頁岩製。

注1小 林 康 男 「(2)石器 一 石 匙 一 」 『長 野 県 史 』1988
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図30石 器 分 布 図1:300

一一58一



図31出 土 石 器1:2
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第4章 平 安 時 代

1遺 構

平安時代の遺構には掘立柱建物 ・棚 ・土拡があるが、掘立柱建物 ・棚については柱穴中から平安時代の

遺物の出土がないので断定できないが、検出状況、平安時代の遺物の分布状況などから当期の遺構 として

お く。

A掘 立柱建 物 ・棚(図8・33)

掘立柱建物吐 は4棟 近接 して確 認 されている。柱穴 の深 さや並 ぶ方 向等 で現地 で検討 した結果である,,a

他に も一列 に並ぶ柱穴 もあ りさらに建物 があった可能性があ る。

掘立柱建物 が検 出されたのは1区 東部 のC～E-10～12区 で尾根線にあた る。他 の柱穴 もこの10～12ラ

インの尾根 線上 に多い。

(1)SBl

C・D-11・12区 にある1間(2.6～2.7m)×1間(2.5m)の 建物であ る。柱穴掘形のプ ランは円形で直

径30～40cm。 南側柱列 中央 にはやや浅 い柱 穴があ るが この構造はCB3に 共通す るので他の柱列の中央に

も浅 い柱穴が あった可能i生が ある。柱穴の深 さは四隅が40～45cm、 南側柱列 中央が30cm。

(2)sB2

D・E-12区 にある2間(4.4m)×2間(2.5m)の 南

北棟 の建物 である。柱 穴掘 形のプランは円形 で直径約30

cm、 北側 の母屋部分の規模 は2.5m×2.8mとSB1に

ほぼ同 じ。南側柱列 中央に柱 穴があ り、廟 中央 に も柱 穴

が ある。柱 穴の深 さは北側 母屋部分 の ものが50ん60cmと

深 く、他 は25～40cmで ある。

(3)SB3

D-11区 にあ る2間(2.35m)×2間(2.25m)の 建物 で

ある。柱穴掘形のプラ ンは円形 で直径30～40cm。 四辺 と

もほぼ 中央 に柱穴があ るが位置が若干外方へずれている。

柱 穴の深 さは四隅の ものが40～60cm、 中央の ものが20～

40cmo

(4)S64

E-10区 にある1間(2.1m)×2間(3.5～3.6m)の 南

北棟 の建物 である。柱穴掘 形のプランは円形で直径30～

40cm。 柱穴の深 さは四隅が45～60cm、 他が30cm。 桁行 中

央の柱 穴は西側柱列 では検出 されていないが、東側柱列

中央の柱穴が浅 いことか ら、本来はあった ものと考 える。

(5)SA1(図8)

掘立柱建;物群 の北方F-12・13区 にある東西方向の棚

列 で2間 分(4.3m)を 確認 してい る。柱穴掘形のプ ラ 図32土 器 ・陶器分布図
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図33掘 立柱 建:物180
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ンは円形 で直径20～30

cmと 小 さい。柱穴の深

さは15～20cmと 芝曳いが、

ここは耕作土直下が黄

色粘 質土 であ り、畑 の

耕作で削平 されたか ら

で あろう。

(6)小 結

図34出 土 土 器 ・陶 器14

これ らの掘 立柱建物 は規模 ・構造 ともによ く似 てお り同時代 の もの と考 えられ る。規模 は最大のSB2

で も11m・(3.3坪)と 小 さ く、SB3は5.5m2(1.7坪)し か ない。柱穴 の規模 も小 さい。これ らはこの建物

群が定住的な住居 の可能性が小 さいこ とを示 してい る。

B土 拡(図9)

調査地東部A-19地 区で平安 時代 の土砿が1基 検 出 されている(SK5)。

SK5は 南か ら北へ傾斜す る斜 面に直交 して:構築 された土砿 で、プランは南北2.5m× 東西1.3mの 隅

丸長方形 を呈 し、底は船底状 である。埋土 は黒色土が主だが 、西部は黒色土 と黄色粘質土が互層 をな して

いた。土拡西南隅か ら灰紬 陶器小瓶 と土 師器甕胴部片が出土 している。人骨等の出土 はないが、形態な ど

か ら墓 の可能性が指 摘で きる。

2遺 物

平安時代の遺物は総量で両掌の中におさまる程 と少ない。分布は図32の ように掘立柱建物群 を中心に散

在的にあ り、A-19区 の土拡SK5か ら灰粕陶器小型壷が出土 している。

また、平安時代に特定できないが、旧石器群の検出されたIV区か ら砥石 と考えられる石製品が出土 して

いる。

A土 器 ・陶器(図34)

1・2は 黒色土器 の椀 で、1は 口縁部が外反しないもので、

2は 口縁部が外反す る。1が 口径12.$cm。2は 口径11.6cm。

3は 灰粕 陶・器の小型壺 でSK5出 土。粕 は外面肩部に厚 く

かか ってい る。内面には黒色 の付着物があ る。

4・5は 土師器の甕 で、屈 曲 して受け 口状 をなす 口縁部 を

もつ。

他 に図示 していないが土師器 の甕の体 部片が出土 している。

これ らの年代 については資料が少 ない なが らも、黒色土器

椀や土師器甕 の形態か ら トトノ池南遺跡 と同様 の10世 紀代 に

考 えてお きたい。

B石 製 品(図35)

出土 品は砥石 と思われる石製 品で、黄灰 白色 を呈す る頁岩

製 。3面 に磨 った痕跡が残 る。 図35出 土 石 器1:2

一62一



第5章 結
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口 口

鍋倉山東麓に展開する広大な温井台地は、その広大な台地 と深雪地帯 という地理的環境が重なりあって、

他地域 と比較すると開発はそれほど進展せず 自然景観が良好に残されていた。台地面は畑 と山林が交互に

入 りくみ山村の土地利用の風景が広がっていた。それ故に千曲川流域の低地帯 と異なり、考古学的研究の

対象の場 となりにくく、北条幸作 ・渡辺喜平次氏等郷土史に興味を持つごく一部の人々によって細々 と資

料採集が続けられていたのみであった。

昭和59年 に入 り、温井地県営圃場整備事業が施行 されることとな り、同年6月 より一ヶ月半余にわた り

長者清水 ・水の沢両遺跡の発振調査が行われた。これが温井台地における本格的考古学調査の初めであっ

た。この発掘調査で私達は、旧石器時代、平安時代、中世の貴重な資料 を得ることができた。そして、温

井台地が考古学的にみて非常に重要な場所であることを認識 したのであった。このことは、今回調査 した

新堤 ・トトノ池南両遺跡出土遺物が如実に証明している。

さて、新堤遺跡は、歴史的環境の項で若干触れているように凹地で豊富な湧水が得 られる場所に立地 し

ている。

今回の調査 を通 じて私達は、飯山地方にまた新たな旧石器時代の遺跡を加 えることができた。旧石器は

2つ のブロックに分れて出土 した。出土石器数106点 。特に第1ブ 『ロックは径約5mの 範囲に集中してお

り、当時の居住空間を暗示するとともに石核や打面再調整剥片の存在など石器製作が行われたことを示し

ている。

2つ のブロック出土石器の石材は、安山岩が主体であ り地元産出の石材を利用 していることが察知 され

た。このことは、飯山地方の旧石器時代遺跡に一般的にいえることであ り、安山岩を主体 とする旧石・器時

代の遺跡は、飯山地方の顔 といえるであろう。そして、そこに介在する頁岩や黒曜石製の石器は文化 ・経

済交流の一面を表現しているといえよう。年代的には、飯山地方の旧石器時代編年にあてはめれば太子林

石器群に属するといえるであろう。今後の当地方旧石器時代研究の重要な資料 といえるであろう。

さて、今回の調査で特に注目したいのは、微量ではあるが縄文早期の資料が得られたことである。飯山

地方は、縄文早期の遺跡数 も少な く遺物 も稀少である。そういう意味では今回の資料は貴重である。押型

文、沈線文、貝殼腹縁文土器が出土 し、長野県が東西文化交流の接点であることを示 している。

縄文土器では、早期の他に前期後半の土器、後期前半の土器が出土 している。後期土器には称名寺様式

に比定されるものが存在する。当地方の後期の遺跡は、千曲川流域のような低地に立地 しているのが一般

的である。温井台地のように比較的高地に立地するのは珍らしい。数量的にも微量であり、キャンプサイ

トの性格 をもつ ものと考えてよいであろう。

平安時代の遺構 と思われるものに掘立柱建物趾が4棟 検出されている。平安時代の遺物が僅少なことか

ら臨時的、短期的な居住であったろうと推定される。他に土砿が検出されている。この土拡から灰粕陶器

小瓶 と土師器の甕胴部破片が出土した。土砿墓 と考 えてよいであろう。

末尾なが ら調査にあたって指導頂いた県文化課、物心両面にわたって協力頂いた地元関係機関、炎天下

のもと精力的に調査に従事 された作業員の皆さまに厚 くお礼申上げる。
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第1章 遺跡の概要

1遺 跡 の概 要(図1)

トトノ池南遺跡 は岡山地区温井 か ら上境へ下 る道の西側 丘陵にあ る遺跡 である。今 回の発掘 で 旧石 器 ・

縄文 ・平安 の各 時代に わた る遺構 ・遺物が検 出されてい る。

トトノ池 とい う名称 の池は現在 ないが、かつ て清水 の湧 き出る湿地 が今 回調査地の東北方約130mの 所
(注1)

にあ り(図1右 上)、 トトノ池 と呼 ばれていたそうである。 ここは現在 ヨシ原 である。北 条幸作 氏 もこの ト
(注2)

トノ池周辺 を トトノ池遺跡 と想定 されているが、今正確 な地 点 を特定 で きないので、今 回発掘 の遺跡 は ト

トノ池遺跡 の南 ということで トトノ池南遺跡 と呼称 す るこ ととした。

今 回発掘 した所は丘頂平坦 面か ら西へ比高8mほ ど下が った所 にある緩斜面にあたる。現況 は畑地 であ

り、畑 の造営時 に高所 を少 し削平 している との こ とであった。発掘前の現地調査 で も畑 に遺物 が散乱 して

いた。

なお、今 回発掘 した地 点の南 に も、遺跡の立地に良好 な緩斜面が広が ってい るが 、そこは畑 地造営時に

重機 で大幅 に削平 した との ことである。

湧水 は、発掘地東端 で井戸 が検 出され たように、当丘陵の西斜面の丘頂 か らやや下がった所 には点々 と

あ り、現在 も少量なが らも湧 き出ている。

注1上 境在住の作業員市村久雄氏ご教示

注2北 条幸作 『下水内郡石器時代分布私見』1939・ 『岡山村史』飯山市公民館岡山支館1960

2調 査方法

A調 査方法

発掘調査 は、時間の関係 もあ りまず重機 によって表土(耕 作土)を 除去 した後 にジ ョレン ・移植 ゴテ等

で慎重に掘 り下げて遺構 ・遺物の検 出 を行 った。発掘 前の遺物 の分布状態な どか ら遺跡の中心 は調査地 の

北部 と考 え られたが 、畑の作物等の関係か ら17ラ イ ン以南 の南部か ら調査 を開始 し、南部が一段落 した後

に北部の調査 を行 った。

遺物の取 り上 げにつ いては、基本 的には1点 ずつ位置 と高 さを記録す ることとしたが、場合 によっては

グ リッ ド毎 に___.括して取 りあげた。

遺構 図は全体 を平板で測量 し、:適宜微細図 を作 成 した。

写真 は全体 ・遺物出土状態等 を適宜 白黒 とカ ラー スライ ドで撮影 した。

調査地 中央部 の東西方向の谷状地 の調査は旧石器 ・縄文早期 の地形 を復元す る目的で西半分 の黒色土 を

重機 で除去 し調査 した。東半分 につ いては断ち割 り調査 を行 つた。

B調 査 区の設定(図2)

調査地 内の地区割 りにつ いては、関東農政局作成の工事用20m方 眼に合 わせ て5m方 眼 を設定 し、西か

ら東へA・B・C… … 、北か ら南へ1・2・3… … と地 区名 をつけ た。

レベルは工事 用ベ ンチマー ク、引照杭P17(L=528.785)を 基準 とした。
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図1調 査 地 周 辺 の地 形1:1500

-68一



図2 地 区 割 設 定 図
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3層 序(図3・4)

調査地 内の層序 は基本的 に上層か ら灰褐 色土(耕 作土)、 黒色土 、漸移層 、黄色粘 質土(地 山)で ある

が、中央谷状地 とH～L-19～21地 区をの ぞけば、畑地造営時 に削平 された とのこ とで耕作土 直下 が黄色

粘質土であ る。

谷状地の土層(図4)は 東端部 では上層か ら耕 作土、黒色土 、黒色土 ・黄色粘質土混土であ るが 、黒色

土 の間 に平安 時代の土器 と炭 ・焼土 を多量 に含む層があ り、その下層 に平安時代の遺物 を少量含む赤 味 を

おびた暗灰色土が堆積 してい る。 またここの最下層には青 白色粘土 が認め られる。

平安時代 の井戸SE1は 上 記の平安遺物 と炭 ・焼土 を多量に含 む層 より下 で検 出された。

谷状地 中央 の土層は東端 と基本 的に等 しいが 、黒色土下位 に焼土 がブロ ック状 にあ り、最下 層には拳 大

か ら人頭大 の礫が認め られた。

縄文 時代早期 の土器は黒色土最 下層か ら漸移層 にかけての層位 で検 出 された。

旧石器 は黄色粘質土(地 山)中 か ら出土 しているが、 旧石器 出土地 点は耕作土直下が:黄色粘質土であり、

黄色粘 質土上端か らの旧石器 出土層位 の深 さはわか らない。現況では、耕作土 と黄色粘 質土の境か ら下15

～30cmの ところか ら出土 している(図3) 。また、石器群 断 ち割 りトレンチや 、井戸 ・土砿 の壁 面観 察に よ

る と、所々で礫状 となるか たい黄褐 色粘質土層(ス コリア層か)が 黄色粘 質土層現上端か ら約30～50cm下

で認め られ るが、 この層 は旧石器 出土地点では黄色粘質土層上端 か ら約50cm下 にある(図3・43・51参 照)。

なお、谷状地東端 の黒色土 断ち割 り トレンチの最下層(西 へ傾斜 す る地 点での最下層であ るか ら厳密 に

は最下層 とは言 、えない)か ら自然木が 出土・してい る(PL49)。 ㈱ パ リノサーヴェイの鑑 定で、ブナ属 の一

種 と判 明 している。伴 出遺物が あれば古環境 の復元に良好 な資料 とな るが、残 念なが ら伴 出遺物 はない。

層位 的に平安時代 よ り古 い ことはまちが いない。

図3旧 石 器群 セ ク シ ョ ン
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図4谷 状 地 土 層 図
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第2章 旧石器時代

1石 器群の出土状況

Aブ ロックの検 出 と石器群の概要

1-11区 において、黒色土直下 の褐 色風化火山灰層 よ り安 山岩 の剥片 を検 出 した。付近 の精緻 な調査 を

試みた ところ、やや まとまって出土す るこ とが判明 し、旧石器時代 の石器群 で ある と判 断 した。 ただ し、

この1-11区 付近 はアスパ ラ畑 の西境 であって、山林 との境界 を明確 に し雑草な どの繁茂 を防 ぐためか、

幅約2mの 溝が掘 られていた。さ らに、それ よ り以東 の畑部分 には 「トレンチ ャー」 と呼ばれ る作物 間の

土壌掩拝 を目的 とした深耕機械 によって、幅15cmの トレンチが数十 センチ間隔で褐 色風化火 山灰層 の上部

まで入 り込んで撹 乱 していた。これは文化層 と認定 され る面 までには到達 していなかったが、やや上部 に

包含 されていた遺物には影響 があった と考 えられ る。 この部分 の石器 の集 ま りを第1ブ ロ ック と呼称 して

調査 を行 った。畑境 界溝の東側 の山林地帯 も調査 したが、遺物 は皆無 であった。 また、緩斜面上部 の東側

もテフラ層 内を調査 した ところJ-10区 ・K-11区 ・K-9区 において石器群 の集ま りを検 出 した。 これ

らの集 ま りは現象的に4か 所 の群 に別 れているために、第2～5ブ ロ ック と呼称 す るこ ととした。層位 的

には、黒色土漸移層 よ り30cm下 位 の褐色風化火 山灰層 中位 にある。 第1ブ ロックか ら第5ブ ロ ックまです

べ て同___.層準 であ り、一時期 の単一文化層 として捉え られ る。

出土石器総数 は530点 で、 その88%が 二次加工痕 のない剥 片 ・砕片 である。石材 は、頁岩系の石 器が22

点、黒曜石2点(礫 石 器 ・台石 除 く)の み で、他 は全 て安 山岩 でその比率 は約96%で ある。 この うち黒曜

石 は第2ブ ロ ックよ り2点 、合 計3.19の 小剥片であ った。出土層準 も掩 乱 を受 けた上層 よ りの出土 で、

縄文 時代 の可能性 も大 きい ため、本 時期か らは 除外 したほ うが良 い と考 えてい る。また、頁岩系 の石器 は、

すべ てが製 品 もしくは刃器状剥片であ り、石器製作が行 われた痕跡 もない。 したが って、本石材 は製 品 と

して運 び込 まれた ものであ る と考 えて差 し支 えないだ ろう。安 山岩 は、本遺跡が所在す る丘陵一特 に南に

接す る大 明神 丘陵一 に転石 としてテフラ層 内に多数産 出す るこ とが確かめ られてお り、い わば地 元の石 材

とい える。 これに対 して頁岩系石 材は、当地 区(北 信 濃)に おいては産 出しないので、 北 に 接 す る津 南

(越後)方 面に産 出す るので はないか と思われ る。 ここでは、地元石材安 山岩に対す る搬 入石 材 として頁岩

系石 材 を位置づ けておきたい。 トトノ池南遺跡の石器群 は、地元石材 の安 山岩 によって製作 された製品 と

剥片類、お よび ご く少数の頁岩系製品の集合 といえる。

なお、本報告 までに第1・2ブ ロックの内容 について、充分 な整理作業 を行 うこ とがで きなか ったため、

個々の石器 の詳細な検討 を行 って いない。

出土 した石器 の各ブロ ック毎の集計表 は以下の とお りである。

ブロック ナイフ形石器 掻器 彫器 削器 (刃器) 剥片・砕片 石核 礫石器 台石 計 %

1 0 12 1 5 (7) 259 3 2 1 290 55

2 0 5 0 1 (1) 151 3 0 1 162 31

3 1 4 1 0 (1) 17 0 2 1 27 5

4 0 2 1 3 (6) 22 0 1 0 35 7

5 0 0 0 1 o) 14 1 0 0 16 3

計 1 23 3 10 (15) 463 7 5 3 530

% 0.2 4 0.6 1.8 3 87 1.3 1 0.6 100

表1旧 石 器 集 計 表
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図5旧 石器暗代遺物分布図1:250
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図6旧 石 器 時 代 遺 物 分 布 図1:125
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B第1ブ ロ ッ ク(図7・8)

H・1-11・12区 に位 置 し、西側 を溝に よって破壊 され ているが 、9×5mの 楕 円形 を呈す る範 囲内に

まとまっている(図7)。 集 中部は、径4mの 範 囲で粗密は ある。西側破壊部分 に接す る地点で もま とまっ

て出土 しているので、本来の集中部は も つと広 がる可能性が ある。 出土層準 では最大40cmの レベル差が あ

るが、上部 にお いて掩 乱 を受けてい るので多少上方へ移動 した結果 であろ う。層位的には漸移 層か ら出土

している。本来的 な文化層は褐 色風化 火山灰層 中位 で、漸移層 よ り15～30cm下 位付近 にあると考 えられる。

石器総点数 は290点 で、石 材には安 山岩が大部分 を占め る。二次加工 を施 した製品類は、中心部の西側

と東側 に別 れてま とまってい る傾 向があ り、特 に西側の ま とま りは掻器 を中心 として、他 に製 品 として運

び込 まれた頁岩系 の石 器が集中 してい る。剥片 ・砕片類は出土石・器の89%を 占め、整った刃器状剥 片 もあ

るが、石器 製作 を行 った接合 す る剥 片 も多い(図8)。 接合 関係 の動 きではブ ロック西側部分 を中心 として

い ることか ら、この付近 が石器 製作 の場 と考 えるこ とがで きる。台石 は、ほぼ原石 にまで復元 された接合

資料242～252の 固体 資料付近 よ り出土 し、その破片は約3m離 れた地点 より接合 している。礫石器 は178

・180よ りさらに西 の部分 に2点 が ま とまって出土 している(図8) 。

出土石器 には、掻 器 ・彫器 ・削・器および礫石器 ・台石 な どがある。

C第2ブ ロ ッ ク(図9・10)

第1ブ 『ロック北東約10mに 位 置す る。J-9区 を中心 として出土 した石器 集合で、5×4mの 範囲 をも

つ(図9)。 第1ブ ロック同様 に上層が撹乱 されてお り、レベ ル幅は 、49cmあ る。

出土石器総数は163点 で、遺跡全体 の31%を 占め る。石材 では、頁岩製の石器が4点 のみで、他 はすべ

て安 山岩が 占め る。黒曜石製 の小剥片2点 は前記 した とお り除外 したほ うが よさそうであ る。掻器 は5点

出土 しているが、中心部分 に まとまる傾 向が ある。その他 の石器は石核 ・剥片 で占め られ、接合す る石器

も多いこ とか ら石器 製作 を行 った製作趾 であ ると考 え られ る。

現在 までの ところ、接合 した石器は2・3点 の接合例が 多いが、その接 合分布はブロ ック内全体 に及ぶ

(図10)。 また、第1ブ ロ ック出土石器 と接合 関係 のある石 器 も2例 あ り(図6)、 今後 の検討 ではか な りの

ブロ ック間接合があ るもの と考 え られ る。

D第3ブ ロ ッ ク(図11)

J・K-11区 に またが って検 出された石器 の集 ま りで、総 点数27点 と少な く台石状の礫 を中央に、2×

2mを 中心 とした範 囲である。本地区は漸移層 まで しか掩 乱 を受 けてお らず、比較的良好 な包含状態であ

った。

出土石器は、ナイフ形石器 ・掻 器 ・敲石 な ど8点 あ り、出土総数27点 の約30%と 製品は多い。石 材は、

頁岩系の製品2点 以外 は安 山岩であ る。 また、接合 資料 は1点 のみ で、剥 片 も比較的形状 の整 った刃器状

剥片が 多い。なお、ナ イフ形石 器は欠損 品であるが、本遺跡唯.__.の資料であ る。

E第4ブ ロ ッ ク(図12)

第2ブ ロックの東約5mに 位 置 し、径約4mの 範囲に36点 出土 した ものである。遺存状態は良好 で、出

土層準のバ ラツキは少 ない。出土石器 は、掻 器 ・彫器 ・削・器 ・刃器状剥片 ・礫石器が計5点 出土 し、他は

安 山岩の剥 片である。接合 資料 も若干存在す る。
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図7第1ブ 『『ック遺物分布図1:80(番 号は石器実測図番号)
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図8第1ブ ロック石器接合分布図1:50(番 号は石器個体番号)
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図9第2ブ ロ ッ ク遺 物 分 布 図
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1:50(番 号は石器実測図番号)



・図10第2プ ロ ヅ ク石 器 接 合 分 布 図
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1:40(番 号は石器個体番号)



図11第3プ ロツク遺:物分布図1:50(番 号は石器実測図番号)
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図12第4ブ ロック遺物分布図1:50(番 号は石器実測図番号)
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図13第5ブ ロ ッ ク遺 物 分 布 図1:50(番 号 は石 器実 測 図番号)
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F第5ブ ロ ッ ク(図13)

第2ブ ロックの東側約7mに 位 置す る。 まば らな出土状 態で、4×3mの 範囲であ る。

石器 は、1母 岩 の接合資料が中心 で、総 点数16点 中5点 以上が石核 に接合 す る。

G頁 岩系 石器・の出土状 況(図14)

客体 的に出土 した22点 の頁岩 系石器 の出土状態 につ いて触れ る。第1ブ ロ ックでは、二次加工の施 して

あ る石器が3点 、刃器が8点 の計11点 出土 している。ブ ロック内での位置 は、西側 に まとまる群 と東側 に

まとまる群 とが あ り、他 の石器集 中密度 とほぼ重 なる。第2ブ ロックは、掻器 ・刃器各1点 出土 している。

ブロ ックの端部にあ り、特別 な位置 を占めて いない。第3ブ ロ ックでは、破損 したナイフ形石器 と刃器 各

1点 が 出土 してい る。ナイフ形石器 はブロック端部にあ り、か ろ うじて第3ブ ロ ックに位置す るよ うな場

所 であるが、刃器 はブロ ック中央部の台石に接 して出土 している。第4ブ ロックでは削器2点 、刃器5点

の計7点 出土 している。集 中す るこ とはな くまば らな出土位置で ある。

H接 合 状 況(図8・10)

接合作業 は完了 していないので、現在 までに接合 した資料の うち主要 な もののみについて簡単 に触れ る

こ ととす る。

(1)第1.ブ ロック

固体 資料1(PL36-2)39+43+178+180サ イコ『ロ状 に分割 され々石核 で、流理組織 の発達 によ り剥

離面は明確 でない。側 縁に 自然面 を残す こ とか ら単一 面のみか らの剥片剥 離作業 を行 なった もの と思われ

る。

固体資料2(PL36-3)242+243+245+245+247+248+249+250+253ブ ロックの一 か所 に まとま

って出土 した資料で、分割礫が ほぼ接合 した ものである

固体資料3(PL36-4)47+76+79+182+183+289石 核 に接合 した資料であ る。流理組織が発達 し

ている。 固体 資料1・4と 同一母岩の可能性 がある。裏面は 自然面 を残 し、側面には90度 横か ら石核調整

が加 えられてい る。

固体 資料4(PL36-5)24+152石 核 と剥片各1点 の接合 である。流理組織が発達 して いる。剥片は

先端が細 くな る柳葉形 を呈 してい る。下端か らの調整は認め られ るが、剥 片剥離 を行 な った形跡はない。

固体 資料9と 同一母岩の可能性 がある。

(2)第2ブ ロック

固体 資料1(PL36-6)78+91+101+102+108+109+148分 割礫 で、石核 を2点 含む接合・資料で あ

る。下端部 の接合資料 は、 白く風化 した軟質の安 山岩で意図的に除去 した ものであろ う。石核 は、1点 刃

器状剥片 の接合があ るが、長 さ4.2cmの 寸詰ま りの剥片で、2・3の 剥離面のみで 目的 となる剥片 を作 出

した形跡は ない。

固体資料2(PL36-8)58+80+90+140自 然面 を多 く残す全長16.5cmの 大型の剥 片で、90+80が

一枚の剥片で
、58+140が その次に剥離 され た剥片である。剥離面は180度 反対方向か らの剥 離が残 り交

互 に剥離 されたこ とが窺 える。下端部 の側縁 に剥 片作 出面が存在す るので、打面再生剥片 と思 われる。

固体 資料3(PL36-9)95+119+124+149+161+168+77+88扁 平 な礫 をスライス状 に剥離 して

い った もので、縦長の剥 片は作 出されていない。打面調整 もなされておらず、上 ・下端交互に剥離 してい

る。
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図14頁 岩系石器分布図1:80(番 号は石器実測図番号)
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2出 土石器の概要

A石 器 器種(図15)

本遺跡か ら出土 した石器 を、ナ イフ形石 器 ・掻器 ・彫器 ・削・器 ・刃器 ・剥 片 ・砕片 ・石核 ・礫 石・器 ・台

石 に分類 した(図15)。 これ らの分類は、統一 された概念 ではないが 、加工技術 ・形態上か らの分類 した も

の である。なお、刃器 につ いては、本遺跡では頁岩系の二次加工 の認め られない剥片 を刃器 としている。

前項 で触れて きた ように、本遺跡 出土 の頁岩系の石材 は全体 の4%に 相当す る22点 で、その うち製 品は7

点 であった。他の15点 の頁岩系石材 は、小剥離痕 を有す る剥 片ない し形状の整つた刃器状剥片(石 刃 と呼

べ るもの であるが、本稿 では縦長剥片 の形状 の整 った もの を刃器状剥片 と呼ぶ こととす る)で 、石核 は も

ちろん石器製作 において生 じる石核調整 ・打面調整剥片は まった くなか った。 この ことか ら頁岩系剥片 は

すべ て製 品 として搬入 された もの と考 え 、 『刃器』 として他 の剥 片 と分離す ることとした。 なお 、安 山岩

製の剥 片にお いても刃器状剥 片が多 く出土 しているが、具体 的に区分す る作業 を行 わなか ったため に.__.括

して剥 片 として報告す る。

(1)ナ イフ形石器

本遺跡 か らは1点 のみの出土であ るため、形状 ・技術上 の特徴 について傾 向 を述べ るこ とが で きない。

第3ブ ロ ックか ら破損 品1点 が出土 してい る。石材 は頁岩系で、安 山岩 は多量に出土 したに もかか わ らず

本器種 は1点 も認 め られ なか った。

(2)掻 器

本遺跡の製品で中心 をなす器種であ る。第5ブ 『ロック以外の全ブ ロックか ら2点 以上 出土 し、特 に第1

ブロックか らは12点 出土 している。石 材は23点 中、安 山岩20点 、頁岩3点 である。形状 は縦長剥片 を基本

とし、端部に厚 形整形 を施 したエ ン ド ・ス クレイパーが主体 であ る。大 きさは、長 さ7cm、 幅3cm、 厚 さ

2.5cmを 平均 とした大型の一群(a)と 、長 さ7cm、 幅2cm、 厚 さ2cmの 細 身の一群(b)、 長 さ5cm、

幅1.5cm、 厚 さ1cm前 後 のやや小型 の一群(c)が 存在す る。 また、剥片 の両端に刃部 を設け た複刃掻 器

も2点 出土 してい る。

(3)彫 器

樋状剥離 の加 えられた一群 を彫・器 としたが、定型 的な もの はな く、やや躊躇す るものが 多い。第1・3

・4ブ ロ ックよ り各1点 出土 している。すべて安 山岩製 である。

(4)削 器

剥 片の縁辺 に二次加工 を施 したサ イ ド ・スクレイパー と呼称 され る石器 を一括 している。長 さ10cm以 上

の大形の ものが 多い。形状 も逆三角形 をしたいわゆ る尖頭状 の形態 をとる定型的な例 も多い。第1・2・

4・5ブ ロックよ り合 計8点 出土 している。石材別 では、安 山岩4点 、頁岩6点 である。

(5)刃 器

頁岩系の剥 片を一括 した ものであ る。すべ て形状の整った縦長剥片で、刃 こぼれ と思われ る小剥離痕 を

とどめ る資料 も多い。すべ て製品 として使用 された もの と考 え、剥片 とは分離 してい る。

第5ブ ロック以外のすべ てのブ ロックか ら合計15点 出土 している。

(6)剥 片 ・砕片

本遺跡出土石器 の88%に あたる463点 が出土 している。すべ て安 山岩で、接合す る資料 も多い。打面調

整 され た石核 よ り剥離 された ものがほ とん どを占め るが、まれ に 自然面 を残 した打面 もある。 これは、石

核調整 ・打面調 整に伴 う剥片 であ り、不定型 な剥片が多い。 また、刃器(石 刃)と すべ き剥片 も多 く存在
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図15石 器 器 種
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す るが、安 山岩 につ いて は接合資料 ・母岩別資料 を通 して剥 片剥離 技術 を究 明できる可能性 が あ り、報告

段階では これ らの作業 を完結 させ るこ とが不可能であったために今後 の研究課題 としてお きた い。

(7)石 核

石 刃石核 で、7点 出土 している。 また、第1ブ ロックではサイ コロ状 になった資料が接合 して石 核 にな

る資料が出て きてお り、最終的 には もう少 し増 えるか もしれない。石核 に接合す る剥片 も多い。

(8)礫 石器'
り

新堤遺跡 と同様 に、礫 を使用 して敲 石 ・磨石 とした もの を一括 した。明確 な痕跡 を留めない ものや、2

種類以上の機能の可能性 があ るもの もあ り、個別資料で検討 する もの としてここでは器種 としては礫石 器

とす る。第1・3・4ブ 『ロックよ り計5点 出土 してい る。

(9)台 石

人頭大 の扁平 な石 を搬 入 して、台石 として使用 された と考 えられ るものである。第1～3ブ ロックよ り

各1点 出土 している。ブ ロック内でのあ り方 は、台石 を中心 として石器が分布す る傾 向があ り、作 業に伴

うものであろ う。

B第1ブ ロ ッ ク 出土 石 器(図16～ 図22)

(1)掻 器(図16～ 図17-13)

本ブ 『ロックか らは、12点 出土 してい る。石材 では10点 が安 山岩、2点 は頁岩であ る。

1は 縁辺 がほぼ平行す る縦長の刃器状剥 片 を素材 とし、やや分厚 い先端部 に刃部 を作 出 して い る。刃部

の正面形態は円形 を呈 し、断面 はオーバーハ ングしてい る。

2は 両端 に刃部 を作 出 した複刃掻 器であ る。基部側の刃部 は全体 に及んでいない。下端部の 刃部 はほぼ

円形 に作出 されてお り、やや左刃 となってい る。使用のためかかな りオーバ.___.ハングしている。

3は 、基部側 が右か らの剥離 でス ポール状に剥取 られてい るが、第一次剥離面か ら見 る限 りわずか であ

る。ほぼ円形な刃部 を作 出 している。

4は 、頁岩製のエン ド ・ス クレイパーで、表皮 を一部に残す ものの、縦長の形態の整 った剥 片 を素材 と

している。基部側右側縁 には調整加工が加 えられて形状が整 えられている。刃部は、比較的幅が狭 いが 、

細か な調整 によって作 出され ている。

5・6は 、接合 資料 で長 さ8.4cmの エ ン ド ・ス クレイパー とな った ものである。接合面 は、正面稜か ら

の加撃 で欠損 したものであるが 、意識的な ものであるのか どうかは っきりしない。刃部 は荒い調整加工 で

作 出され 、左側縁には細か な リタ ッチが認め られる。

7は 破損 品で、端部 にやや簡単 に刃部が作 出されている。

8は 、前記掻 器に比べ細 身のエ ン ド ・ス クレイパーで、刃部 も細かな加工で作出 されて いる。刃部側両

縁辺 には、小剥離痕 が認め られる。

9も8同 様 に細身のエ ン ド ・ス クレイパーである。刃部は荒い剥 離によって作出され 、端部 に細か な加

工 を3回 施 して仕上げている。10は 小型のエ ン ド ・スクレイパーで、長 さは5.2cmを 計 る。

11は 、頁岩製 であ る。基部側右側縁部に細かな リタッチが施 され、刃部 もきわめて細か な加 工 を4回 ほ

ど行 って作 出 している。その形状か ら掻 器 としたが 、刃部の加工 が厚形整形 とはいえず、削器 としたほ う

が妥当か もしれない。

12は 小型掻器 で、ほぼ平行す る刃器状剥片の端部 に刃部 を作出 した ものであ る。流理構造の発達 した安

山岩 で、刃部 は特に不明瞭 となっている。

13は 、横長 の剥片 を素材 とした もので、正面には多 くの 自然面 を残す。刃部 は、端部に厚形 整形 を施 し
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て作出 している。

以上の掻器 の うち1～12は 縦長の刃器状剥 片であ り、石刃 技法 によって作 出され た剥片であ る。13の み

横長剥片であ るが、お そ らく石核調整時 に作出 された調 整剥 片 を使用 した ものであろう。

(2)削 器(図17-14～ 図18-18)

5点 出土 してい る。

14は 、頁岩製で、基部側 が剥落 欠損 している。右側縁 に不揃 いな二次加工 を施 してい る。

15は 、長 さ9.7cmを 計 る縦長 の刃器状剥片 を素材 としてい る。先端部 は、摂理 ・流理構造の発達 に よ り

荒れている。刃部は左側縁 の基部側 に作 出され る。

16は 、基部側が数回にわたって加撃 されているこ とか ら折取 った もの と考 え られ る。形状は先端 部が尖

頭状 となっている。二次加 工は、右側縁 の基部側 と先端部側 にそれ ぞれな されている。

17は 、形状が16と 酷似 してい る。基部側 は16よ りさ らに丁寧に調 整加工 して形状 を整 え、刃部は先端部

に両面に加工 を施 し、尖頭状に仕 上げてい る。16は 素材 を うま く利用 して尖頭状 の削器 にしてい るの に対

し、17は 素材 をかな り変 えて16に 近 い形の尖頭状 の削器 に してい る。

18も 形態は尖頭状 の削器 である。頁岩製で、摂理面 の打面か ら剥離 してい るが 、やは り摂理面に添 って

剥離 して いる。そのため剥片の形状は横長状の不定形 な剥片 となってい る。二次加工は正面稜 線か らの加

撃が側縁か ら加 えられている。裏面側 には小剥 離痕が認め られ る。

(3)彫 器(図18-19)

1点 出土 している(19)。 基部側 を少 し欠損す る。彫刻 刀面 は左側縁に上端 お よび下端の両方か ら作 出さ

れ る。上端か らのフルーテ ィングは、第一次剥離面に対 して鋭角 になされ るために鋭 い刃部 となっている。

基部側か らのファシッ ト面は鈍角 である。 また、末端 面には細か な加工が施 されている。石 材は、風化の

著 しい安 山岩 である。

(4)刃 器(図18-20～ 図19-26)

頁岩系の刃器状剥片 であ り、7点 出土 している。

20は 先端部 を欠失す るが、縁辺が平行す る整 った剥 片である。基部側に簡単な リタ ッチが認め られ る。

21は 、基部 が欠失す る。3回 ほ どの剥離が観察 され るため、折取 ったのか もしれない。22は 、11.8cmを

計 る大形の剥 片で、縁辺に は小剥離痕 が認め られ る。21も 細身の縦長剥片 であ る。

24は 、やや 黒色 を呈す る頁岩系の石材 で、裏面基部側 一部 は剥落 している。 また、先端部 も欠失す る。

25・26は 先端部 が欠失 している。

(5)剥 片(図19-27～ 図22)

前項 の刃器 と同様 に、形状 の整 った剥 片 も多い。27は 両縁辺 が平行す る刃器状剥 片で、全長は10・6cmを

計 る。基部の表裏に加工 を施 してバルブ を除去す る とともに、 ノッチ状 の形状 を呈 している。18～38も 比

較 的整 った形状の刃器 状剥 片で、企画的な剥 片 とい、える。32・33・35・36は 流理構造 の発達 した安 山岩で・

剥離面が不 明瞭 とな ってい る。41～43は 接合資 料 である。図22-1・2は 、第1ブ ロ ック ・第2ブ 『ロック

の接合 で、両設打面の石核か ら交互 に剥離 されている。

(6)礫 石器(図22-44)

2点 出土 しているが、1点 図示 した。 白っぽい砂岩系の石 材で、拳大 の扁平な礫 である。縁辺周囲に凹

凸があ り、部分的 に 打痕 、す り面が ある。 また、全体的 に丸み を帯 びてお り、摩耗 している。

(7)台 石(PL35-4)

20×15cm、 厚 さ5cmの 扁 平な台石 である。敲 打痕 な どは特に観察 され ないが、台石上 は使用に よるため

か平坦 な面 となっている。
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図16第1プ ロ ヅク 出 土石 器123
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図17第1ブ 『ロッ ク 出土 石 器223
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図18第1ブ ロ ック 出 土石 器323
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図19第1ブ 『ロ ッ ク出 土石 器423
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図20第1ブ ロ ッ ク出 土石 器523
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図21第1ブ ロ ッ ク 出土 石 器623
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図22第1・2ブ ロ ッ ク間 接 合 資料 ・台 石23
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C第2ブ ロ ッ ク(図23～ 図27)

(1)掻 器(図23)

5点 出土 して いる。

1・2は 、折損 した剥 片が接合 した もので、形状の整 った刃器状剥 片 を素材 としている。刃部は、やや

右傾 している。

3・4も 同様 に折損 した ものが接合 してい るが 、打面調整の なされていない石核か ら剥離 されて いる。

形状は不定形 で、正面側に は上下両面か らの剥離面が存在 して いる。刃部は、下端部 に浅めの剥離 で作 出

されてい る。右側刃部 は欠損 している。

5は 細身のエ ン ド ・ス クレイパーで、先端部 に刃部 が作 出され る。

6は 、流理構造の発達 した安 山岩製で、先端 部の全周に刃部が作 出されてい る。

7は 、頁岩製の大形品であ る。第1次 剥離面は、摂理 面で段差 をもって剥離 されている。やや突 出 した

基部側 は裏面か らの厚 形整形に よって掻 ・器的 な刃部 を形成す る。正面側 は、:横長剥 片先端部 には細か な リ

タッチが認め られ、側 縁部 に刃部が形成 されて いる。横長 の削器 とも考 え られ るが、図下端部 の部分的 な

厚 形整形によ り掻器 としてお く。

(2)削 器(図25-20)

頁岩製の大 形の製 品である。正面に 自然面 を多 く残 して いる。刃部 は先端部の第一次剥 離面側 に正面か

らの加工に よって作 出され ている。 また、基部側 には調整加 工が加 え られている。

(3)刃 器(図24-8)

1点 出土 してい る。正面右側 は 自然面 と思われる。形状 は整 ってい る打面は細か に調 整 されている。 ま

た、第.__.次剥離面が正 面側 に達 してお り、石核 に急角度 で打撃 を加 えたために抜け切 れなかった結果 であ

ろ う。

(4)剥 片(図24-9～ 図26)

本 ブロ ックで も出土 した剥 片は多いが 、一部のみ を掲載 した。第1ブ ロックのよ うに大 形の剥片 は少 な

いが、中形 の形状 の整 った刃器状剥 片が多 く出土 している。細か く整理 ・分類 していないが、9・12例 の

ように端部 が尖頭状 になる資料 と、11・13・14の ように薄 く幅広 となる資料がある。いずれ も打面調 整が

行 われてい る。18・19は 接 合資料であ るが 、バルバースカーが折損面 には入 り込む よ うに なってお り、剥

片剥離時に下端 に突 き抜け る営力 と折 損面に突 き抜け る力の両方へ分散 した結果 と思 われ 、製作 時に既 に

折損 したもの と思われる。21は 重量のあ る大形 品で、石核 の打面再生 に伴 う剥 片である と思われ る。正 面

には打面調整の剥離 面が あ り、図右側 縁には2回 の剥片剥 離が行 われた面が存在 している。22～25は 接合

資料 で、や は り打面再生剥 片 と考 え られ る。

(5)石 核(図27)

3点 出土 して いるが、2点 を図示 した。

27は 、裏面 の状態か ら大 きな原石 を分割 した石核 と思 われ る。下部 に 自然面 を残 している。剥 片剥離は

もっぱ ら正面 に限 られ、接合 した26例 のように小形 の剥片 を作出 している。側面は石核調整剥離面 を とど

めてい る。

28は 、幅広 の長方体 を呈す る。上 ・下両設打面 を有 しているが、下端か らは企画的な剥片 を作出 した形

跡は伺 えない。

もう1点 は、第2ブ ロック固体 資料1の 資料で、前記 してある。
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図23第2ブ ロ ッ ク出 土 石 器12.3
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図24第2ブ 『ロ ッ ク出 土石 器223
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図25第2ブ ロ ッ ク出土 石 器32.3

-99



図26第2ブ ロ ッ ク出 土 石 器423
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図27第2ブ ロ ッ ク出 土 石 器523
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D第3ブ ロ ッ ク(図28～ 図37)

(1)ナ イフ形石器(図28-1)

珪 質頁岩製で、胴 中央部 よ り先端部 を欠 く。第一 次剥 離面の下端部 を基部 として、基部 周辺 か ら左側 縁

の部分 にブ ランテ ィングを施 している。正面には稜部 よ り調 整加工 が施 されている。 また、正 面の先端側

には摂理面のために剥落状 になっている部分 もある。

(2)掻 器(図28-2～5)

4点 出土 して いる。

2は 、形状 の整 った剥片 を素材 とし、端部 を中心 として刃部が作 出 されている。緻 密な安 山岩である,,a

一部流理構造が発達 している。

3は 、横長 の剥 片 を素材 とし、その両端部に刃部 を作 出 したいわゆ る複刃掻 器である。打面側正 面 に 自

然面 を残 してい る。

4は 、やや小 形のエ ン ド ・ス クレイパーであ る。基部側 を少 し欠失す る。二次加工 は先端部のみ に行 わ

れ、比較的簡単な加 工 を施 してい る。5は 、基部側 が欠失 す るエ ン ド ・ス クレイパ ーで、刃部形態 は円形

を呈す 。刃部 は急斜度の加工 が行 われている。

(3)彫 器(図28-6)

1点 出土 している。縦長剥片の下端 を折取 り、左側縁部の上下両端か らフルーテ ィングが加 え られてい

る。いずれ も形状が大 き く変化す るほ どの剥離 でない。 中央部には加工が届かず 自然面 を残 してい るが・

浅 い剥離であ るこ とと考 える と、 自然面除去 を目的 とした加工であ るのか もしれ ない。

(4)刃 器(図28-7)

1点 出土 してい る。整った形状 を呈 し、正面右側縁基部側 には、刃 こぼれ と思 われ る小剥離痕 をとどめ

てい る。頁岩製。

(5)剥 片(図29～ 図31-21)

剥 片の大部分 を図化 してい る。7cm以 上 の中形か ら大形 の剥片が 多い。8～10・12・16・17は 形 状の整

った刃器状剥 片である。16・17は 接合 している。19は 、石核 の下端部 まで突 き抜 けたもので、両設 打面の

石核 であった と思 われる。20は 石核調 整剥片 であろう。21は 、打面調整 に伴 う剥 片か もしれない。

(6)礫 石器(図31-22)

拳 大程度の扁平 な礫 を使用 して いる。両端面 に敲 打状の潰れ痕が認め られ る。敲石 の機能 を有 したもの

と思 われ る。

E第4ブ ロ ッ ク(図32～ 図37)

(1)掻 器(図31-1・2)

2点 出土 している。

1は 、基部側が薄 く先端 部が分厚 くなっている剥片 を素材 とし、その先端部 にほぼ直線的な刃部 を作 出

してい る。なお、左側縁部には調 整加工が加 えられて整形 されてい る。

2は 、分厚 い縦長剥片 を素材 とし、その先端部に刃部 が作 出されてい る。正面側 の稜線か ら大 きな加工

を加 えておお よその形状 を作 り、のち裏面側か ら特に左側 に刃部 を作出 している。

(2)削 器(図33-7・ 図36-24・ 図37-26)

7は 、長 さ13.8cmを 計 る大形 品であ る。正面側に 自然面 を多 く残 してい る。二次加工 は鋭 い先端部 に集

中して施 され、裏面側 はやや不規則な二次加工が右側 縁に施 されている。
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24は 、重量 のある剥片 で、正面左側縁 に二次加工が加 え られ ている。

26は17cmを 計 るさ らに大形品であ る。裏 面側 に 自然面 を残 し、第.__.次剥離面 を正面 として加工 が施 され

る。素材 は横長剥 片で、基部側に面的加工 を施 してお り、片面加工 の尖頭器に も似 た形状 を呈す る。上 ・

下端部 には、それ ぞれ樋状剥離様 の加工 に よって尖頭状 に仕上 げて いる。削器 として分類 したが 、尖頭状

石器 としてお くのが妥当か もしれない。

(3)彫 器(図33-9)

分厚 い剥 片の下端部 を折取 り、 その右端部 よ りフルー ティングが加 えられている。基部側裏面 は、左側

縁か ら、1回 の平坦 な剥離 を施 してやや 器 肉を{く している。

(4)刃 器(図32-4～6・ 図33-8)

4点 出土 してい る。いずれ も打面調整がな されている剥片 で、形状が整っている。8の み下 端部 を欠失

す る。なお、5～8は 黄褐色 を呈 したやや 軟質の頁岩 で、同一母岩の可能性 がある。

(5)剥 片(図33-10～ 図36-25)

大半の資料 を図化 した。10は 彫器 と接合 した剥 片である。流理構造に よ り剥離面が不明瞭 となっている。

11は 、縁辺が平行す る刃器状剥片で、正 面側 には180度 反対方向か らの剥離面が観察 され る。12は 細身で

あるが、断面台形状のやや角張 った剥片であ る。13は 、下端 に 自然面 を少 し残 して いる。石核 の末端面 と

思 われ る。打面は小 さい。14は 、多方向か らの剥離が観察 され る。18は 、正面先端部の稜部 に調 整痕が認

め られ る。19～22は やや不定形 な剥片であ る。21・22は 接合・す る。23～25も 接 合資料であ る。24は 大 きな

石核か ら剥離 された剥 片で、その後23・15が 剥 離され る。 いずれ も24が 剥離 された第一 次剥離 面め下端部

か ら、23、15と 順次剥 離 される。24の 正面側 は、多方 向か ら加 工が加 えられ 、特に左の側縁部 は刃部作 出

を目的 とした二次加工 が加 え られてい る。削器 としての機能が考 えられ る。23・24は その調整加工 に伴 う

剥片 であ る と考 えられ る。

F第5ブ ロ ッ ク(図38～ 図40)

(1)削 器(図38-1)

基部側 を欠損す る。正 面左側縁 に細かな リタッチが施 されてい る。

(2)剥 片(図38-2～ 図39)

2は 、大形の刃器状剥 片 と思 われ るが先端部 の大半 を欠失す る。3は 、自然面 を残す不定形 な剥片 であ

る。4も 先端部 を欠失す る。5・6・7・9・10は 、石核8に 接合 した剥片である。5は 打面再生剥片で、

正面 には多方向か らの剥 離面が存在 してい る。6・7は5の 打面再生剥片が作 出される以前に作 出され た

もので、いずれ も表面に近 く、石核調整剥 片 といえる。10・9は 、6・7の 剥 片 と反対方向か ら作 出され

た もので、まず10が 剥 離 され 、90度 横か ら9の 横長剥片が剥 離 されている。

(3)石 核(図39-8)

広 い打面 を有す る、円錐形 の石核であ る。下端部 に自然面 を残 し、全周に剥 片剥離面 を とどめて いる。

前記剥片 の接合か ら、ほ とん ど目的的な剥 片剥離が行われていない。剥片はいずれ も不定形な剥 片であり、

企画的 な刃器の作出はない。
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図28第3ブ ロ ッ ク 出土 石 器122
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図29第3ブ ロ ッ ク 出土 石 器223
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図30第3ブ 『ロ ッ ク出 土 石 器3

-106一

23



図31第3ブ 『ロッ ク 出土 石 器423
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図32第4ブ 『ロッ ク 出 土 石 器123
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図33第4ブ ロ ッ ク 出土 石 器223
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図34第4ブ ロ ッ ク 出 土石 器323
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図35第4ブ ロ ッ ク 出土 石 器423
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図36第4ブ ロ ッ ク 出土 石 器512
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図37第4ブ ロ ッ ク 出土 石 器623
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・図38第5ブ ・ロ ッ ク 出 土 石 器123
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図39第5ブ ロ ッ ク 出土 石 器323
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図40第5ブ 『ロッ ク 出 土石 器212
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3ト トノ池南遺跡の石器群 につ いて

(1)石 器 と石 器組成 について

五 ブ ロックか ら検 出された石器群 は、層位 的に も接合関係か らも同時期 における石器群 と考 え られ る。

母岩別分類 を充分 にお こなえば、第1・ 第2ブ ロ ック間の接合 資料 は さらに増 える もの と思われ る。なお、

第3～5ブ ロ ック出土石 器につ いては出土総量 の少 ないこ ともあ り、今後 の再整理 にお いて も接合す る可

能性 は少 ない。

本稿 では、遺跡 の内容 については上 記理 由か ら今後 の課題事 項 としてお き、器種 と石 器組 成につ いて整

理す るこ とを 目的 とす る。

各 ブ ロックか ら出土 した石器 、特 に二 次加工 を施 してあ る石 器に注 目す れば、掻 器が最 も多 いこ とが注

意 され る。第5ブ ロ ック以外か ら計23点 出土 している。ナ イフ形石・器 ・掻 器 ・彫器 ・削器 ・刃 ・器の総数50

点の46%を 掻器が 占め るこ とにな る。逆 にこの時期 に主体 もし くは多 くを占め るであろうナイフ形石器 は、

第3ブ ロ ックで出土 した1点 のみであった。 もともと当地方では、ナイフ形石器が他 の器種 を圧倒 す るほ

ど出現 した遺跡や時期 は確認 されていないが 、1点 のみ とい うことは稀少過 ぎる感 じを受 ける。 また、彫

器につ いて も3点 と少 なか った。定型的ではないが 、縦長剥 片の縁辺 に平行 してフ ァシッ トが 入れ られ る

ことは共通 してお り、いわゆ る小坂型彫・器に類似す る ものであ る。削器 は、大型品が多いこ とに注意 され

よう。第1ブ ロ ックで出土 した安 山岩製 の削器2点 は、幅広 の剥 片 を素材 と先端部 が尖頭状 とな る形態 で

類似 してお り、 トトノ池南遺跡(型)の 削器 として特徴づけ られ る石器形態 であ る。刃器 は 、 『石 器 群

の出土状 態 』の項で記 した とお り、頁岩系 の石材 で、製品 として搬 入され た と考 え られる石器 を分類 した

もので、機械 的には石刃 と呼べ るものであ る。安 山岩製の剥 片のなか に も当然 「石刃」 は存在す るが 、少

図41各 ブロック出土石器組成一覧
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な くて も二次加 工 を施 していない剥 片に も 「製 品」 として使用 された(搬 入 された)こ とが、頁岩系 刃器

のあ り方か らいえるのでは あるまいか。

以上 の石器 は、第1～4ブ ロックにおいて石器組 成の面か ら、特に異質なブ ロックは見 当たらな い。(第

5ブ ロックにつ いては、出土量が少なか った こ とに よ り単純 に比較出来 ないこ とか らここでは触れ ない。)

第1～5ブ ロ ック出土石器 の総体が、 トトノ池南遺跡の旧石器時代の一時期 におけ る石器群 の集合 であ る

と考 えられ る。

(2)飯 山地 方 におけ る トトノ池南石器群の位置付 け

本遺跡が所在す る飯山地 方(長 野県飯 山市 ・下高井郡木島平村 ・同郡野沢温泉村 ・下水内郡栄村)は 、

長野県 の北部の飯 山盆地 を中心 とした地域 である(図42)。 隣接す る新潟県津南町 を含め、 旧石器時代 の遺

跡群 が比較 的密集 してい る。学史的には、栄村小坂遺跡(高 橋1962)、 同横倉遺跡(永 峯1957)の 発

掘調査 に よって当地方 旧石 器文化研 究の端 緒が示 され、飯 山市太子林遺 跡 ・関沢遺跡(飯 山市教委1981)、

お よび 日焼遺跡(飯 山市教委1989)・ 上野遺跡(飯 山市教 委1990)の 調査 な どによ り豊富な石 器群 が

明 らかに されて きている。現在 までの ところ、当地方 の旧石・器時代 の遺跡数 は38を 数 え、その うち内容が

ほぼ明 らか とな った遺跡 は約10か 所数 え られ る(表2)。 大 まかにはナイ フ形石 器 を組 成 す る石器群 と尖

頭器 を主体 とす る石 器群 に分 け られる。 また、 日焼遺跡の調査 によって、飯山1期 か らIV期 までの四時期

にわけ た試案 を提示 してい る(望 月1989)。AT以 下に含 まれる石器群 を予想 して1期 とし、以降ナ イフ

形石,器 ・尖頭器 ・細石器な どの特定石・器の組成 ・消長に よって編年 した もので、 日本 旧石・器時代区分 の大

枠 に当てはめ ようとした ものであ る。結果 的には南関東編年 と類似 して いる。AT層 に よる区分 も、 そこ

に画期 を求 め ようとしたの ではな く、飯 山地方 では現在 までの ところAT以 下の石器群が発見 されて いな

いこ とに よ り、便宜 的に区分 した ものであ る。

トトノ池南石器群 は、上記編年ではII期 のAT以 降のナ イフ形石器 を伴 う時期 におかれる。南関東編年

では、第VI層 か らN層 までに含 まれ るIc期 お よびII期 に相 当す る。 当地方において、この時期 に位置付

けている石器群 は、太子林(図42-20)、 小坂(図42-2)、 日焼(図42-16)が ある。

太子林石器群 は、ナ イフ形石器 ・掻 器 ・彫器 ・錐 ・局部磨製石斧 を組 成 とす る。剥片剥離技術 は、幼 児

頭大 もし くは分割礫 の石核 よ り、打面調整 ・石核稜調 整が加 えられ、長 さ10cm前 後 の剥 片が多 く作 出 され

る。石核 は90度 や180度 の打面転移 が行 われ るが、基本 的には単設打面であ る。石材は安 山岩 を主体 とし

全体 の95%以 上 を占め るが、製品は頁岩 ・黒 曜石 ・安 山岩が ほぼ均等に存在す る。

小坂石器群 は、ナイフ形石器 ・掻器 ・彫器 な どを組成 とす る。 とくに小坂型 と呼称 され る彫器や エ ン ド

・ス クレイパーは、石器群 のなかでナイフ形石器 とともに安定 した量 を占めてい る。剥片は10cm以 上 の大

型 品か ら6cm前 後 の中型 までそれ ぞれ__._定量あ り、整 った石 刃が 多い。石材には頁岩 ・黒曜石 ・安 山岩 が

用 い られ るが、製品は黒曜石 ・頁岩がほ とん どを占め る。

日焼遺跡 は、ヲウン ド ・ス クレイパー を製品の中心 として組 成す る石器群 で、 これに小型のナイフ形石

器 、エ ン ド ・クス レイパー が伴 う。拳大以下の比較 的小 さな原石 が用意 され、石刃石核 とは呼べ ず 目的に

よって各種 の剥片剥離技術 が存在す る。石材 は黒曜石が主体 で、安 山岩 も一定量存在す る。

以上 の三遺跡 につ いて、それぞれ製作 技術 ・石 器組 成に差が認め られ るこ とか ら、 これ を太子林 グルー

プ、小坂 グルー プ、 日焼 グループ として、各遺跡に代表 され る石器群 として分類 してお く・太子林 グルー

プ と小 坂 グルー プは、系譜 ・系統 としてナイフ形石器や彫器 ・掻 器お よび石刃製作の発展過程のなかで と

らえられ ると思われるが 、 日焼遺跡石器群 は各器種間 ・石核 に前記ニ グルー プ とは大 きな形態 ・技術変化

が あ り、系統 として とらえるには無理 があ る。む しろ尖頭器 を組成 とす るが 、石刃の手 ン ド ・スクレイパ

ー を多量 に出土 した上野遺跡(図42-21飯 山市教委1990a)の 石 器群 のほ うが、 よ り小坂 グループの
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系譜上にあ るように思え る。太子林 ・小坂 ・上野各石器群 は、地 元の安 山岩 を多 く使 用 し、製 品 には頁岩

・玉髄 といった東北系の石材 を持つ こ とに も共通す る。一方 、 日焼遺跡 も安 山岩 を用い るが、それ以上に

黒曜石 を多用す る ところに も大 きな相違点が ある。その ような観 点か ら トトノ池南遺跡の石器群 を概 観 し

た場合 、エ ン ド・スクレイパー を主体 とす る(石 刃)石 器群 であ り、 これに小坂型の範疇 に入 る彫器な ど

が伴 う点 など、組成上 か らは小坂 グルー プに類似す る。 また、石核調 整技術 は、90度 ない し180度 の打面

転移が若干認め られ、両設打面の石核 でない点は太子 グループに よ り類似す る。小坂遺跡では石 刃石核 は

検 出 されていないが、剥片 を観察す るか ぎ り両設打面 をもつ石核 をは じめ各器種 によってい くつかの石 刃

作 出技法が存在す ると予想 され る。 トトノ池南石・器群 の石材使用頻度は安 山岩が圧倒的に使用 され、 これ

に頁岩が加 わ る状況 は太子林 グループに似 る。以上 の諸点か ら トトノ池南石器群 は、太子林 ・小坂両 グル

ー プに類似 し、両 グルー プが石刃石器群 の発展的系譜上 に太子林→ 小坂 と位 置付 け られ るな らば 、その間

の石器群 で、エ ン ド ・ス クレイパー とい う定型化 した石器が主体 となってい る点で、よ り小坂 グルー プに

近 い石器群 と考 えられ る。 トトノ池南(石 刃)石 器群 につ いては、まだ 多 くの分析が残 されてお り、現時

点ではおお よその 目安 として提示 し、詳細 については今後 の検討課題 としてお きたい。
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「長野県下水内郡横倉発見のポイン ト」(『日本考古学協会第20会 発表要旨』)3

「長野県下水内郡小坂遺跡」 『日本考古学年報10』
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「横倉遺跡」 『長野県史考古資料編全1巻(2)北 ・東信』

「太子林遺跡 ・関沢遺跡」 『長野県史考古資料編全1巻(2)北 ・東信』

「北信濃関沢遺跡の石器群」(『 信濃第34巻4号 』)

「北信地域における尖頭器 を伴出した石器群について」(『信濃第34巻4号 』)

「信濃川流域における先土器時代包含層 と指標テフラとの層位関係」

『信濃第35巻10号 』

「飯山地方における新発見の先土器時代遺跡および資料」 『高井74』

『小沼湯滝バイパス関係遺跡発掘調査報告1』

「飯 山市 日焼遺跡の石器群」 『第2回 長野県旧石器文化交流会一発表要旨一』

「長野県 日焼遺跡」(『 日本考古学年報41』)

『小沼湯滝バイパス関係遺跡発掘調査報告II』

『千苅遺跡の研究』
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図42旧 石 器 時代 遺 跡 分 布 図1:75,000
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No. 遺 跡 名 ・ 所 在 地 発掘 主 要 石 器 文 献 ・そ の 他

1 天 代 ト ド 下水内郡栄村天代 トド 0 尖頭器 飯山北高地歴部OB会1979

2 小 坂 下水内郡栄村大久保小坂 ●
ナ イ フ 形 石 器 ・彫 器 ・掻 器
刃 器 ・尖 頭 器

局橋1962栄 村 教 委1976

中 島1982

3 仙 当 下水内郡栄村月岡仙当 O 剥片 飯山北高地歴部OB会1979

4 村 木 下水内郡栄村箕作村木 0 剥片 同上

5 横 倉 下水内郡栄村北信地蔵堂 ● 尖頭器 ・剥片 同上

6 東 大 滝 下高井郡野沢温泉村東大滝 ●
ナ イ フ 形 石 器 ・尖 頭 状 石 器

彫 器 ・掻 器 ・石 核
坂 詰1974

7 坪 山 下高井郡野沢温泉村坪山 0 尖頭器 信 濃 史 料1956坂 詰1974

8 上 の 平 下高井郡野沢温泉村上の平 0 尖頭器(単 独出土) 坂 詰1974

9 重 地 原 下高井郡野沢温泉村重地原 0 剥片 飯山北高地歴部OB会1979

10 オ リ ハ ン ザ 飯山市一山温井オ リハ ンザ 0 尖頭器 ・細石核 ・細石刃 信濃史料1956

11新 堤 本報告

12温 井(仮)1飯 山市一山 ○ 剥片 飯山市教委1986

13ト トノ池 南 本 報 告 ・

14 雨池グラウンド 飯山市常郷 0 尖頭器 ・剥片 望 月1986

15 真 宗 寺 裏 飯山市常郷大坪 0 ナイフ形石器 飯山北高地歴部OB会1979

16 日 焼 飯 山市瑞穂 日焼 ・南原 ● ナ イ フ 形石 器 ・掻 器 ・削・器
尖 頭 器 ・敲 石 ・石 核 ・錐

飯山市教委1989

17 屋 株 飯山市瑞穂屋株 ● 尖頭器 ・剥片 飯山市教委1989

18 内 野 飯山市瑞穂内野 O 掻器 飯 山市教委1990b

19 北 竜 湖 飯山市瑞穂堂道平 0 尖頭器 ・細石核 ・片刃石斧 飯山北高地歴部OB会1979

20 太 子 林 飯山市瑞穂(関沢)太子林 ●
ナ イ フ 形 石 器 ・掻 器 ・彫 器

局 部 磨 製 石 斧 ・錐 ・石 核
飯山市教委1981

21 上 野 飯山市常盤(上 野)外 和柳 ●
ナ イ フ 形 石 器 ・尖 頭 器

掻 器 ・石 核
飯 山市 教 委1990a

22 瀬 付 飯山市常盤(大倉崎)瀬付 0 ナイフ形石器 信濃史料1956

23 関 沢 飯山市瑞穂(関 沢)畦 高 ● 尖頭器 ・尖頭削器 ・掻器 飯山市教委1981

24 宮 中 飯山市瑞穂宮中 ● 剥片

25 千 苅 飯山市瑞穂千苅 O 尖頭器 ・掻器 ・彫器 ・細石核 中 島1982飯 山市 教 委1990b

26 城 ノ 前 飯山市瑞穂(中 組)城 ノ前 0 尖頭器 高 橋1980

27 木 原 飯山市瑞穂(富 田)木 原 0 尖頭削器 飯山市教委1990b

28 大 塚 飯山市常盤(大 塚)屋 敷添 ● ナイフ形石器 ・彫器 ・石核 飯山北高地歴部OB会1979

29 尾 崎 南(仮) 飯山市寿(尾 崎)東 長峰 0 剥片 望 月1986

30 小 泉 飯山市常盤長峰越 ● ナイフ形石器 ・彫器 飯山市教委1989b

31 桂 池 飯山市寿桂池 0 飯山北高地歴部OB会1979

32 針 尾 池 飯 山市常盤長峰(針 尾池) 0 剥片 飯山北高地歴部OB会1979

33 長 峰(仮) 飯山市小佐原下長峰 0 剥片 飯山北高地歴部OB会1979

34 有 尾 飯 山市飯山(有 尾) ● 剥片

35 城 山 飯 山市飯山(飯 山城) 0 剥片

36 安田神社境内 飯山市木島安田飯綱神社 0 細石核 信濃史料1956

37 山 岸 飯山市木島山岸 0 尖頭器 ・掻器

38 鬼 久 保 下高井郡木島平村穂高鬼久保 0 尖頭器

表2飯 山地方旧石器時代遺跡地名表
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第3章 縄 文 時 代

1遺 構

縄文時代の遺構として動物捕獲用の落 し穴 と推定される土拡 ・溝状土拡、斜めに掘 り込まれたピッ ト・

集石土拡がある。しかし厳密に縄文時代 とする確たる根拠はない。検出状況、類例などか ら縄文時代の遺

構 と考えてお く。

Aお とし穴(図43)

拡底 に1～ 数個 の小 穴があ る方形土拡が 、谷状地の北縁 に一定 間隔 をお いて並 んで4基(SK9～SK12)

が 、南縁に単独 で1基(SK13)が 検 出されてい る。位置 的に北縁 の並びの東延長上 にあるSK8も 、底

が舟底状で砿底の小 穴がないこ と等 の否定的要素 が少な くないが 、同様の遺構 の可能性があ る。 いず れ も

出土遺物はない。

規模 はSK13が やや 大型で、長1.6m、 幅0.9m、 深 さ0.8mを はか り、SK9～SK12は 長1.0～1.4

m、 幅0.4～0.7m、 深 さ0.5～1.Omで ある。

拡底 の小穴は1か 所 の もの(SK9・12・12)と2か 所 の もの(SK13)と3か 所の もの(SK11)が あ

る。 いずれ も拡底 まで完掘 した後 に検 出されたため砿底 よ り上 部 に構造物(杭 等)が あったか どうか土層

観察等で確かめ られていない。

SK13は 半割 して土 層観察 を行 っているが、最:上層 に焼土が厚 く堆積 してお り、最下層 に黄 色粘質土 を

主体 とす る土がブロ ック状 に 自然堆積 とは考 えに くい状態 で存在 している。

これ らの土拡は他 の類例 な どか ら動物用のお とし穴 と考 えてお きたい。

B溝 状 土拡(図43)

K-20区(SK2)を1-19区(SK7)と で2基 検出 されてい る。SK2は 長4m、 幅0.3m、 深 さ

0.75mを はか る。SK7は 上面のプ ランがやや湾 曲してい るが底 は直線的であ る。長3.6m、 幅0.2m、

深 さ0.7m。 いずれ も出土遺物はない。

これ らの溝状土砿 は長軸方向 をそろえて並列 してい る場 合が多いが 、当遺跡例 はやや方向 を異 に して い

る。

C斜 め ピ ッ ト(図43)

新堤遺 跡で23基 検 出された斜 めに掘 り込 まれ たピッ トが 、当遺跡 でも11基 検 出されている。新堤遺跡例

は一定 の ライ ン上 に集 まってい るようであったが、当遺跡例 は北群(P1～P3)、 中群(P4)、 南群(P5

～P11)と 群 をな して いる。開 口方 向、掘 り込みの角度 、深 さに一定の規則性 のないこ とは新堤遺跡例 に

等 しいが、極端 に浅 いものや 、極端 に掘 り込みの角度が斜め なものはない。

なお、南群 は縄文早期撚 糸文 土器が多 く出土 した所 にあたる。

D集 石 土拡(図44)

縄文早期 の土器が集 中して出土 した範囲の北端 にあたるL-12区 か ら集石 土拡(SK14)が 検 出 されて

い る。
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図43縄 文 時 代 の 遺 構
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図44集 石 土 拡SK14 1:20

直径約0.6mの 円形 プランで断面凸 レンズ状 の掘 り方に板石 が内低 外高 に置かれてい る。板石 の中には

焼け石 もあ り、埋土 中には約1cm角 の炭 が多 く混 じっていた。切 り込 み面 は確認 されていないが、石 の状

態か ら黒色土中 より上 である といえる。

2遺

A土

物

器

(1)出 土状況(図45)

縄文時代の土器の総量はコンテナ半分程 と少ない。完形あるいはそれに近 く復元できるものはな く小破

片がほとんどである。年代的には押型文土器を中心 とした早期が主で、一部前期 ・後期の土器が加わる。

出土層位は確実な所では黒色土 と黄色粘質土層との中間漸移層から押型文土器が出土している(図4参
く

照)。また、谷部の調査で黒色土 をほ とんど取 りさった後 にK・L-12～14地 区で比較的 まとま って押型文

土器 ・無文土器 などが出土 している。

分布状 況は、前述 した谷状地 のK・L-12～14区 が最:も多 く、J・K-8・9区 、P・Q-13～15区 、

J・K-20・21区 などで も少量なが ら出土 してい る。なお谷状地については西半分 しか黒色土 を除去 して

調 査 していないので 、K・L-12～14区 の土器の分布 はよ り東へ広が る可能性が高 い。

類別 の分布 は撚糸文II類 がJ・K-20・21区 に集中 している以外は特に類別 に集 中してはいない。

なお、押型文Ia類 の24はK-12区 出土片 と約25m隔 てたP-14区 出土 片 とが接合 してお り、撚 糸文II

類の42はJ-13区 出土片 と約35m隔 てたJ-20区 出土片 とが接合 してい る。

(2)分 類

縄文土器の分類 はまず文様別に1～VI類 に大 き く分 け、 さらに類の中 を文様 ・形態 ・胎土 ・焼成な どの

要素 を加 えて細分 している。

1類(図461～41)押 型文 を1類 とす る。 さらに楕 円文 をIa類(1～28)と し、山形文 をlb類

(29～37)と し、楕 円文+山 形文 をIc類(38)と し、格子 目文 をId類(39)と し、変則 的格子 目文 を

Ie類 として細分す る。なお さ らに文様 の特色や施文方法 によって も細分 したが それにつ いては後述する。

出土点数 はIa類 が39片 、Ib類:が29片 、Ic類 が1片 、Id類 が1片 、Ie類 が2片 である。

II類(図4742～48)撚 糸文 をII類 とす る。 いずれ も間隔の開 いた撚 糸文 を横走 させ るものである。

14片 出土。
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図45縄 文 時 代 遺 物 分 布 図1:500遺 物14
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III類(図4749～56)縄 文 をIII類とす る。 さ らに斜縄文 をIIIa類(49～55)、 羽状縄文 をIIIb類(56)

とす る。IIIa類 が7片 、IIIb類 が1片 出土 している。

IV類(図4757～59)沈 線文 と貝殻腹縁文 をもつ もの をW類 とす る。3片 出土 。

V類(図4760～64)無 文 の もの をV類 とす る。他類の無文部 を含んでい ると考 えるが、後述す るよ

うに共通す る特色 をもつ破片が多 く、他類 の無文部 は少 ない と考 える。32片 出土。

VI類(図4765・66)半 載竹 管に よる集合条線 をもつ ものをV【類 とす る。2片 出土。

皿類(図4767)頸 部に突帯 をめ ぐらす もの を皿類 とす る。1片 出土。

(3)早 期の土器

1類 押型文土器 と、II類 撚 糸文、縄文IIIa類 の49～50、IV類 沈線+貝 殼腹 縁文 、V類 無文の一部が早期

に比定 され る。

押 型文 押 型文 は前述 したよ うに大 き く楕 円文 と山形文 と他3種 に分け られ るが、さ らにその 中を細分

で きる。

楕 内文Ia類 は、横位施文 で楕 円の形が米粒状ない し菱形 に近 く楕 円間のす き間がせ まいa、類(1～14)

と、楕 円の形が円形に近 く楕 円間のす き間が広 くやや 間のびす る感が あるa2類(15～25)、 縦位施文 のa3

類(26・27)、 楕 円 を山形文 風に並べ たa4類(28)に 分 け られ る。a・類が25片 、a2類 が11片 、a3類 が2片 、

a4類 が1片 ある。

a類 の施文 は主 として文様 問に無文部が な く密接 して施文 される横位密接施文だが、中には無文部 をわ

ずかに もつ ものがa、類 とa3類 に若 干あ る(15・17・18・25・26)。5・10は 口縁下にわずか な無文部をもつ。

楕 円の大 きさはa1類 で長径4～7mm、a2類 で同7～9mm、a3類 で同4mM、a、 類で5mmを はか る。施文原体(注1)

の長 さは良 く観察 で きる ものでみれば、1が25mm、2が41mm、15が23mmで ある。 また同一 の楕 円が1・2

・15・24・26な どで1つ お きに認め られ るので原体 には一周に2個 の楕 円が彫 られている もの と復 元され
パイ

る。 さらに同一一楕 円の間隔か ら原体 の直径 を復 元すれば、1は13mm÷ π=4.1mmと な る。 同様 に して2は

5.1mm、15は4.8mm、24は5.1mm、26は4.1mmと な り原体 は直径4～5mmに 復 元 され る。

形態は 口頸部 がわずか に外に開 くもの と思われる。胎土に砂粒 を少量含む。焼成は概 して良好 、黄灰色

～茶色系 を呈す る。

山形文Ib類 は、いわゆる普通の 山形文b1類(29～35)、 やや:横長 に変形 したb2類(36)、 連続菱 目文

風 のb3類 に分 け られる。b、類が27片 、b2・b3類 がそれ ぞれ1片 出土 している。

施文 は口縁部近 くでは横位だが、底部に近づ くに従 って斜位 あ るいはランダム となる。 また 、無文部が

楕 円文土器 に比べ て多い ようである。原体 の長 さは33で26mm、 原体 の直径は36で5.7mmと 復元 され る。29

・30と もに口縁部はわずか に外へ開 いてい る。35は 直角に近 い角度 で広が る尖底で小 さな乳房 状突起が付

くであろ う。

楕 円文土器 に比べ て残 りが悪 く文様が不明瞭な ものが 目立つ。胎土 に砂粒 を含む。焼成は良好 、黄灰色

～茶色系 を呈す る。

Ic類(38)は 楕 円文 と山形文が組み合 わ さっているもので、上位 に山形文、下位 に楕円文 が付 く。 こ

の山形文 はIb類 の山形文 に比べ線が細 い。

Id類(39)は 格子 目文で、原体の長 さは20mmに 復元で きる。 口縁下 に焼成前穿孔 の小孔が ある。

Ie類(40・41)は 変 則的な格子 目文 とで も呼ぶ ものが:横位 に押捺 されて いる。胎土 に砂粒 を多量に含

む。焼成が悪 いためか残 りは良 くない。暗茶褐 色 を呈す る。

撚 糸文 撚糸文II類(42～48)は いずれ も間隔の開 いた撚 糸文 を横位 ないし・一部やや斜位に施文す るも

のであ る。無文部が 目立つ ことも47・48な どか らうかが える。特に48は4条1単 位(幅12mm)の 撚 糸文 が
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図46出 土 土 器1
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図47出 土 土 器212

間隔 をあけ て三帯施 されているこ とが わか る。46は 絡条体庄痕 らしき押圧痕がめ ぐる。 いずれ も胎土 に砂
/

粒 を少量含む。焼成は良好。茶色系 を呈す る。

縄文 縄文III類の うち49・50が 早期 に比定 される。他の縄文 に比べ1単 位が小 さ く、押圧痕 は浅 い。形

態 も押型文 あるいは撚 糸文土器 によ く似てい る。谷状地のK・L-12～14区 で出土 しているこ とも早期 に

比定す る根拠 である。胎土に砂粒 を少量含む。焼 成は良好。茶褐 色 を呈す る。

沈線+貝 殻腹縁文W類(57～59)は いずれ も小片 では っき りしないが 、58は 文様 の残 りが良 く、沈線

の間に貝殼腹縁文 を配 してい るのが よくわか る。胎土 に砂 を多 く含む。焼成 は良好。暗茶灰色 を呈す る。

無文V類 無文土器の うちの、外面はナデで内面は ミガキ と思われ るほ ど平滑に仕上 げられ、外面は淡

黄灰色、内面は暗灰色 を呈 し、焼成良好 、残 りが良い という共通す る特色 をもった一群(60～63)は 早期

に比定 され よう。

口縁部(60～62)は やや 肥厚 しなが ら先端へ移 向 し端部は尖 りぎみ となる。器壁は厚手であ る。胎土に

砂 を多 く含む。25片 出土 してい るが、そのほ とん どが谷状地のK・L12～14区 で押型文土器 と一一緒に出
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(注2)
土 してい る。

小結 これ らの早期 の土器群 は、押型文土器 において、楕 円文が 山形文 を量的に凌駕す ること・密 接施

文が主体 とな り確実 に帯状施文 と認め られ るものがな く、かえって不規則 な方 向の施 文がみ られ るこ とな

どの点か ら、細久保 式併行期 に比定 され る。

(4)前 ・中期の土器

前期 に比定 されるのは 、縄文III類52～56、 半載 竹管 による集合 条線 をもつVI類65・66で あ る・V【類 は諸

磯C式 に特徴 的な ものであ り前期後半に置かれよ う。

皿類67は 頸部 に突帯 をもつ もので、突帯は押圧 によって波状 をなす。突帯以下 には縄文が施 され る・ 口

頸部が外方に開 く形態の もの と考 え られ 、中期 末葉 に比定 されよ う。

注1土 器は乾燥 ・焼成の段階で収縮す るので実際はこの値 より少 し大 きくなる・このことは後述の原体直径の

復元値についても同様である。

注2厳 密な意味では共伴 と言い切れないが、黒色土を取 りさった後に押型文あるいは無文の土器片が出土 して

いることは、同層位の一定の根拠 となると考える。

※ 土器の分類、年代比定については働長野県埋蔵文化財センター広瀬昭弘 ・黒岩隆両氏のご指導 を得たが・

誤 りがあれば筆者の責任である。

参考文献
『長野県史』考古資料編全1巻41988・3

r樋沢押型文遺跡調査研究報告書』.1987・3岡 谷市教委
『縄文早期 の諸問題一講演 ・発表要 旨』1988・9群 馬県考古学研究所

B石 器

(1)出 土状況(図45)

縄文時代の石 器は、総量 で コンテナ約1箱 分 ある。剥片がほ とん どであ り、製品は少 ない・石質 は大半

が安 山岩 で、黒曜石 ・頁岩が少量 ある

出土層位 は基本的 には黒色土層下位か ら、黄色粘質土層 との漸移層にかけての層であ るが・土・器量で最

も多い早期 の土器 と厳密に層位 的に共伴す る製品はない。 ただ、図示 した石鎌1点(2)と ・石斧(4)・

磨石(6)・ 叩 き石(8)が 黒色土層の下位か ら出土 してお り、石鎌(1)は 撚糸文土器が集中す るJ-20

区か ら出土 してい る。

なお、今 回図示 した石器 は、定形的な石器 の一部だけで、他 に も加工 された石器 は少 なか らずあ る。今

後何 らか の方法で発表 したい。

(2)出 土石器(図48)

1は 挟 入の特徴的 な凹基無茎鎌 で、鍬形鍛 と考 え られ る。一____を欠 く。黒曜石 製・1・19・

2は 凹基有茎,.で 、扁平 な作 りものである。安 山岩製。0・99。

3は ス クレイパー で両側縁に刃 を作 り出 してい る。 白色味 の強い頁岩製。

4は 打製石斧 で、頭部 よ り刃部が幅広 の揆形の ものであ る。一面 に自然石表面 を残 している。安 山岩製・

長 さ8.6cm、 重 さ69.19。

5・6は 磨石で、ち ょうど手 に持 ちや すい石の直線的な側方 を磨面 として使用 して お り、使用痕 が良 く

残 っている。砂岩製。

7・8は 叩 き石で、7は 表裏両面 に使用痕 が残 る。8は 表面に1か 所側面に3か 所の使 用痕 があ る。7

・8と も砂岩製 。7は0.9kg、8は1.45kg。

9は 敲 打器 と考 え られ る もので、ち ょうどに ぎ りやす い断面三角 形の棒状石 の一端が叩 き剥 が されてい

る。結晶片岩製 と思われる。重 さ1.2kg。
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図48出 土 石 器1～41:1.55～91:4(ア ミ目は 磨 部)'
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第4章 平 安 時 代

1遺 構(図49)

平安時代の遺構は調査地中央部谷状地より北部で検出されている。井戸2基 、溝、土絋 ・掘立柱建物吐

がある。なお、井戸を中心 とした谷状地東部の黒色土上部か らは平安時代の遺物が集中して分布している・

くわしくは遺物の項でのべ る。

A井 戸

井戸は木組みのSE1と 素掘 りのSE2が ある。

(1)SE1(図50)

SE1はQ-14地 区 にあ り、東西に傾斜 した沢状地形の高部に位 置 し、 自然湧水 を利用す る井戸 と思わ

れ る。プ ランは上部約2m×2mの ほぼ円形す り鉢状 を程 し、覆土には多 くの植物繊維 を含んでいた・土

層調査 などか ら推測す るに、先ず湧水のあ る沢部分 に背板 を四方形に枠組 み をし、土留め を作?て 水溜井

戸 を作 り、さらにその中に中空 の 自然丸太 を井 戸側 として置 いて、水 吸み場 として利用 したもの と思われ

る。発掘 中 も湧水 があ り調査が難渋 した。背板で枠組み をした内部か らは、木札や 、平安 時代 の土器 片や・

漆製 品、 くるみ、鳥の卵な どの遺物が 出て いる。

(2)SE2(図51)

SE2はP-13地 区にあ る素掘 りの井戸 である。出土遺物が ないの で平安 時代 とす る確 たる根拠がない

が、平安 時代遺物分布地に あることな どか ら一応平安 時代 の井戸 としてお く。底部直径0.8m、 深 さ約1.7

m、 上部はロー ト状 に開 口す る。底 に人頭大 よ り大 きめの石 が単独 であった。 この井戸 も発掘 中も水 が湧

き水深1m程 になった。

B溝 ・土 拡 ・掘 立 柱 建 物(図49)

(1)溝(SD1～3)

等高綜 に直交 して東か ら西へ走 る溝が3本 検 出されている。

SD1は 調査地東端か ら西北へ 走る溝で、幅0.6～0.8m、 約30m分 を検 出 してい る。断面 凸レンズ状。

西 の先端 はやや西へ 屈曲す る。

SD2はSD1に 並行 して調査地西北外へ延 び る溝 で、幅0.5～1m、 約26m分 を検 出 している。断面

は 凸レンズ状。

SD3はSD1の 西先端 部近 くか ら西へ延び る溝で調査地外へ続 く。幅約0.6m、8m分 を検 出 してい

る。断面は凸 レンズ状。

これ らの溝は埋土 中に平安 時代 の土器 片 を含むので平安時代 としておいたが、確証はない。

(2)土 砿(図49)

炭 を多量に含んだ土鉱が3基 ある。代表 的な ものがL-10区 にあるSK15で ある。SK15は 直径1.Om

の円形 プランで、断面 は凸レンズ状。底一 面に炭が約2～5cm堆 積 していた。焚 き火の跡だう りか。 この

土拡 も出土遺物はな く平安時代 とす る証 拠はない。

(3)掘 立柱建物(図49)

建物 としてま とめ るにはやや無理が あるが井戸SE1・SE2に 北隣す るP・Q-11区 に平安時代 と考
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図49平 安 時代 の 遺 構1:250
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図50井 戸SE1
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図51井 戸SE2 1:40

えられ る柱 穴が集'合している。柱穴はいずれ も円形 プランで直径0.2～0.4m、 深 さ0.1～0.2m。 畑造

作時 に削平 された所 とされ るので柱穴が浅いのだろ う。1棟 が何 とか建物 として まとめ られ よ うか(SB

1)。建物 とすれば、1間(2.5m)×2間(3.6m)の 東西棟 の建物 で、柱穴の規模 等か ら定住的な建 物でなく、

一時的 な小屋 であろ う
。

2遺 物

A土 器 ・陶器

(1)出 土状況(図49)

平安 時代の土器 ・陶器は、調査地 中央部 の谷状地上端にあ る井戸SE1を 中心 とす るM～Q-12～15区

に集 中 して出土 している。 出土層位 は黒色土層 の上位 であ り、特 にSE1の 西～南 では焼土や炭 を多 く含

んだ層があ りそこか らま とまって出土 している。ただ し出土状況 は小片が大半 で、こわれた後 に投棄 され

たような 状態である。SE1か らも小破 片が少量出土 しているのみ である。破 片が 多 くまた個体 の識別が

しやす い須恵器 の甕 でみれば、No.58はSE1・N～Q-12～15地 区 に破片が散在 してお りその分布範 囲は

20m×20mに お よぶ。

土器 ・陶器 の出土総量は コンテナ約5箱 分 であ り、内訳 は黒色土器椀 と土師器椀 が1箱 分、土師器甕が

2箱 分 、須恵器大甕片が2箱 分 、灰粕 陶器が若干ある。里色土器椀 と土師器椀の割合 はお よそ黒色土器3

:土 師器1で ある。

須恵器杯 ・皿類はない。

(2)出 土土器 ・陶器(表3・ 図52～55)
(注1)

黒 色 土 器(図521～21・31)黒 色 土 器 に は 椀(1～21)・ 鉢(31)が あ る 。 椀 ほ い ず れ も ロ ク ロ 成 形
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で、高台 をもたない。 口縁端部は外方にやや屈 曲 し、体部 は内湾す る。大 きさに口径16cm以 上 の もの(1

・2・4) 、約11cmの もの(7・13・14・17)、 約13cmの ものが あ り口径13cm内 外の ものが多い。底部調 整 を

みれば、 ロクロケズ リない しヘ ラケ ズ リされ るものは数 点で、ほ とん どが 『ロクロ糸切 り痕 をそのま ま残す

(表3参 照)。 胎土 は、大半が あま り砂 を含 まないが、中に数 点砂粒 を多 く含む ものがあ る。色調 は茶 色系

統 の ものが大半である。21は 「田」 と思 われ る墨書があ る。

鉢(31)は 、深い、平底 の鉢 と考 え られ る もので、片 口が付 くか もしれない。 内面お よび 口縁部 外面は

ていねいにヘ ラ ミガキ され る。胎土 に砂粒 を含む。

土師器(図5222～30・32図5333～45)土 師器には椀 ・壺 ・甕 があ る。

椀(22～30)は いずれ もロクロ成形 で、高 台を もつ ものはない。形態は基本 的に黒色土器椀 に等 しい。'

大 きさに 口径16cm前 後の もの 、口径13cm前 後 の もの、 口径11cm前 後の ものがあ り13cm前 後の ものが 多いこ

とも基本的に黒色土器椀 に等 しい(表3参 照)。大半 は胎土に砂 を含 まないが、数点砂粒 を多 く含 む ものが

ある。色調 は くす んだ赤褐 色系統で ある。

壺(32)は1個 のみ 出土。端部 でやや肥厚 す る短 い口縁部 を もつ。内外面 ともていね いにヘ ラ ミガキさ

れる。胎土に砂粒 を含む 。色調 は明るい赤褐 色。

甕(33～45)は 口径20cm以 上 の もの(33～36)と 、口径16～18cmの もの(37～39)、 口径10～15cmの いわ

ゆ る小型甕(40～45)と があ る。口縁部 はいずれ も頸部 の強 いナデ によって二段 に見 える形態の ものが ほ

とん どである。図示 していないが、胴部 はナデの後ケズ リを加 える ものは少 な く、か えって平行 な い し格

子 タタキ 目をもつ ものが 多い。底部 は平底 と丸底があ る。

灰紬 陶器(図5346～53)灰 粕 陶器 には椀(46・47・49～51)、 皿(48)、 小壷(52・53)が あ り、図示 で

きる ものはすべ て図示 した。46は 椀 の 口縁部 で粕 は漬け掛 け と思われ る。47は 見込み と底部の一部 のみが

無粕 と施粕 範囲が広 いが 、施粕 方法は漬 け掛 け と思 われ る。見込 みに重 ね焼痕があ る。

49は 三 日月高 台 をもつ漬 け掛けの椀 で、見込 みが転用硯 として使用 され、外底に天□作徳□ の墨書が あ

る。50も 三 日月高台 をもつ底部片 で見込み と外底が転用硯 として使用 されている。

皿(48)は 唯一全形 のわか る ものであ る。粕 は刷毛塗 りと思われ る。

52・53は 小壺 と考 え られ る。'53は底に ロク『ロ糸切 り痕 を残す。

以上 の灰粕 陶器は猿 投黒笹90号 窯 ～折戸53号 窯式 、東濃光 ヶ丘1号 窯～大原2号 窯式 に比定 され るもの

と思われる。

須恵器(図5454～ 図5570)須 恵器 には壺 ・瓶 ・甕が ある。54は 壺 ない し瓶の頸部 であ る。 黒灰 色

の 自然粕 がかか っている。55・56は 底部片。56は 水 滴か 。

57は 突帯付 四耳壺 である。体部 外面は細か い平行 タタキ 目がナデ消 されてい る。内面には所 々に黒色 の

付着物があ る。

58～60は 大甕 の体部 で、58は 大 き く開 く口頸部 をもつ 。59は 肩 の張 る もので胴最大径 は47.5cmを はかる。

60は59ほ ど肩が張 らない。胴最大径55.4cmを はか る。59・60と もに外面 は平行 タタキの後カキ 目、内面は

ロ グロナデ され る。

61～70は 甕 胴部の タタキ 目の資料で、外面は格子お よび平行 タタキだが、内面は平行 タタキ(67)、 同

心 円タタキ(62)、 放射状 の もの(61)な どバ ラエ ティに富んでいる。

(3)小 結

年代 これ らの平安 時代 の土器 ・陶器は一括性 に問題があ るが、灰粕 陶器の年代観や 、食器椀 皿類にお

け る黒色土,器と土師器の割合 が黒色土器3:土 師器1で あること、お よびこれ らの底部調整がな されず糸

切 り痕 をの こす ものが大半であ ること、須恵器圷皿類が ない こと、須 恵器突帯付 四耳壺 の存在 な どか ら、
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図52出 土 土 器1
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、図53出 土 土 器 ・陶 器2 1:4
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図54出 土 陶 器 3 14
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図55出 土 陶 器41:4

(注2) へ

『長野県史』IV～V期 、10世 紀代 を中心 とした年代 に比定 され よっ。

土師器甕 について 土師器 の甕 の口縁部の形態は、ほ とん どが頸部 の強い横ナデに よって2段 に見 える

ものであ る。 この特色の甕 は上野遺跡 ・長者清水遺 跡 ・北原遺跡 ・田草 川尻遺跡等の市 内の平安時代 の各

量跡 で もみ られる ものであ る。 口縁部が体部か ら 「く」字形に屈曲 し端部 が内屈す るいわゆ る越後型 の甕(注3)

ま北原遺跡 ・上野遺跡で認め られ るが、年代の古い北原遺跡では4割 近 くあるが 、年代 の よ り新 しい上野
(注4)

貴跡では数 点にす ぎな くな る。先の 口縁部が2段 に見え る甕 を北信 地方に通有 な甕 とすれば、年代が新 し

くな るにつれて北信 に通有 な甕 が主体 を占め るようにな る傾向が うかがえ る。 この傾 向が関田峠 を介 して

或後に近隣す る当遺跡で も認め られ ることは興味深い。'

墨書 土器 ・転用硯 について 当遺跡では墨書土器が2点(転 用硯1点 を含 む)、 転用硯 が3点 ある。

墨書土器の多 くが1字 あるいはマー ク状 であるのに対 し当遺跡 のNo.49の 「天□作徳□」は遺跡 の性格 を

ξえる上で注意 される。

いっぽ う3点 の転用硯 の存在 は字が書け る人が 当遺跡にいたこ とを示す ものである。 この ことにつ いて

ま2つ の解釈がで きる。1つ は当遺跡が特殊 な 「ム ラ」 であった とい う解釈であ り、もう1つ は当遺跡 の

ような山中の小規模 な 「ム ラ」(集落か どうかは検証 されていないが)に も予想 外に字が普 及 していた と考

之る方 向である。

今 この2つ の解釈に明確 な答 え をもたないが、後者の方向がよ り当時の実状 に近 いのではないか と想像

してい る。このこ とは平安 時代 の地方民衆像 を考 える上 で今後 の一つの研 究課題 である。
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注1杯 と椀の名称については、高台の付かないものを杯、高台の付 くものを椀 とす る見解 もあるが、口縁部片

では高台の有無が確認できないこと、高台が付かなくても底部が小さく内湾ぎみに開 く体部の形態は 「椀」

と呼ぶ方がふさわしいと考 えて土師器黒色土器については椀 としている。

注2笹 沢浩 「(4)平安時代の土器」 『長野県史』考古資料編全1巻41988

注3飯 山市教育委員会 『北原遺跡IV』1985

注4飯 山市教育委員会 「上野遺跡の調査」 『小沼湯滝バイパス関係遺跡発掘調査報告II』1990

B木 製 品(図56～59)

木製 品は井戸SE1の 部材 と、SE1埋 土か ら出土 した ものが ある。 また木 製品の他 に竹製 品・漆製 品・

種子 などがあ る。なお樹種 の同定 については㈱パ リノ ・サーベ イ社 に依 頼 した ものである(後 述)。

SE1部 材1は 井戸側 で長径約45cm、 短径約35cm、 最大高約45cmの 中空材 である。内側に加工痕がは

っき りとは認め られないのであるいは も とも と中空 の幹材 を使用 したのか もしれない。上端は破断面 なの

でよ り高か った ものだろ う。外周部の厚 さは3～5cm。 外表に表皮は残っていない。腐食が進 んでお り約

5分 の1周 程 は取 り上 げ時 に くずれて しまい、取 り上 げた部分 も極 くや わ らか い。樹種 はオニ グル ミ。

2・3は 割材 で加工痕は な く、斧 等で割 った木端 を利用 したのだろ う。2は 背板 であ る。2・3と もに

長約50cm。

4は 薄手 の板材 で長約45cm、 幅6cm、 厚 さ約2cm。 板 目材 。加工痕 は肉眼では よ くわか らない。樹種 は

モ クレン属 の一一種 であ る。

5・6は 棒状 品の一部分で消耗 がはげ しい。5は 左端 が、6は 右端 が杭 先の ように加工 され ているが刃

痕 は不 明瞭 である。

7は 自然木 で現地では長約65cmあ ったが極めて遺存状 態が悪 く取 り上げ時にや わ らか い部分 が崩壊 して

しまい現存 は約22cmで あ る。表皮 はつ いて いない。樹種 はハ イノキ属の一種。

8・9は 井戸側西側 につ きささっていた杭 で、井 戸側 おさえ棒 と考 えられる。一端 を削 って杭 に してい

る。表皮 はない。樹種 は8が ヤマ グワ属の一種 、9が モ クレン属の___.種。8は 長28cm。9は 長37cm。

10は 部材 中最大の板材 で板 目材 である。鍵 形 をしているのは、左方の凹部 に13～15が 重 ね られていたの

で、腐 食のためでな くもともと鍵形 をしていたのだろ う。表面には虫喰いの痕が ミミズが這 ったよ うに残

っているが 、一面中央 を縦 走す る大 きな凹部 は、加工痕 こそ認め られないが虫喰いではなさそ うである。

長約112cm、 最大幅約43cm。 樹種はモ クレン属 の一種。

11は6と ともに東側 に在 った もので、磨滅 の進 んだ板 目材 であ る。裏面右方に長5～10cm、 深 さ2～3

cmの 楕 円形の挟 りがある。長約81cm。 樹種 はモ クレン属の一種 。

12は 背板で表皮 が残 っている。断面形は三角形で割面は2面 ある。割面は後 に加工 され たか どうか不明

瞭。長約72cm。 樹種 は鑑定 して いないが肉眼観察では他 のモ クレン属の一種 とよ く似てい る。

13は 板 目の板材 で、.__.側は端面で もう一側 は尖 ってい る。右方 の端面側 は一部腐食 して欠いてい る。表

面お よび端面の加工痕は不明瞭。樹種 はモクレン属の一種。長約119cm、 幅約22cm。 一一面中央 に鋭利 な刃

物の刃痕 が数十 ヶ所 ある。

14は 背板 で表皮が背面全面に残っている。割面は割 った後 に平滑に加工 され た様子 はない。左方 の両側

にV字 形の挟 り込みがあ る。長約111cm。 幅約20cm。 樹種はモ クレン属 の___.種。

15は 背板 だが、背面の左方は平 らに削 られてい る。表皮は右方にのみ残 ってい る。割面 も平 らに加工 さ

1れ てい る
。一端 は三角 形に尖 らせ ているが、鋸状 の工具 ではな く斧 の ような工具 を用 いている と加工痕 か

ら推定 され る。長約112cm。 幅20～25cm。 樹種 はモ クレン属の一種。'
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図56sE1出 土 木 製 品1
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図57SE1出 土 木 製 品2
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図58SE1出 土 木 製 品3
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図59SE1出 土 木 製 品 ・竹 製 品 ・漆 製 品12
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図60鉄 製 品12

SE1出 土品16は 薄 い木札状 品で、現存長20.5cm、 幅3.2cm、 厚 さ1～2mmの 正 目材 である。上端近

くに2ヶ 所 の小穴があ り下端 に2ヶ 所 の小穴 の痕跡があ る。表 ・裏 ともに平 らであ るが木簡 といえるほ ど

平滑ではない。樹種はスギ。

17も 上端近 くに小穴があ る木札状品であ るが 、16に 比べ厚手 である。現存長15cm、 幅1.9cm、 厚 さ約5

mm。 板 目材。表裏お よび側面 とも加 工痕 はない。樹種はス ギ。

18は ていねいに面取 りされ た棒状品。一端 を欠 く。小刀等の柄 だろ うか 。一端がやや 広い。現存長8.5

cm、 幅1.6～1.8cm、 厚 さ1.1cm。 樹種はス ギ。板 目材。

19は 竹製 品で一端 は斜め に切 り込 まれ 、節は穴があけ られてい る。現存長19.5cm、 直径2cm。 同様 品 と

思われ るものが他に2点 あ る。

20・21は 正 目板の破片で、20は 一面 が炭化 してい る。

22は 漆製品。やや赤味がか った黒漆である。 口縁 と思われる破片 もあるので椀か と考 える。

他 に図示 していないが トチの実 の皮、クル ミ種子、ヒョウタンか と思われる果実の皮が 出土 している(PL49)a

C鉄 製 品(図60)

鉄製 品 も平安 時代 の土器 と同様 の黒色土層か ら出土 してい る。

1は 刀子 と思 われ るもので、茎 の先端 を欠 く。2は 板状品。3～6は 角釘 と思われ るもので、4は 頭部

ち四角 い傘が付 く。5は 頭部 が少 し屈 曲す る。

7・8は 断面 円形の棒状 品 と思われ る。

D石 製 品(図61)

SE1か ら紡錘車 と考 え られ る石製 品が1点 出土 している。直径5.2cm、 厚 さ3.Ocmの 円筒中央に直径約

1cmの 穴を穿つ。表面は粗 く仕上げられ、所々力物の傷痕 がある。灰 白色の軟質な砂岩製 と思われる・重 さ889・

図61平 安時代の石製品SE1出 土紡錘i車12
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表3平 安時代の土器一覧表 (表 中の数 字 の単 位 はcm)

黒色土器椀

No. 口径 器高 底部径 底 部 調 整 備 考

1 16.9 5.5 6.0 ロ ク ロ ケ ズ リ 外 赤灰褐 色 残45%

2 16.5 6.0 6.0 ロ ク ロ ケ ズ リ 外 やや黒い 残50%

3 13.8 4.4 5.5 糸切 り痕 のこる 外 黒 っぽい 残30%

4 18.5 一 一 一 口縁片

5 12.7 一 一 一 内 灰褐色の部分 あり

6 12.3 一 一 一 口縁片 外 黒 っぽい

7 11.9 一 一 一
外 黒っぽい

8 14.5 3.6 5.2 糸切 り痕の こる 外 やや黒 い 残50%

9 13.2 3.2 5.5 糸切 り痕の こる いびつ 残98%

10 12.8 4.0 5.1 11 外 黒っぽ い 残50%

11 13.5 一 一 一 外 黒褐色

12 12.9 一 一 一 口縁片

13 12二1
一 一 一 外 黒い部分あ り

口縁片

14 11.0 一 一 一

15 14.2 3.9 5.5 糸切 り痕のこる 内 やや褐色 残30%

16 13.1 4.1 4.8 11
いびつ 残65%

外 黒褐 色

17 11.1 3.7 3.0 一 口縁片 外 ふ ち黒 い

18 13.2 一 一 一 口縁 片 外 黒っぽい

19 12.4 一 一 一 口縁 片 外 黒っぽ い

20 一 一 6.0 糸切 り痕 のこる 外 黒 っぽい

21 一 一 5.2 // 墨書 「田 」

一 一 一 5.6 11
底のみ

内外 共に黒褐色

一 一 一 4.7 11

一 一 一 6.5 11

一 一 一 5.0 11

一 一 一 7.2
ヘ ラ ケ ズ リ

(静 止?)

一 一 一 5.8 糸切 り痕の こる
/

一 一 一 6.0 11 内 黄褐色の部分あ り

一 一 一 5.0 //

一 一 一 5.2 11

一 一 一 5.4 //

一 一 一 6.0 11 砂つぶ 目立っ

一 一 一 6.1 11

一 一 一 5.9 11

一 一 一 5.4 11

一 一 一 5.2
ロ ク ロ ケ ズ リ

(周 辺 も)

一 14.6 一 一 一 口縁片

一 12.4 一 一 一 口縁片 外 灰黒色

一 10.4 一 一 一 口縁片

一 11.6 一 一 一 口縁片 外 灰黒色

一 14.2 一 一 一 口縁片

一 一 一 5.1 糸切 り痕 のこる
内 やや褐色
外 黒 くくすむ

一 一 一 4.9 11
内 やや褐色
外 黒 くくすむ

一 一 一 5.3 11

一 一 一 6.0 11

一 一 一 4.8 //

一 一 一 6.0 //

一 一 一 4.7 //

一 一 一 8.0 n 内灰黒褐色

一 一 一 4.8 11

一 一 一 6.2 //

一 一 一 5.0 // 内 やや褐色

一 一 一 5.5 Il 内 茶の部分あ り

一 一 一 6.5 //

一 一 一 5.6 11

一
ii.ol一

一 11 口縁片 外ふち黒い

一 11.8 一 一
11 口縁片

一 12.4 一 一
// 口縁片

一 12.6 一 一 11 口縁片 外ふ ち黒い

土師器椀

No. ロ径 ・器高 底部径 底 部 調 整 備 考

22 12.6 3.8 5.1 糸切 り痕 のこる 底 炭化物付着

23 15.9 一 一 口縁片 外 やや黒い

24 13.9 一 一 口縁片 砂多含

25 13.8 一 一 口縁片 全体白褐色

26 13.0 一 一 口縁片

27 12.6 一 一 口縁片

28 11.9 一 一 口縁片

29 10.8 一 一 口縁片 外 やや黒い

30 一 6.7 糸切 り痕 のこる 底部 黒 くくすむ

一 一 5.5 11

一 一 4.8 11

一 一 4.6 //

一 一 5.5 n
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No. 口径 器高 底部径 底 部 調 整 備 考

一 一 一 5.7 糸切 り痕 のこ る

一 一 一 5.1 n

一 一 一 4.7
わか らな い

(糸切 り?)

一 一 一 5.8 糸切 り痕の こる

一 一 一 5.0 11

一 一 一 5.9 11

一 一 一 5.4 n

一 一 一 6.2 11

一 一 一 8.0
静 止 け ず り

(まん中糸切のこる)

一 16.2 一 一 粗い砂多含

一 13.8 一 一

一 12.5 一 一

土師器甕

No. ロ 径 備 考

、33 26.0 全体 赤灰色

34 21.5 外 黒い付着物

35 21.3 外 暗灰褐色

36 22.3

37 18.5 外 黒い付着物

38 15.8

39 17.2 全体 黒灰色部多い

40 14.8 外 黒 く くす む部 分 あ り

41 14.5 全体 黒灰色部多い

42 13.8 全体 灰赤褐色

43 14.8 全体 黒 っぽ い

44 10.0 ところ どこ ろ黒味

45 12.3 砂多含

一 16.0 内 やや暗い部分あり

一 24.6

一 23.2 外 黒い付着物

一 19.0

一 22.9

一 24.6

一 19.6

一 18.3 砂多含

一 21.4

一 22.9

一 21.8

一 23.0 砂多含

一 21.1

一 10.1

一 一 底部径5.5糸 切 り痕

灰粕陶器

No. 器 形 ロ径 器高 底径 備 考 粕 調

46 椀 15.3 一 一 内 白灰 色粕 うす くかか る
ふ ちはや や 濃 くかか る

47 椀 一 一 5.4
内 淡緑 色粕
外 白緑色粕に淡緑色粕がたれている

48 皿 14.1 2.9 5.8 鼻}白 灰鰍 うすくかかる

49 椀 一 一 6.0 舜曙 黄農羅 籍 くかか
50 椀か皿 一 一 7.5 外 淡 緑色粕 たれか か る

51 椀か皿 一 一 6.5 内 白灰 色粕 うす くかか る

52 小型壺 一 一 一 外 淡 緑色粕 うす くかか る

53 小型壺 一 一 5.0 内 淡 緑色粕 たれか か る外
白緑色粕 たれか か る ,

須 恵 器

No. 器 形 備 考

54 壺 頸 部 頸 径7.5cm

55 壺 底 部 底 部 径10.8cm

56 小 壺 底部 底 部径4.Ocm

57 突帯四耳壺 頸部1・.7cm胴 部 鐸 掌 タタキ

58 甕 頸径25.・cm胴 音喉 薄 タタキ

59 甕 編鰍 轡5cm胴 部姫 掌多タキからカキ目

60 甕 雛 薙 §蟹4。m胴部 姫 享多タキからカキ目

61 甕 外 格子 内 菊花状に見えるタタキ目

62 甕 外 平行 タタキ 内 胴下半は同心円 タタキ肩
付近 は平行 タタキで、い くらか凹 凸がある

63 甕 外 格子 内 ナデ

64 甕 外 格子 内 ナデ

65 甕 外 格子 内 浅い一本線

66 甕 外 格子 内 扇状

67 甕 外 格子 内 平行タタキ

68 甕 外 格 子 内 平行 タ タキ・

69 甕 外 平行タタキ 内 ナデ

70 甕 外 平行タタキが交差する 内 ナデ
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第5章 結 量…五
ロロ

新堤 遺跡 に続 いて本遺跡の調査 に入 った当初 、平安時代 の遺構が検 出され る位 であろ うと考 えていた。

しか し、調査が進行す るにつれて とてつ もない重要 な遺跡 であるこ とが判明 した。本遺跡の性格 は、出土

遺物 か ら大 き く三つ に特徴づけ られ る。

第1は 、旧石・器時代 の素晴 ら しい遺跡であ ること。石器 は5つ のブ ロックに分 れて出土 し、総数530点

にのぼ る。石器 の種類 、特徴、編年的位 置付け等にっ いては、第2章 で望 月静雄が詳 しく触れて いるので

省略す る。 しか し、本遺跡 出土石 器が、飯山地 方の旧石・器文化研究に重要な役割 を果す こ とは、間違いな

い事 実であ り、投 げかけて いる問題 も大 きい。思えば、昭和20年 代後半に飯 山地方 の旧石 器文 化研 究が緒

について以 来す でに40年 近 い歳 月が流れ去 った。そ して、すで に40個 所近 い遺跡数 に達 し、その文化 内容

も豊富 ・複雑 である。飯 山盆地 中心の ご く狭い範 囲にこの よ うに旧石器 時代 の遺跡が濃密 に分布するのは、

いか にこの地方が後期 旧石器時代 人に とって居住す るに魅力 ある場所 であ ったか を端的に物 語ってい る。

今後、更に温井 台地 の調査が計画 されてい る。調査 の進行 につれて旧石器 時代 の遺跡数 は まだ まだ増加す

るで あろう。深雪地帯 の飯 山地方 は、 旧石 ・器文化 の宝庫で ある とい って も過言 でないであろ う。

第2は 、比較 的ま とまって縄文時代 早期 の土器が 出土 したこ とであ る。押型文、撚 糸文 、沈線文 と貝殼

腹縁文の組合せ と多様 である。押型文土・器は、新堤遺跡に比 して量的に も多 く早期 究明の貴重 な資料 とな

ろ う。撚 糸文土器が果 して どこに位置づ け られ るかは、今 後の検 討課題 といえよう。

この他 に縄文時代前期後半、同 中期 末の土器が 出土 してい る。

第3は 、平安時代 中期の秀れ た遺跡であ るこ と。平安 時代 の明確 な遺構 としては、井戸1基 が あげられ

る。井戸は、背板 で枠組み し、 その中に中空の 自然丸太 を置いた ものであ り、井戸内部か ら土器片、漆製

品、木札、 クル ミ等の遺物が出土 してい る。そ して、 この井戸 を中心 にして平安 時代 の土師・器、灰粕 陶器、

須恵器等が 出土 している。出土 した土器 等は小破片が大部分 であ り、投棄 された可能 性をもってい るよう

であ る。 とす れば 、この井戸は、井戸(水)を 中心 とす る信仰 の.__.面をもっていた と考 えられな くもない。

今後の研 究課題 といえよう。

平安 時代 中期 の遺物の中で特に注 目されるのは、墨書土 師器、墨書灰粕 陶器硯及び灰粕 陶器硯であろう。

灰粕 陶器硯 はいずれ も灰粕 陶器 を転 用 した ものであ り、3点 出土 して いる。 この硯の もつ意味 は大 きい。

案外に常岩 の牧形成や 温井 台地 開発、あ るいは交通路 に関係 しての役所的建物 がこ と付近 に存在 した可能

性が高いのではなか ろうか。更に第3編 第4章 小結の項 で常盤井智行 が触れているように特殊 な 「ムラ」

であ った とい う解釈や 予想外に文 字が普 及 していた とす る説 も充分考 えられる ところである。 いずれ に し

て も今 後の重要課題 とい えよう。

そのほか 、刀子 あるいは釘 と思われる鉄製品や 紡錘車 と考 え られ る石製 品 も出土 している。以上の よう

に平安 時代 の遺物は 多種 多様 であ り、平安時代中期 の研究上重要な資料 といえよう。

出土 した各種の木製品は、それぞれこの地域に 自生す る樹木 を利用 したこ とが知 られる。 トチの実、 ク

ル ミ等の竪果類 も出土 してお り、温井 の 自然へ の働 きかけ と自然の恵み を享受 しつつ トトノ池南遺跡に関

与 した人々の生活が展 開 された ことを裏付けている。

いずれに しても、本 遺跡 は旧石器時代 、縄文時代 、平安 時代 の生活 の場 としてす ぐれ た環境 を備 えてい

た といえよ う。

末尾 なが ら調査にあたって ご指導 をたまわった県文化課、 ご協 力頂 いた地元関係機関、作業員 の皆 さま

に厚 くお礼 申 し上げ る。'
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第4編 自然科学分析





1 飯 山市新 堤 濃 赫 の ＼1/フ 珍瀞1

緊 津 賢 二 ・小 島 正 巳

1.は じ め に

飯 山市新堤遺跡は、千 曲川

左岸 の標高約500m、 千曲川 と

の比高約200mの 、小起伏 に富

んだ丘陵上 に位置す る(図1)。

そ こには、主に妙高火 山起源

の降下テフラ層や テフラ性 土

壌 層が、厚 く発達す る。

筆者た ちは、発掘 グ リッ ド

において、旧石器群 の出土層

準 と、特 定テフ ラ層、特 に姶

良Tn火 山灰層(AT、 町田 ・新

井 、1976)と の層位関係 を決

定す る 目的で、調査 ・分析 を

下 に報告 す る。 図1発 掘地点の地形

2.地 質の概要

発掘地点の地質は、上位 よ

り、黒色腐植土層(層 厚30cm

～130cm) 、漸移 層(10～15cm)、

褐色風化 テフラ層(50cm以 上)

か ら成 る(図2)。

黒色腐植土層は、地形 の凹

部 で厚 く、真 中よ りやや下方

に、混交 の進 んだ火山灰層 と

み られる赤褐色味 をおびた層

(10cm)を は さむ。漸移層 は、

黄褐色味 をお びた黒色腐植土

層 である。

褐色風化 テフラ層は、この

地域 において肉眼で明瞭 に認

め得 る最上位 の示標テフラ層

である前坂 ス コリア層(MS)

(妙 高 火山起源 の貫 ノ木 スコ

.
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リア層 、、KN、 約2.5万 年 前に対比)(早 津:・新井、1981、1985)の 層準 までは掘 り下 げ られてお らず 、 発

掘 グリッ ドで認め られ るものは、すべ てMSよ り上位 にあるテ フラ性 土 壌 の部分であ る。 新堤 遺跡 の旧石

器 は、このテフラ性 土壌 の上 限か ら15～25cm下 方に、集中 して産 出す る。

3.テ フラ分析

本地域 を含む千曲川～信 濃川流域____帯の褐色風化 テフラ層の上 部には、バ ヴル ウォール型の火山ガ ラス

を主 とす る姶良Tn火 山灰(AT)の 降下層準のあ ることが知 られている(早 津 、1988;早 津 ・新井 、1981、

1985)。そ こで、ATの 正確 な降下層準 を決定す るために、グリッ ド断面にお いて、褐色風化 テフラ(テ フラ

性土壌)を 上下 方向に5cm幅 で連続採取 し、それ らの中に含 まれてい るATガ ラスの含有量 を調べ た。その

結果 、i日石 器群 出土層準 の下 限よ り10～15cm下 位 に、ATガ ラス最濃集層準の下限があ り、それ よ り下位 で

は、ATガ ラスの量は極 めて少ない ことが判明 した(図3)。 このこ とか ら、ATの 降下層準 は、ATガ ラス最

濃集層準 の下限にあ ると考 え られ る。

一般 に
、土壌 中に混交 している特定 テフラの降下層準 は、今 回の ように、問題 に して いるテフラの:構成

粒子 が急に多量 に出現す る層準 と、最 も多量に濃集 してい る部分 の下限が一致 している時 に、最 も高精 度

に決 定で きると考 えられ る(早 津:、1988)の で、今 回決定 されたATの 降下層準は、純層の場合 に準 ず る精

度の高い ものである と考 えて よいであろ う。

図3発 掘グリッド断面の地質柱状図
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褐色風化 テフラ層の上限に も、ATガ ラスはか な り多 く含 まれてい るが、そこでまATガ ラスのほか に、軽

石型 の火 山ガラスも少量ではあ るが認め られ る。新堤遺跡の東 方約11kmの 栄村小坂遺跡では、この層準に、

軽石型火 山ガラスを含む ことで特徴づ け られ る浅間草津軽石層(As-YPk、1.0-1.1万 年 前)(新 井、1971;

町田、1987)が 産出 してお り(早 津 ほか 、1983)、 上記の軽石 型火山ガ ラス もAs-YPkの ものである可能性

がある。

また、最上位 の黒色腐植 土層 中には さまれ る赤褐 色味 をおびた部分 の土壌層は、斜方輝石 ・角 閃石 ・カ

ンラン石 な どの鉱物 とデ イサイ ト質の岩片 を含む こ とか ら、妙 高火 山中央 火口丘期 の火 山灰(大 田切 川火

山灰?、OT-a、 約4000-4500年 前、早津 ・小 島、1985)が 混入している可能性 がある。これ らは合 わせて、

今後 の検討 を待 ちたい。

4.旧 石器群の年代推定

新堤遺跡 の旧石器群 は、上下10cmの 幅 にわたって集中 して産 出す る。一般に、遺物 は、 もともとの位置

か ら下位 よりも上位に移動 しや すい と考 え られ るこ とを考慮す る と、遺物 の年代 は集 中層準 の下 限にほぼ

一致す るとみてよいで あろう。

今 、ATの 年代 を2.1-2.2万 年前(町 田 ・新井 、1976)、 褐 色風化 テフラ層上限の年代 を、この地域 で一

般的に認め られている1万 年 前 と仮定 し、さ らに この間の土壌 の堆積速度 を一 定 と仮定 して、新堤遺跡の

旧石器群 出土層準 の下 限の年代 を推算:する と、約1.7-1.8万 年前 となる。

ま と め

新堤遺跡 の発掘 グリッドにおいて、ATの 降下層準 を高精度で決定す ることが できた。 これに基づ き、い

くつか の仮定 をお いて推定された旧石器群 の年代 は、約1.7-1.8万 年 前である。
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2 トトノ池南遺跡 ・新堤遺跡自然科学分析報告

パ リノ・サーヴ ェイ株式会社

1ト トノ池南遺跡 出土材 同定

1-1.試 料

試料 は飯 山市 ・トトノ池南遺跡か ら検出 された材14試 料 であ る(表1)。

トトノ池南遺 跡(飯 山市大字一 山字西外峯所在)は 、関 田山脈東麓台地上(標 高約500m)の 西側斜 面の

林 内に立地す る。 この遺跡発掘調査対象 となった地 区の中央部 には西に下 る小 谷が あ り、その頂部 には湧

水が ある。 この湧水 を利用 した平安時代 とみ られ る井戸が検 出され、木札な ども検 出された。同定 を行 っ

た試料 はこの井 戸材 と、木札 、棒状用材 である。

1-2.同 定方法

剃刀の刃 を用 いて試料の木 口 ・柾 目 ・板 目の3面 の徒手切片 を作製 、ガム ・ク『ロラール(GumChloral)

で封入 し、生物顕微鏡で観察 ・同定 した(図 版1～3)。

1-3.結 果

14試 料が以下の6種 類 に同定 された。材の主 な解剖学的特徴や現生種 の一般的な性質 は次 のような もの

である。 なお、各Taxaの 科名 ・学名 ・和名は基本的 に 「日本の野生植物木本1・II」(1989)に したが っ

た。また、一般的性 質な どについては 「木の事典 第1巻 ～第17巻 」(1979～1982)も 参考 に した。

スギ(Cryptomeriajaponica)ス ギ科

早材部 か ら晩材部への移行 はやや 急で、晩材部の幅 は比較的広 く、年輪 界は明瞭。樹脂細胞はほぼ晩材

部に限 って認め られ、樹脂道は ない。放射仮道管はな く、放射柔細胞の壁は滑 らか、 分 野 壁 孔 はス ギ型

(Taxodioid)で2～4個 。放射組織 は単列、1～15細 胞高。

スギは、本州 ・四国 ・九州 に 自生す る常緑高木で、 また各地 で植栽 ・植林 される。国内では植林面積第

____位の重要樹種 であ り、長寿 の木 として も知 られ る。材は軽軟 で割裂性は大 き く、加工は容易 、保存性 は

中程度 である。建築 ・土木 ・樽桶類 ・舟材な ど各種の用途がある。樹皮は屋根葺用 とされ、葉 は線香 ・抹

香の原料 に もなる。

オニグル ミ(Juglansailanthifolia)ク ル ミ科

散 孔材 で年:輪界付近 でやや 急に管径 を減少 させ る。管孔は単独 お よび2～4個 が複合、:横断面では楕 円

形、管壁 は薄 い。道管は単穿 孔 を有 し、壁孔は密 に交互状 に配列 、放射組織 との間では網 目状 とな る。放

射組織は同性 ～異性III型、1～4細 胞幅 、1～40細 胞高。柔組織は短接線状 、周囲状お よび散在状 。年輪

界は明瞭。

オニ グル ミは、北海道か ら九州 までの川沿 いな どに生育す る落葉 高木 である。材の硬 さは 中程度 、加工

は容易で狂いが少な く、保存性は低 い。銃床 として、洋 の東西 を通 じて広 く用 いられ、現在 では材積 が少

な くなって いると思われる。 ほか に各種器具 ・家具 材な どの用途 も知 られている。種子 は食用 とな り、栄
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養価 に富む。

ブナ属の一種(Fagussp.)ブ ナ科

散孔材で、管 孔は単独 または放射方向に2～3個 が複合 、横断面では 多角形、管壁厚 は中庸～薄 く、分

布密度は高い。道管 は単お よび階段穿 孔 を有 し、階段穿孔 の段(bar)数 は10前 後、壁孔 は大型 で対列状～

階段 状に配列 、放射組織 との間では網 目状 とな る。放射組織は同性 ～異性III型 、単列、数細胞高の ものか

ら複合組織 まである。柔組織は短接線状お よび散在状。年輪界は明瞭～やや不 明瞭。

ブナ属 には、ブナ(Faguscrenata)と イヌブナ(Ejaponica)の2種 が ある。ブナは北海道南西部(黒

松内低地帯以南)・ 本州 ・四国 ・九州に、イ ヌブナは本州(岩 手県以南)・ 四国門九州の主 として太 平洋側

に分布 す る。イヌブナ のほ うがブナ よ り低標高地か ら生育 し、 またブナのよ うな大群 落 をつ くることはな

い。ブナは、 日本 の冷温帯落葉 樹林 を代表す る樹木 で、かつては東 日本 の山地 に広 く生育 していたが、近

年、植林 な どによって生育地が激減 してい る。材 はやや重硬 で、強度 は大 きいが加工はそれほ ど困難 では

な く、耐朽性 は低 い。木地 ・器具 ・家具 ・i薪炭材 などの用途 があったが 、●最近では各種 の用途 に用 い られ

てい る。 また種子は食用 とな り、搾 油 され る。

ヤマグワ(Morusbombycis)ク ワ科

環孔材 で孔 圏部は1～5列 、晩材部へ 向か って管径 を漸減 させ 、のち塊状に複 合す る。大道管は管壁は

厚 く、横 断面では楕 円形、単独 または2～3個 が複 合、小 道管 は管壁厚は 中庸、横 断面では多角 形で複合

管孔 をなす。道管は単穿孔 を有 し、壁孔 は密 に交互状に配列 、小道管内壁には らせ ん肥厚 が認め られ る。

放 射組織 は異性II～III型 、1～6細 胞幅 、1～50細 胞高で、 しば しば結晶 を含む。柔組織は周 囲状 ～翼状

お よび散在状。年輪界は明瞭。

ヤマ グワは北海道 ・本州 ・四国 ・九州 の山野に 自生 し、また植栽 され る落葉高木で、中国原産 のカラ グ

ワ(マ グワ)(Morusalba)・ 『ロソウ(M.albavar.multicaulis)と ともに多 くの園芸品種が あ り、養蚕 に

利用 されている。材の解剖学 的特徴 のみ で、これ らを区別す るこ とはで きない。ヤマ グワの材 はやや重硬

で強靱 、加工 はやや困難で、保存性 は高 い。装飾材や器具 ・家具材 として用 い られ、樹皮 は和紙 の原料や

染料 とな り、果実は食用 とな る。

モク レン属の一種(Magnolia.sp.)モ クレン科

散孔材 で管壁厚は中庸 ～薄 く、横断面では角張 った楕 円形～多角形 、単独 お よび2～4個 が放 射方向に

複合す る。道管は単穿孔 を有 し、壁孔は階段状 ～対列状に配列 、放射組織 との間では網 目状～階段状 とな

る。放射組織は異i生II型 、1～2細 胞幅、1～40細 胞高。柔組織 はター ミナル状。年:輪界は明瞭。

モ クレン属は、ホオノキ(Magnoliaobovata)、 オオヤマ レンゲ(M.sieboldii)、 タムシバ(M.salicifolia)、

コブシ(M.kobus)、 シデ コブシ(M.stellata)の5種 が 自生す る。ホオ ノキ ・コブシは北海道か ら九州 の

適潤～湿性地に生育す るが、 コブ シは西 日本 にはやや 少ない。'タム シバな どは産地が限 られた り、稀 であ

った りす る。 ホオ ノキの材は軽軟で、割裂性 が大 き く、加工 は極めて容 易で欠点が少ないこ とか ら、器具

・建築 ・家具 ・建具材 などのほか、指物 ・木地 ・下駄歯 ・刃物鞘 など特殊 な用途が知 られている。 また木

炭 は金 ・銀 ・銅 ・漆器 の研磨に用い られた。 コブ シの材 は、ホオノキに似 るがやや硬 く、ホオ ノキよ り劣

るもの とされ、ホオノキに準 じた使 われ方 をす る。
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ハ イノキ属の一種(Symplocossp.)ハ イノキ科

散孔材 で管壁は薄 く、横 断面 では多角形～角張った楕 円形 、単独 お よび2～5個 が複合 す る。道管 は階

段穿 孔 を有 し、段は 多数。放射組織 は異性II～1型 、1～3(4)細 胞幅 、1～20細 胞高であ るが時に上 下に

連結す る。柔組織は散在状 。年輪 界はやや不 明瞭。

ハ イ ノキ属 には、常緑性 のハ イ ノキ・節 〔ハ イノキ・(Symplocosmyrtacea)・ ク『ロバ イ(S.prunifolia)な

ど〕 と、落葉性 のサ ワフ タギ節 〔サ ワフ タギ(S.chinensisformapilosa)・ タンナワフタギ(S.coreana)♪

な ど〕が ある。サ ワフタギを除 いて関東地方以西 に分布 す る。サ ワフ タギは北海道か ら九州 までの山野に

普通 な小高木で、材 は重硬 ・強靱 で割れに くく、各種工具 の柄 など器具 ・旋作 ・薪炭な どに用い られ る。

木灰 は媒染剤 ともなる。

1-4.考 察

1.井 戸外枠材は、軽軟 ～やや硬 いモクレン属 がほ とん どである。 モクレン属 の うちホオノキは 日本の

山間の肥沃地 に散在 し、 コブ シは温帯 ～暖温帯の 日当 りの良 い適潤地 に生育す る。 また、同定 を行 った井

戸枠 材7試 料 の内の1試 料 だけは、強度 は余 り高 くないがやや 堅硬 で、切 削加 工は困難 でないハイ ノキ属

の一種が使用 されてい る。ハ イノキ属 の うち、サワフ タギは暖帯 に生育す るものが多 く、現在は関東地方

か ら西に分布 している。それ以外 は 日本の山野 に きわめて普通に生育 してお り、両材の材質 は、使用 目的

が同一 に しては異なってい ると言 うほ どの違いはない と思 われ る。ハ イ ノキ属 は、材の解剖学 的特徴から、

種 の区別がつか ないが、現在 の分布か らみ る とサ ヴフタギ と推定す るのが妥当 と思われ る。す ると、井戸

枠 材に使用 した材は山間に ご く普通 に生育 した種 であ り、付近 の材 を利用 して井戸枠 を作製 した と思 われ

る。ただ し、1部 分 を別 の材料 こした理 由が用途 を意識 した ものか、材料調達上 の理由か、 また別 の理 由

によるのかは解 らない。

2.井 戸 くり抜 き材は、河岸や湿潤 な平地の肥沃 な ところに生育 し、加 工の容易 なオニ グル ミが使用 さ

れている。

3.押 え棒 の小 は温帯～暖帯 の山野に ご く普通に 自生 し、やや重硬 で強:靱なヤ マ グワが使用 されてい る

のに対 して、大は軽軟～やや硬 いモクレン属 の一種 が使 用 されている。

以上 、同定 された樹種 は、いずれ も、現生種 で自然分布 か らみて当時の遺跡周辺 に 自生 していた と推定

で きる樹種 である。

表1ト トノ池南遺跡出土材の樹種

番号 挿図番号 遺構など 用 途 な ど 樹 種 名

1 図59-16 SEl-2 木札(大) スギ

2 図59-17 SEl-1 木札(小) スギ

3 図59-18 SEl一 小型棒状品 スギ

4 図58-13 SEl-7 井戸外枠材 モ ク レ ン属 の 一 種

5 図56-4 SEl-8 井戸外枠材 モ ク レ ン属 の 一 種

6 図57-10 SEl-9 井戸外枠材 モ ク レ ン属 の 一 種

7 図56-7 SEl-10 井戸外枠材 ハ イノキ属の一種

8 図58-14 SEl-11 井戸外枠材 モ クレ ン属 の 一 種

9 図58-15 SEl-12 井戸外枠材 モ ク レ ン属 の 一 種

10 図57-11 SEl-14 井戸外枠材 モ クレ ン属 の 一 種

11 図56-1 SEl 井戸側(く り抜 き材) オ ニ グル ミ

12 図56-9 SE1 井戸側(お さえ棒 大) モ クレ ン属 の 一 種

13 図56-8 SEl 井戸側(お さえ棒 小) ヤマ グワ属の一種

14 図 版 Q-14 黒色土層下面出土自然木 ブナ属の一種
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材 写 真 図 版 説 明

写真番号

図 版1

1a

lb

lc

2a

2b

2c

3a

3b

3c

樹 種 名

スギ

スギ

スギ

オニ グル ミ

オニ グル ミ

オニ グル ミ

ブナ属 の___.種

ブナ属 の一種

ブナ属 の一一種

ブナ属 の一種

試料番号

2

2

2

1

1

1

4

4

4

1
⊥

-
⊥

-
⊥

-
⊥

-
⊥

-
⊥

断 面

口

目

目

口

目

目

口

目

目

木

柾

板

木

柾

板

木

柾

板

倍率

X40

×100

×100

×40

×100

×100

×40

×100

×100

図 版2

4a

4b

4c

5a

5b

5c

6a

6b

6c

ハ イ ノキ属 の一種

ハ イ ノキ・属 の一種

ハ イ ノキ属 の一種

ヤマ グワ

ヤマ グワ

ヤマ グワ

モ クレン属 の一種

モ クレン属 の一種

モ クレン属 の一種

7

7

7

3

3

3

8

8

8

1
⊥

-
⊥

-
⊥

口

目

目

口

目

目

口

目

目

木

柾

板

木

柾

板

木

柾

板

X40

×100

×100

×40

×100

×100

×40

×100

×100
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2ト トノ池 南 遺 跡 出 土 石 器 の 岩 石 鑑 定

トトノ池南遺跡では、先土器時代に属する石器群が検出されている。ここでは、石器群の産地推定など

に関する情報や岩石学的特性 と用途 との関係などを把握するために、石器作製過程で生 じる剥片を試料 と

し、石質 を鑑定することとした。

2-1.試 料及び鑑定方法

トトノ池南遺跡より出土 した先土器時代の剥片類8点(表2)に ついて、岩石薄片を作製し偏光顕微鏡

下での観察を行った。鏡下ではその鉱物組成 ・組織などを観察 ・記載し、目的に対 し検討 した。

試料番号 遺 物 番 号
ブCIック 個体番号

挿図番号

1 4-10 33-10

2 4-31 34-13

3 3-35 一

4 2-63 一

5 4-29 35-20

6 2-107 一

7 4-8 34-11

8 4-20 34-12

2-2.石 器顕微鏡観察結果

(1)試 料番号1

岩石名:単 斜 輝石安 山岩

肉眼的 に岩石 表面は黄褐色 と灰色 の縞状で明瞭 な流理組織が認め られる。切 断面は暗灰色 で緻 密 な岩石

である。

組織:ガ ラス基流晶質組織(hyalopilitictexture)

鏡下 では、斑晶 として微量 の斜長石 ・単斜 輝石が認め られ、石 基は短冊状 の斜長石が定 向配列 し、微晶

の単斜輝石 ・斜長石 ・火山ガ ラスが填間状に好在 している。流理構造 が認め られ る。

斑晶

斜長石:微 量存在 し、大 きさ0.04mm～0.6mmの 半 自形 ～ 自形の薄い板状 を呈する。双晶の発達は弱 く、累

帯組織 が認め られない。

単斜 輝石:微 量存在 し、大 きさ0.05～0.14mmの 半 自形粒状 を呈す る。単純双晶が認め られる。淡緑色 を

帯び 多色 性は きわめ て弱い。

石基

斜長石:少 量存在 し、長 さ最 大0.1mmに 伸長 した長柱状～短冊状 を呈 し、石基中に定 向配列 し、流理組

織 を作 ってい る。石基 を構成す る火山ガラス中に も針状 に晶子 として析 出 してい る。

単斜輝石:少 量存在 し、大 きさ0.02mm以 下の粒状 を呈 し、石基 中の斜長石結晶粒 間 を火 山ガラス ととも
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に充墳 してい る。

ク リス トバ ライ ト:石 基 中に微量存在 している。

火 山ガ ラス:中 量存在 し、石基 の結 晶粒 間 を充填 してい る。:茶褐色 を呈す る。

不透 明鉱物:微 量存在 し、大 きさ0.01mm以 下の 自形～半 自形粒状 を呈す る。外形か ら磁鉄鉱 と推察 され

る。

特徴

本岩は石基中に多 くの火山ガラスが存在 し、安 山岩溶岩の急冷相 とみられる。

(2)試 料番号2

岩石 名:安 山岩

肉眼的 に試料番号1と きわめて相似 した外観 を有す る岩石 であ る。

組織:ガ ラス基流晶質組 織(hyalopilitictexture)

鏡下 では 、斑 晶 として微 量の斜長石が認め られ、単斜 輝石斑 晶は認め られない。石基 は短冊状 の斜長石

が散在 し、微量 ・微 晶の単斜 輝石 と中量 の火 山ガラスが墳 間状 に存在 している。鏡下 での流理構 造は弱い。

斑晶

斜長石:微 量存在 し、大 きさ0.2～0.3mmの 半 自形～ 自形の薄 い板状 を呈す る。集片双 晶お よび単純双 晶

が観察 され 、一部に弱い累帯組織 が認め られる。

石基

斜長石:少 量存在 し、長 さ:最大0.1mmに 伸長 した短柱 状～短冊状 を呈 し、一部 は0.05mm大 の針状 で石基

中に散在す る。

単斜 輝石:微 量存在 し、大 きさ0.02mm以 下の粒 状 を呈 し、石基 中の斜長石 結晶粒間にみ られ る。

ク リス トバ ライ ト:石 基中に微 量存在 している。

火山ガラス:多 量存在 し、石 基の結 晶粒 間を充填 している。茶褐色 を呈す る。脱 ガラス化作 用 を うけ、

針 状微 晶の晶子(斜 長石?)を 生成 している。

不透 明鉱物:き わめて微 量存在 し、大 きさ0.01mm以 下の 自形 ～半 自形粒状 を呈す る。外形か ら磁鉄鉱 と

推察 され る。

特徴

本岩は安 山岩溶岩 の急冷相 とみ られ る。

(3)試 料番号3・

岩石名:単 斜輝石安 山岩

肉眼的に、試料番号1と 同様 に黄褐色 と暗灰色の縞状 の流理組織が認め られる。試料番号1と 比較す る

と多孔質である。

組織:ガ ラス基流 晶質組織(hyalopilitictexture)

鏡 下では、斑 晶 として微量の斜長石 ・単斜輝石 が認め られ、石基は短冊状 の斜長石が 弱い定 向配列 し、

微晶の単斜 輝石 ・斜長石 ・火山ガ ラスが愼間状に存在 している。

斑 晶

斜長石:微 量存在 し、大 きさ0.04～0.5mmの 半 自形～ 自形 の薄 い板状 を呈す る。集片双 晶お よび単純双

晶が観察 され、一部 に累帯組織が認め られ る。

単斜 輝石:微 量存在 し、大 きさ0.05～0.15mmの 半 自形～他形粒 状 を呈す る。単純双晶が認め られ る。淡
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緑色 を帯び 多色性 は きわめて弱い。

石基

斜長石:少 量存在 し、長 さ:最大0.1mmに 伸長 した長柱状～短冊状 を呈 し、石 基中に定 向配列 して散在す

る。弱い配列 を示 し、流理組織 を作 ってい る。石基 を構成す る火 山ガラス 中に も針状 に晶子 として析 出 し

ている。

単斜輝石:少 量存在 し、大 きさ0.02mm以 下の粒 状 を呈 し、石基 中の斜長石結晶粒 間 を火 山ガラス と とも

に充填 してい る。

クリス トバ ライ ト:石 基 中に少量存在 している。

火山ガラス:中 量存在 し、石 基の結 晶粒 間 を充填 してい る。

不透 明鉱物:微 量存在 し、大 きさ0.02mm以 下 の 自形～半 自形粒状 を呈す る。外形か ら磁鉄鉱 と推 察 され

る。

特徴

本岩は安 山岩 溶岩 の急冷相 とみ られ る。鏡下 での流理組織は弱 い。

(4)試 料番号4

岩石名:単 斜輝石安 山岩

肉眼的に、黄褐 色 を呈す るが、切 断面 では暗灰色緻密 な岩石 である。縞状構造が認め られない緻 密質岩

石 で、切 断面 は暗灰色 を呈す る。

組織:ガ ラス基流晶質組織(hyalopilitictexture)

鏡下では、斑 晶 として きわめて微 量の斜長石 ・単斜輝石 が認め られるが 、ほ とん ど無斑 晶に近い・石基

は短冊状の斜長石が定 向配列 し、流理組織が認め られ、結晶粒 間は火 山ガラスが 多い。

斑晶

斜長石:き わめて微量存在 し、大 きさ0.2mmの 半 自形～ 自形の薄い板状 を呈す る。集 片双 晶お よび単純

双晶が認め られ、一部 は累帯組織が認め られ る。

単斜輝石:き わめて微量存在 し、大 きさ0.05mmの 半 自形～他形粒 状 を呈す る。淡緑色 を帯 び多色性 は き

わめて弱い。

石基

斜長石:中 量存在 し、長 さ最大0.12mmに 伸長 した短冊状 を呈 し、石 基 中に散在す る。定 向配列 を示 し、

流理組織 を作 っている。 また、短冊状斜長石 とともに石基 を構成す る火 山ガ ラス中にも針 状の晶子 として

析 出してい る。

単斜輝石:微 量存在 し、大 きさ0.01mm以 下 の粒状～晶子状 を呈 し、石 基中に散在 してい る。

火 山ガラス:中 量存在 し、石基 の短冊状斜長石粒 間 を充墳 している。茶褐 色 を呈 し、0・01mm以 下 の針状

晶子(斜 長石?)を 析 出 してい る。.

不透 明鉱物:少 量存在 し、大 きさ0.01mm以 下 の 自形～半 自形粒状 を呈す る。外形か ら磁鉄 鉱 と推察 され

る。

特徴

本岩は石基 中に多 くの火山ガ ラスが存在 し、流理組織が明瞭で、安 山岩溶岩の急冷相 とみ られ る。

(5)試 料番号5

岩石名:単 斜輝石安山岩
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肉眼的に黄褐色 と灰褐色が縞状 となる流理組織がみ られる。岩石表面 に微細 な黒色鉱物(輝 石)が 散在

す る。切 断面 は暗灰色 を呈 し、緻 密質な岩石 であ る。

組織:ガ ラス基流晶質組織(hyalo-pilitictexture)

鏡下 では、斑 晶 として微 量の斜長石 ・単斜輝石が認め られ、石 基は短冊状の斜長石が定向配列 し、流理

組織が認め られ る。微 晶の単斜 輝石 ・斜長石 ・火 山ガラスが墳 間状に存在 している。

斑晶

斜長石:微 量存在 し、大 きさ0・1～0.2mmの 半 自形～ 自形の薄い板状 を呈す る。集片双 晶が認め られ、累

帯組織 は認め られない。

単斜輝石:微 量存在 し、大 きさ0.05～0.1mmの 半 自形粒状 で、淡緑色～淡褐 緑色 を呈す る。 多色性 は き

わめて弱 い。

石基

斜長石:少 量存在 し、0.1mm以 下に伸 長 した長柱状～短冊状 を呈 し、石基 中に散在す る。定向配列が認

め られ、流理組織 を作 ってい る。石 基 を構 成す る火 山ガラス 中に も針状 た晶子 として析 出 してい る。

単斜 輝石:微 量存在 し、大 きさ0.01mm以 下の粒状 を呈 し、石 基中の斜長石結晶粒 間 を火 山ガ ラス ととも

に充填 している。

火山ガ ラス:少 量存在 し、石 基の結 晶粒 間 を充f[し てい る。

珪酸鉱物:火 山ガラスか ら脱 ガラス化作用 を うけて生 成 した微細 な珪酸鉱物 が多 く認め られ る。晶子 と

して存在す るため不明確 であるが、複屈折 ・結節率が低 くク リス トバ ライ トと思われ る。

不透明鉱物:微 量存在 し、大 きさ0・03mm以 下 の 自形～半 自形粒状 を呈す る。外形か ら磁鉄鉱 と推察 され

る。

特徴

本岩は安 山岩 溶岩の急冷相 とみ られ る。

(6)試 料番号6

岩石名:安 山岩

肉眼的に灰褐 色相 中に黒色相 を縞状 に含む流理組織が発達 してい る。黒色相 には空隙が多 く認め られる。

切 断面 は灰黒色で岩石表面 ほ ど組織は明瞭ではない。

鏡下 で褐 色 を呈す る岩相 をホス トとし、黒色 を呈 し空隙 を多 くともな う出相 をレンズ状お よび縞状に伴

う。

褐色 ホス ト岩相 ・

組織:ガ ラス基流 晶質組織(hyalo-pilitictexture)

ホス トとなる岩石 には斑 晶 として微量 の斜長石 が認め られ、石 基は短冊状の斜長石 が定 向配列 し、微晶

の斜長石 ・火 山ガラスが墳 間状 に存在 している。流理構造が認め られ る。

斑晶

斜長石:微 量存在 し、大 きさ0.08～0.25mmの 半 自形～ 自形の薄 い板状 を呈す る。弱 い累帯組 織が認め ら

れる。

石基

斜長石:中 量存在 し、長 さ最 大0.2mmに 伸長 した長柱状 ～短冊状 を呈 し、石基 中に散在す る。弱 い定向

配列 を示 し、流理組織 を作 ってい る。石基 を構成す る火 山ガラス中に も針状 に晶子 として析出 している。

単斜輝石:微 量存在 し、大 きさ0.01mm以 下の粒状 を呈 し、石 基中に散在 してい る。
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ク リス トバ ライ ト:火 山 ガラスの脱ガ ラス化 によ り少量の微晶質 ク リス トバ ライ トが生成 され てい る。

火 山ガ ラス:中 量存在 し、石基の結晶粒 間 を充填 している。脱 ガラス化作用 をうけ少量 の0・01mm以 下 の

針状 晶子(斜 長石)と 珪酸鉱物(ク リス トバ ライ ト?)を 生成 して いる。

不透明鉱物:微 量存在 し、大 きさ0.01mm以 下の 自形 ～半 自形粒状 を呈す る。外形か ら磁鉄鉱 と推察 され

る。

黒色相

組織:ハ イア ロオフ ィテ ィック組織(hyalo-ophitictexture)

全体 に黒色 を呈す るガ ラス質岩で、斑 晶が きわめて少な く、杏仁状組織(amyg-daloidaltexture)を 示

す空隙が多 く存在す る。

斑 晶

斜長石:き わめ て微量存在 し、大 きさ最:大0.2mmの 半 自形～他 形板 状 を呈 する。双晶は認め られ るが、

累帯組織は認め られない。

石基

斜長石:少 量存在 し、長 さ最大0.1mmに 伸 長 した長柱状 を呈 し、石 基中に散在す るが、 ホス ト岩 と比較

す ると量的に少ない。弱い定 向配列 を示す。

単斜輝石:き わめて微 量存在 し、大 きさ0.01mm以 下の粒状 を呈 し、石基 中に散在 している。

火山ガラス:鏡 下で暗灰色～黒色 で多量 に存在す る。0.002mm以 下の微細な珪酸鉱物 を析 出しているが、

詳細は不 明である。

空隙

中量存在 し、大 きさ0.02～0.15mmの 杏仁状(あ んず状)を 呈 し、他 の二次鉱物の充填 はみ られな い・溶

岩表面 にみ られる気泡 のあ ととみな され る。

特徴

本岩 は安 山岩溶岩 の急冷相 であるが、溶岩 が流 出す る際に表 面の岩石 を取 り込んで生成 され た もの と思

われる。

(7)試 料番 号7

岩石名:単 斜輝石安 山岩

肉眼的に、岩石表面は黄褐 色で、色調 の濃淡で縞状構造 を示す流理組織が認め られ る。切 断面 は暗灰色

で緻 密質である。

組織:ガ ラス基流 晶質組織(hyalo-pilitictexture)

鏡 下では、斑 晶 として微量の斜長石 お よびきわめて微量 の単斜輝石 が認め られ、石基は短冊状 の斜長石

が弱 い定向配列 して散在 して、弱い流理組織が認め られ る。微 晶の単斜輝石 ・斜長石 ・火山ガ ラスが墳 間

状 に存在 してい る。

斑晶

斜長石:微 量存在 し、大 きさ0.06～0.6mmの 半 自形～ 自形 の薄 い板状 を呈す る。集片双晶の発達 がみ ら

れるが 、累帯組織は認め られない。

単斜輝石:き わめて微量存在 し、大 きさ0.05mmの 他形粒状 を呈す る。淡緑色 を帯び 多色性 は きわめて弱

い 。

石基

斜長石:少 量存在 し、長 さ最:大0.2mmに 伸長 した長柱状 を呈 し、石基 中に散在す る。弱い定向配列 を示
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し、流理組織 を作 ってい る。

単斜輝石:き わめて微量存在 し、大 きさ0.02mm以 下の粒状 を呈 し、石基 中の斜長石結晶粒 間 を火 山ガラ

ス とともに充墳 してい る。

火 山ガ ラス:多 量存在 し、石基 の結晶粒 間 を充填 してい る。脱 ガ ラス化作用に よ り微細 な珪 酸鉱物 を生

じているが詳細 は不 明である。

不透明鉱物:微 量存在 し、大 きさ0.01mm以 下の 自形 ～半 自形粒状 を呈す る。外形 か ら磁鉄鉱 と推察 され

る。

特徴

本岩は安 山岩 溶岩 の急冷相 とみ られ る。

(8)試 料番号8

肉眼的に、岩石表面 は暗褐 色 を呈 し、弱い流理組織が認め られ る。切 断面は暗灰色で緻密 質であ る。

岩石名:単 斜輝石安 山岩

組織:ガ ラス基流晶質組織(hyalopilitictexture)

鏡下 では、斑 晶 として微 量の斜長石 、 きわめ て微量の単斜輝石 が認 め られ る。石基 は短冊状 の斜長石が

弱い定 向配列 を示 して散在 し、弱い流理組織が認め られる。多量 の火 山ガラスが愼 間状 に存在 している。

斑晶

斜長石:微 量存在 し、大 きさ0.1～0.5mmの 半 自形～ 自形 の薄 い板状 を呈す る。双 晶の発達は弱 く、累帯

組織 は認め られない。

単斜輝石:微 量存在 し、大 きさ0.1mmの 半 自形長柱状 を呈す る。淡緑色 を帯び 多色性 は きわめて弱い。

石基

斜長石:中 量存在 し、長 さ0.2mm以 下に伸長 した長柱状 を呈 し、石 基中に弱 い定向配列 を示 して散在 し、

流理組織 を作 っている。石基 を構成す る火山ガ ラス中に もきわめて微細 な大 きさ0.002mmの 針状 に晶子 と

して析 出 してい る。

単斜輝石:微 量存在 し、大 きさ0.02mm以 下 の粒状 を呈 し、石基 中に散在 してい る。

火 山ガラス:中 量存在 し、石基 の結晶粒 間を充填 してい る。茶褐 色 を呈 し、針状 晶子(斜 長石)を 析 出

している。

不透明鉱物:微 量存在 し、大 きさ0.005mm以 下の半 自形粒状 を呈す る。外形か ら磁鉄鉱 と推察 される。

特徴

本岩は安 山岩溶岩の急冷相 とみ られる。

2-3.ま と め

試料番号1～8は いずれ も本 質的には単斜 輝石安 山岩に属 す るが、鏡下 で斜長石 ・単斜輝石 の斑 晶がみ

られ る岩石 を単斜輝石安 山岩 、斜長石 のみで単斜輝石の斑 晶が認め られない試料番号2お よび試料番号6

を安 山岩 とした。ただ し、薄 片は試料の きわめ て小範囲の部分 で作製 してい るため 、他の部分 に単斜輝石

の斑 晶が含有 され る可能性が ある と思われ る。岩石 の組 織はガラス基流晶質組織 を示すが、全般 に斑 晶～

微斑 晶に乏 し く、火山ガラスが 多いこ とでハ イア ロオフ ィテ ィック組織に近 い組織 を示 している。

試料番号1～8は 、次 のよ うな共通する特徴 を有 している。

①斑晶が乏 しい。

② 石基 中の斜長石 は短冊状 を呈 し、弱い定向配列 をす る ものが 多い。
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③火山ガラスが多く存在する。

④構成鉱物は斜長石 ・単斜輝石 ・火山ガラスを主体 としている。

構成鉱物および岩石の組織から、試料番号1～8は 同一の安 山岩溶岩に属 し、しか も、溶岩の流出時の

表面に近い急冷相の岩石 と推察される。これらの岩石は、近辺の河床などで入手可能であったと判断され

る。また、岩石 を:構成する鉱物の粒度が小 さく、火山ガラスが多く存在することで緻密質であり、流理組

織が認められることか ら、薄い偏平な材料が得 られやすい特性を有している。このような特性は、石器製

作の際鋭利な刃縁部 を作出す るのに有効であったと思われる。

一方、一部に黒色急冷相が含まれ(試 料番号6)、 この部分には溶岩流出時の気泡に起因する空隙が多

くみられる。この種の岩石は緻密質の岩石 と比較して材質的に脆いと思われ、石器の素材 としての利用に

際しては選択、排除されていたとも考えられる。今回の剥片類 と、それを素材 とした製品との関係が注意

される。
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図版1

トトノ池南遺跡出土材顕微鏡写真
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図版2

トトノ池南遺跡出土材顕微鏡 写真
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図版3

トトノ池南遺跡出土旧石器岩石鑑定試料

/
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PL2 新 堤 遺 跡

<開 始式のあ と調査団長 より

調査諸注意を聞 く

<重 機による表土除去

(B地 点)

<IV区 の 調 査(B地 点)



PL3 新 堤 遺 跡

▲B地 点全景(南 東か ら)

▲B地 点1区 の調査(西 か ら)



PL4 新 堤 遺 跡

▲A地 点試掘 トレンチ完掘状態

▲B地 点1区(南 か ら)



PL5 新 堤 遺 跡

▲B地 点全景(西 から)

▲B地 点1区(南 か ら)



PL6 新 堤 遺 跡

▲B地 点1区 掘立柱建物群(東 から)



PL7 新 堤 遺 跡

▲B地 点1区(北 から)

▲B地 点II区(北 か ら)



PL8 新 堤 遺 跡

< B地 点D-8区 石匙出土状態

< B地 点D-13区 小型磨製石斧出土状態

< B地 点E-11区 挟入石器出土状態



PL9 新 堤 遺 跡

< B地 点B-10区 溝状土砿MSK

< B地 点IV区 斜 め ピ ッ ト23

( B地 点III区 斜 め ピ ッ ト1



PL10 新 堤 遺 跡

< B地 点1区 焼土1

《 B地 点1区 焼土2

ぐ B地 点III区 ロー ムマ ウ ン ドと焼 土11



PL11 新 堤 遺 跡

<B地 点III区平安土拡SK5半 割状況

(北から)

<B地 点B-10区 ロー ムマ ウ ン ド

<B地 点1区 焼土6



PL12 新 堤 遺 跡

▲B地 点1区 旧石器確認調査

▲B地 点1区 旧石器確認調査



PL13 新 堤 遺 跡

▲B地 点IV'区 旧石 器 出 土 に よ り調 査=区域 拡 張

▲B地 点IV区 旧石 器 第1ブ ロ ッ ク(東 か ら)



PL14 新 堤 遺:跡

▲B地 点IV区 旧石 器 第2ブ ロ ッ ク(南 か ら)

▲ 第1ブ ロ ッ クNo.22石 核 ▲ 第1ブ ロ ッ クNo.1ナ イ フNo.12ブ レ イ ク


